




































































暗黒騎士を脱がさないで５
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ「静かなる爆ばく笑しよう」







　暗黒騎き士しウォルターが王を毒殺した。

　この一報は、世界中を駆かけ巡めぐった。

　王の葬そう儀ぎはしめやかに行われ、世界は悲しみに包まれた。

　だが、その悲しみは、突とつ如じよ怒いかりに変わる。

　圧あつ倒とう的恐きよう怖ふによって抑おさえ込まれていた各所で、抑え込まれていた分の恨うらみが爆発。

　帝てい国こくに不満を持っていた地方が同盟を結んで蜂ほう起きしてしまったり。

　テロリスト集団が粋いきがってしまったり。

　各地でクーデターが起こり、帝国は大規模な内乱状態。群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代に逆ぎやく戻もどりしてしまいそうになっていた。

　だが、それは、異世界の話。

　エールリンク・ラグナ・ウォルターは覚かく悟ごを決めていた。

　学校にも行かず、バイトにも行かず、自室でずっと座ざ禅ぜんを組んでこれまでの人生を振ふり返っていた。

　自分のせいで、王が死に、そして帝国は今混乱と混こん沌とんの中にある。

　毒を盛ったというつもりはない。

　王の考え方と合わないこともあった。

　だが、殺したいと思ったことはない。

　自分ではない誰だれかが、王を殺したのだとしても、そのきっかけを作ってしまったのが自分であるということを否定は出来ない。

　帝国から、暗黒騎士たちが派は遣けんされ、自分を連れて行くだろう。

　それを、拒きよ否ひするつもりはない。

　世間を騒さわがした。

　それだけで、罪は重いのだ。

　最後の時を待ちながら、居間で座して待つ。

　自ら出向こうともしたが、ここは旧友である暗黒騎士たちに手て柄がらを提供しよう。

　一番乗りは誰だろうか？

　やはり、現在暗黒騎士を束ねている、筆頭暗黒騎士『エリザベス』。

「彼女に捕とらえられるのは、屈くつ辱じよくだな」

　ウォルターとエリザベスは犬けん猿えんの仲だった。

　ウォルターは暗黒騎士の中でも正々堂々正面から己おのれの武をぶつけ合う戦いが好きだったが、エリザベスは真逆。

　ありとあらゆる汚きたない手を打ち続け、相手が悔くやしがるのを楽しむタイプだ。

　誰よりも狡こう猾かつで、誰よりも裏を読む。

　だからこそ、彼女が最初に捕つかまえに来るだろう。

　エリザベスより、優ゆう秀しゆうな人間がいなければ──

　玄げん関かんの戸が、勢いよく開けられた音がした。

　暗黒騎士ウォルターは「ついに来たか」と背筋をピンと張り、正座で待つ。

　家の中に、どどどど……と足音が響ひびく。

　何人だろうか？

　ウォルターは暗黒騎士の中でも最強。

　それを捕らえようと言うのだから、やはり数十人という数だろう。

　ばん。

　居間の戸が開けられて、黒い格好の連中がぞろぞろと入ってくる。

　それはさながら、警察によるガサ入れだ。

「暗黒騎士！　確保っ！」

「暗黒騎士っ！　確保！」

　がっしりと強く腕うでを摑つかまれ、立たされる。

「心配するな。抵てい抗こうなどしない」

　と声に出したとき、暗黒騎士ウォルターは怪け訝げんな面おも持もちを見せた。

「あれ？　日本語？」

　暗黒騎士、確保。

　その言葉が日本語だったので、つい日本語で返してしまったが、これはおかしなことだ。

　暗黒騎士たちが来たのならば、その言語は母国の言葉でなければおかしい。

　この世界で生活をしている自分や、同じくこの世界に来ている暗黒騎士ゲイルならば日本語でやりとりしてもおかしくはない。

　だが、この件でやってきただけの暗黒騎士たちが、わざわざ現地の言葉を覚える訳がない。

　覚えてきたとしても、自分たちで声を掛かけ合うのだから、やはり母国語でなければおかしいではないか。

　だとすれば、この者たちはなんだ？

　そんなことを考えながら、車に乗せられ、まるで企き業ぎよう面接に来た新卒生のように膝ひざに手を置いて座る黒服サングラスの男を両りよう脇わきにという状態で、知らない男たちの知らない車に乗っているという肩かた身みが狭せまい思いのまま、声を掛けてみる。

「お前たちは、何者だ？」

　返事は……ない。

　一言も発さず、指一つ動かさず、じっとしている。

「何も言わぬつもりだな。無表情で押し通すつもりなのだな？」

　黒服の男たちは、肯こう定ていも否定もしない。

　つまりそれこそが、無表情で押し通すつもりだということを物語っていた。

「……ところでお前たちは、何故なぜ車内でサングラスをしているのだ？　運転手までサングラスではないか。怖こわいわ。歩行者が怖いわ」

　右横の男が、口に手を当てる。

「あ、今ちょっと笑ったな？　『ほんまや……運転手もサングラスしてるやん』と」

　指し摘てきすると、また先ほどの面接に来ているぐらいのびしっとした座り方に戻った。

「ダメか。コニュミケーションは取れぬか……」

　左横の男が、さっと口に手を当てる。

「あ、今ちょっと笑ったろ？　コミュニケーションを言い間ま違ちがえた私を。だがな──今のはわざとだっ！」

　指摘すると、また先ほどの面接に来ているぐらいのびしっとした座り方に戻った。

「どこへ行こうと言うのかね」

　運転手が「くっ」と小さく声を出し、顔を横に向ける。

「今笑ったろ？　思ったよりムスカ大たい佐さのモノマネが上手うまくて笑ったろ？　私はラピュタを八七回見ているのだ！」

　指摘すると、運転手はぎゅっと口を噤つぐんだ。

　もう絶対声は出さないと誓ちかったかのように。

　だが、次の瞬しゆん間かん、右横の男が「くっ」と声を出してしまう。

「今笑ったな！　運転手がサングラスを指摘されたから、顔を背そむけたついでにさりげなくサングラスを外していたことに気付いて笑ったな！」

　指摘すると、また先ほどの面接に来ているぐらいのびしっとした座り方に戻った。

「なんなんだこいつらは……この、ツボ浅軍団は」

　男たちは一いつ斉せいに「くっ」と声を出す。

　黒ずくめ、サングラスなどでひっくるめられると思っていたのに、笑いのツボの浅さでひっくるめられたことに、笑ってしまいそうになった。
















「よし、私と勝負しろ。貴様らに声を出させることが出来れば、行き先と目的を教えろ。良いな？」

　返事はない。

　返事はないが、暗黒騎士は了りよう承しようしたと判断する。

「では、アメリカンジョークを一つ」

　こほん、と息を整えて、暗黒騎士は言う。

「ある貴婦人が歩いていたら、夏なのにコートを着た変態が現れた。……変態は、ばっとコートを開いて全ぜん裸らを見せつける。そのとき貴婦人はこう言ったのだ。『素す敵てきな裏地ね』ってね」

　…………………………

　………………

　……

「この話が、こんっなに滑すべるとは……モナリザでも爆笑するはずの、会心のネタなのに」

　暗黒騎士はショックを受けていた。

　…………………………

　………………

　……

「っていう、滑りあとの笑いもない……と」

　渾こん身しんのアメリカンジョークが、このツボ浅軍団の浅いツボを全然押せていないことに。

「ワシントンが桜の木を切ったとき、彼の父親はすぐに許しました。何故だと思う？」

　黒服たちは『正直に話したからだ』と心の中で思っていた。

　それは、あまりにも有名な逸いつ話わだったからだ。

「ワシントンは、まだ斧おのを手にしていたからね！」

　…………………………

　……………………

　……

「こ、この話でもダメだと言うのかっ！　恵え比び寿すさんでもタイ持って爆笑するはずの鉄板話だと言うのに！」

　暗黒騎き士しは会心のネタだったのに、と落ち込んだ。

　だが、黒服たちの心を、少しだけ動かしていた。

　笑いはしなかったが──「なるほどね」と。

　モナリザも恵比寿さんも、普ふ段だんから笑ってんじゃねえか、と。

　そこで暗黒騎士は、啓けい治じに笑われた話を思い出す。

「先日、テレビで日本のプロバスケットボールの試合を見ていたのだ。滋し賀がレイクスターズというチームが勝っている試合でな。まあ、日本の──と言っても、やはり黒人の大きな選手がいて、その身体能力はやはり圧あつ倒とう的だった。私はその中で一番背の高い選手を応おう援えんしていたのだ。すると、実じつ況きようがこう言った。『やはり注目選手はヨコエでしょう』と。だから私はヨコエ！　ヨコエ！　と彼を応援していたのだが…………ヨコエは黒人の選手ではなく、『横よこ江え　豊ゆたか』という日本人の選手だったのだ。私は──『オコエ　瑠る偉い』を恨うらんだ」

　…………………………

　……………………

　……

　黒服たちは堪こらえた。

「オコエ、とんだとばっちりやんけ！」

　と、運転手は叫さけびたかった。

　オコエがいなければ、ヨコエを外国人だとは思わなかったと暗黒騎士は言いたいのだろう。

　暗黒騎士は、空気を感じていた。

　今、空気は暖まっている。

　もう一押しで、笑いという名の首級しるしが取れるところまで来ている。

「面白くないか？」

　ストレートに聞いてくるとは思わなかったので、黒服たちは不意を突つかれ、くっと目を閉じる。

「まあ確かに、──私はむしろ、『面黒い』わな」

　…………………………

　……………………

　……

　黒服たちは、「そんなんいらんねん」とでも言いたげに、素の表情に戻もどっていた。

　暖まりかけていた空気は一気に下がり、氷点下の沈ちん黙もくが支配する。

「あ、車の運転、私にさせてくれないだろうか？」

　油まみれの滑り台かと言わんばかりに滑った空気を換かえるべく、暗黒騎士は提案する。

　だが、当然の如ごとく返事はない。

「不安なのは分かる。確かに、私には運うん転てん免めん許きよは発行されていないだろう。だが、私は誰だれよりも『かもしれない運転』を考えているっ！」

　右横の男が、ちらりと一いち瞥べつした。

「どういうことだ？」と言わんばかりに。

「例えばそこの歩道を渡わたろうとしている老ろう婆ば。──ただの幽ゆう霊れいかもしれない」

　左の男がアゴを突き出した。

　ん？　どういうこと？　と言いたげに、ついついシャクレてしまったのだ。

「あの信号はもうすぐ赤になるだろう。でも、赤にならないかもしれない」

「あかんやんけ！」

　運転手が、ついに声を出してしまった。

　安全確かく認にんをするために考案されたはずの『かもしれない運転』。

　だが、暗黒騎士の『かもしれない』は、より早く進むための言い訳にしか聞こえない。

　暗黒騎士の両側にいた黒服による、舌打ちの二重奏。

「人を轢ひいたぐらいで、新聞の一面は飾かざれないだろう」

「だろう運転の方やんけ！」

　最も早はや、運転手は止まらなかった。

　一度出てしまったツッコミの『欲よく』は再度抑おさえ込むことは出来なかった。

「ふっ、勝負は私の勝ちのようだな。さあ、目的と行き先を教えてくれ」

「いいだろう」

　右横の男が、ついに口を開く。

「おいっ！」

　左横の男が、注意を喚かん起きする。

「だろう運転だな」

『いいだろう』にだろう運転が含ふくまれていることを発見し、暗黒騎士は喜んだ。

「知っていた方が、いいのかもしれない」

　右横の男が、神しん妙みような面おも持もちで言う。

「かもしれない運転っ！」

　最早、狙ねらって言っているとしか思えない。

「…………あなたを生かすために、県外へ逃にがす。鞍くら馬ま家の屋や敷しきにな」

　そう言ったのは、運転手だった。

　つい声を出して負けてしまったのは自分だ。責任は、自分が持つという意思が込められていたが──

「いいとこ取り運転っ！」

　左横の男は納なつ得とくしていなかった。

　そんなツボ浅軍団の、浅い友情にヒビが入ったことは気にも止めず、暗黒騎士が愕がく然ぜんとしている。

「鞍馬……『鞍馬』だとっ！」

　それは、愛する人の名前だったから──







　　　第一章「サニーサイドアップ」







　日に日に暑くなってくる初夏になって、鞍くら馬ま啓けい治じは帰郷した。

　学校には風邪かぜだと言い、バイト先はシフトを代わって貰もらった。

　カバン一つ持たず、半はん袖そでのＴシャツにアンクルパンツ。財さい布ふとケータイだけの身軽な格好。

　電車に乗って、タクシーに乗って、群ぐん馬まの山奥へ。

　鞍馬家の屋敷は、本ほん拠きよ地ちである京きよう都とをはじめ、全国各地に二八カ所ある。

　その内の一つが、この群馬の山奥にあった。

　出来れば、二度と戻りたくはない場所。

　啓治が、半ば幽ゆう閉へいされて育った場所だ。

　道無き獣けもの道みちを行き、地元の人間でも知らないような場所に、その屋敷はあった。

　巨きよ大だいな木造建築の屋敷。

　極力目立たないよう平屋になっており、階段もない。

　部屋の数は六〇。

　知らずに迷い込んだ者は、旅館だと勘かん違ちがいするだろう。

　そんな屋敷の玄げん関かん口に立つと、ガラガラガラガラ……と戸が開いた。

　啓治は知っていた。

　すでに、啓治は監かん視しされていると。

　この山に入った時点で、鞍馬家の人間は入山した者を監視する。

　それは、木の上からなのか、藪やぶの中からなのか、監視しているのはそもそも人なのか動物なのかも分からない。

　ただ、遠巻きに、ゴルフを見ているギャラリーのように、数人が常に監視する。

　ぬかるみに足を取られて靴くつが脱ぬげそうになったことも、避よけようとしたのに木の根っこに引っかかったことも、「虫除よけ持ってくれば良かった」という呟つぶやきも全すべて知られている。

　そしてそれらは全て屋敷に報告されていた。

　だからこそ、玄関の前に立つだけで、中から戸が開かれたのだ。

「お帰りなさいませ。若様」

　深くお辞じ儀ぎをする、見知った侍じ女じよ。

　年は三〇後半ぐらいだろうか。

　迷い込んで入った人間は、中なか居いさんだと勘違いするであろう身なりだ。着物の帯はゴージャスに金ぴかではあるが。

　常に笑え顔がおで、柔にゆう和わな顔立ち。

　だが、啓治はその笑顔が嫌きらいだった。

　どこからどう見ても、作った笑顔だったから。

「彼女は？」

　久しぶりに会った侍女に、啓治は挨あい拶さつもなく小さく尋たずねる。

「若様のお部屋で、くつろいでいらっしゃいます」

　侍女は優やさしく微ほほ笑えんで、素っ気ない啓治の質問に答えた。

　靴を脱いで、スリッパに履はき替かえ、部屋へ向かう。

「大おお親おや父じ様には、お会いしないのですか？」

　どこかよそよそしい啓治の背中に、侍女が声を掛かけた。

「……今回協力してくれたことには、感謝している。でも、その思いを伝えたいとは思わない」

　イライラを隠かくそうともせず、目も合わさないまま、廊ろう下かを進んで行く。

　そんな啓治に、侍女はもう何も言わず、足音一つ立てず、後に続いた。

　啓治の部屋は、屋敷の一番奥にある。

　枯かれ山さん水すいの庭園を横目に、ずっと廊下を進んで行くと、壮そう大だいな扉とびらが現れる。

　重々しい、鉄の扉。

　一六桁けたの暗証番号、指し紋もん認証、音声認証、網もう膜まく認証を経へて、船の舵かじのような重いハンドルを回してやっと開く扉だ。

　もう、隣となりの壁かべをぶちやぶった方が早く中へ入れるのではないかと思うほど、面めん倒どう臭くさい作業だった。

　それを開けた先にある鉄てつ格ごう子しの鍵かぎを開ける侍女。

　この扉を、啓治は開ける権利を持たない。

　ここは、啓治を閉じ込めるための部屋。

　開け閉めが出来るのは、啓治以外の、屋敷の人間のみなのだ。

「では、私は外で待っています」

　深々と頭を下げる侍女。

「ああ、ありがとう」

　と、自然とお礼を言ってしまって、啓治は心の中で「しまった」と思った。

　この屋敷の人間に、礼など言いたくはなかったからだ。

　恐おそる恐る、侍女の方へ顔をやる。

　侍女の作られた笑顔は、にへらっと崩くずれた笑顔に変わっていた。

　まずい……

　そう思ったときには、もう遅おそかった。

「若様、かわうぃ～。ツンデレですね！　ツンデレラですねっ！」

　侍女は、急に啓治の頭を抱だき、頭を撫なでる。

「髪かみが乱れるから！　ちょ！　こらっ！」

　侍女に、甘えてはならない。

　クールに突つき放している間は、ただの侍女に過ぎないが、ちょっと優しくすると、突とつ然ぜんこうして豹ひよう変へんし、可愛かわいがりたい気持ちを発散しようと躍やつ起きになる。

　この面倒臭い性格が、啓治が彼女を邪じや険けんにする一番の理由だった。

「都会に揉もまれて不良っぽい感じの感じも格好良かったですよぉ～。よくできまちたねぇ」

　なでなでなでなでなでなでなで……

「ええかげんにせえよ！」

　突っ張っても、離はなれようとはしない。

「思春期の男の子って、ほんと食べ頃ごろですねぇ」

　なでなでなでなでなでなでなでなでなでなでなで……

　啓治は一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、拘こう束そくから逃のがれた。

　ずずずずず……

　重く巨大な扉が閉まる音を聞きながら、髪を直しつつ先へ進む。

　トイレ、シャワールームを越こえた先にあるのが、啓治の部屋。

　重々しい扉から先の、ワンルームのようなスペースが啓治に許されていた行動範はん囲いだった。

　忌いま々いましいと目を細めながら、歩き慣れたフローリングの廊下を進んで行く。

（ここに、暗黒騎き士しさんが……）

　啓治は、顔を合わせることに戸と惑まどいを感じていた。

　人命を救うためとはいえ、誘ゆう拐かいという犯罪を指示してしまった。

　誰だれよりも忌いみ嫌っていた父親に頼たのんで。

　扉のドアノブを回す手は、緊きん張ちようで汗あせばんでいた。

　この扉を開ければ、いよいよ暗黒騎士エールリンク・ラグナ・ウォルターがいる。

　どんな言葉を掛けられるだろうか？

　余計なことをしてくれたと叱しつ咤たを受けるだろうか？

　考えていても埒らちが明かない。

　もうすでに、行動は起こしてしまっているのだから。

　思い切って戸を開き、長年住んでいた『我が家』に足を踏ふみ入れる。

　五〇畳じようぐらいだろうか、不安になるほどの真四角な部屋。

　窓もない真っ白い壁。真っ白い床ゆか。真っ白い屋根。

　真四角なので、天てん井じようも高い。

　そんな無機質な部屋の真ん中ちょい奥に、布ふ団とんが敷しいてある。

　どれだけ広い部屋でも、結局生活するには六畳あれば十分だ。

　布団を中心にして、テレビやパソコン。ゴミ箱などがある。

　奥の壁は、大きな押し入れになっていて、よく見るとただの壁ではなく引き戸になっている。その横にクローゼット、本ほん棚だななどがあり、押し入れに大体のモノがあるので、布団は、真ん中ではなくちょい奥に陣じん取どっていた。

「あっ」

「……………………あれ？」

　そこにいたのは、一人の少女だった。

　布団の上で、枕まくらに肘ひじを突ついて、俯うつぶせの状態で足をバタバタと動かしながら、口にはぽたぽた焼。手にはコントローラーが握にぎられ、テレビ画面には、桃もも太た郎ろう電でん鉄てつが点ついている。

　啓治は、我が目を疑った。

　暗黒騎士が、漆しつ黒こくの鎧よろいを纏まとった彼女がいると思っていた。

　だが、そこにいたのは──制服姿の、金きん髪ぱつの少女。

　エリーだったから。

　思いっきりくつろいでいるエリーだったから。

「け、啓治さん！」

　エリーは慌あわてて正座する。ぽたぽた焼も一息に口の中へ押し込んで、ボリボリと嚙かみ砕くだく。

　だらけた様子を見られたくはなかった。

　恥はずかしくて、死にそうな思いだった。

「なんで、エリーがここに？」

　他ほかに誰かいないか、キョロキョロと辺りを見回しながら、啓治はエリーの元へと歩く。

「……えっと……呼ばれたので」

　エリーは、誘拐されてここへ来たとは言わなかった。

　啓治を心配させるんじゃないかと思ったから。

「…………そっか。神しん藤どうの奴やつ、エリーまで呼んでいたのか」

　啓治はスリッパを履いたままエリーの前で胡座あぐらをかき、目線の位置を同じにする。

「神藤？　マホのことですか？　あの、私、なんでここに呼ばれたのか、ちょっとまだわかってないんですけど」

「そうか。あいつ、説明も無しに……」

　啓治は、何も知らないであろうエリーに何をどう説明すればいいのか、悩なやんでいた。

「何か、あったんですか？」

　エリーは、暗黒騎士その人。当事者である。

　事情は、道中で『ツボ浅軍団』に聞いている。

　だが、エリーが暗黒騎士であることを啓治に知られたくなかったために、エリーは惚とぼけていた。

「まあ、あとで神藤も来るだろうし、中心人物である暗黒騎士さんが到とう着ちやくしてから、全てを話すよ。俺も、どうして今回の件にエリーが必要なのか、神藤に聞いてみないと、なんでエリーが呼ばれているのかわからないんだ」

「そうですね。マホを待ちましょうっ！　ところで、ここはどこなんでしょう？」

「ここは……まあ、なんというか……ここ、俺の実家」

　啓治ははにかんだ。

　友達に、部屋を見られたくはない。

　散らかっているとか片付いているとか関係なく、ただただ恥ずかしい。

「実家……ってことは、ここ啓治さんの生まれた家なんですかっ！」

　エリーは興奮していた。

　愛する啓治が発はつ祥しようした家にいる。

　それだけで、心が躍おどる。

「うん。っていうか、まあ、なんというか……ここ、俺の部屋」

「ひえええ」

　エリーは小刻みに震ふるえるように首を横に振ふった。

「なんでそんな戦せん々せん恐きよう々きようとした怯おびえ方を」

「啓治さんの部屋とも知らず、なんというご無礼を！　死し刑けい？　死刑ですか？」

　勝手に部屋に入り、勝手に布団に入り、勝手にゲームまでして、勝手にぽたぽた焼すら食べてしまった。

　それがとても罪深く感じて、エリーは泣き出しそうなぐらいに恐れていた。

「いや、別にいいけど」

　そんなエリーの思いなどは知らず、啓治ははにかんだまま否定する。

「ええ！　あの、実はさっき……ドラクエⅢを見つけまして、懐なつかしくなって起動したら……でれでれでれでれでれでれでれでれでーでれんって」

　エリーは口に手を当てて、恐る恐る罪を告白する。

「あー、よくなるよね」

　啓治は懐かしさを感じながら、うんうんと頷うなずいた。

「死刑ですかね？　ぼうけんのしょ削さく除じよ罪で死刑？」

「いや、別にいいけど」

　上うわ目め遣づかいに不安そうな瞳ひとみを向けるエリーに、啓治は少し笑いながら答えた。

「ええ！　あの、実はさっき……オレンジジュースを枕に零こぼしてしまいまして……」

　エリーは指と指を絡からませながら、大罪を告白する。

「え！　大だい丈じよう夫ぶだった？」

　啓治はエリーの制服にオレンジジュースがかかったかどうかの方が心配だった。

「死刑ですよね？　枕びしょびしょ罪で……」

「いや、別にいいけど」

「ええ！　あと、ぽたぽた焼食べながらゲームしていたから、コントローラーねちょねちょ罪でも死刑が……」

　エリーは目を瞑つぶり、死を覚かく悟ごしながら悪行三ざん昧まいを告白する。

「いや、別にいいけど」

「死刑にはしない？　これだけの罪を犯おかしている私を……」

　エリーはきょとんとした目で啓治を見つめる。

「しないしない」

　啓治は笑い飛ばしながら手を振って否定した。

「なんと大海の如ごとき懐ふところの深さっ！」

　エリーは吃驚びつくり仰ぎよう天てんの霹へき靂れきで、銃じゆうにでも撃うたれたかのようにその場に倒たおれ込んだ。

　柔やわらかな羽う毛もう布団が、やさしくエリーの体をぼふっと受け止める

「エリーは相変わらずだなー。まあ、リラックス出来ていたなら、何でもいいよ」

　そんなエリーの様子を、啓治は和なごやかな気持ちで見ていた。

　彼女の一挙手一投足に、癒いやされている。

「突然連れて来られて『くつろげ』と命令を受けたので、全力でくつろいでました」

　正座に戻もどり、びしっと敬礼するエリー。

「なるほど」

　エリーは、ツボ浅軍団によってここへ押し込められた。

　最初は脱だつ出しゆつを試みたが、暗黒騎士の力をもってしても、壁かべや扉とびらを破は壊かいすることは出来ず、とりあえず「くつろげ」という命令に従っていた。

「まあ、もうすぐ神藤も来ると思うから、もう少しだけゆっくりしていってよ。ゲームでもして──」

　啓治が立ち上がり、歩き始める。大きな押し入れを開けようとしているのを見て、エリーはぞわっと悪お寒かんを感じていた。

（マズイっ！　今開けられては！）

　その押し入れには、今、『暗黒騎士の鎧』が入っている。

　ここに連れて来られた時に、侍じ女じよが仕し舞まったのだ。

（あれを！　見られる訳にはっ！　いかないっっ！）

「わ、私が取り出しますっ！」

　急いで立ち上がり、エリーも押し入れへ向かう。

　啓治の体を押しのけて、なんとか先にエリーが辿たどり着いた。

　引き戸は、右からも左からも開けられる。

　あえて遠い方の戸を開けることで、鎧を隠かくしつつ、中を探たん索さく出来た。

（セーっっフ！）

　ほっと一息吐ついたエリーの背後から──

「何かあったかな」

　と啓治も押し入れを覗のぞき込もうとしたので、エリーはぴしゃっと急いで押し入れを閉める。

「な、何にもなかったです！　桃もも鉄てつやりましょ桃鉄！」

　引きつる笑え顔がおを向けながら、啓治の体を押し、やっている途と中ちゆうだったゲームへ誘ゆう導どうする。

「桃鉄はなー。友情クラッシュ兵器として有名だからなー」

「じゃ、じゃあ……一いつ緒しよに寝ねましょう！　もう！　寝てしまいましょうっ！」

　エリーはそう言いながら、ぐいぐいと啓治の体を押し込んで、布団のところまで押し返す。

「ほら早く！　こっち！」

　そしてエリーは布団に横たわり、猫ねこや犬を呼ぶように、ばんばんと布団を叩たたく。

　なんとしてでも、押し入れを覗かれる訳にはいかない。

　自分が一度確かく認にんした以上、次に確認するのは啓治だろう。

　一緒に布団に入ることで、動きを阻そ止ししようと考えた。

「えっ！　寝るの？」

　啓治は、緊きん迫ぱくした状じよう況きようによって忘れていた心を思い出した。

　それは、エリーに対しての、どうしようもないほどの欲よつ求きゆう。

　女子高生に対しての、男子高校生としての、純じゆん粋すいな『いやらしい』気持ち。

　思わず、顔が真っ赤に染まってしまった。

　そして、顔が真っ赤になってしまった啓治を見て、自分が何を言っているのか理解したエリーもまた、顔が真っ赤になってしまった。

「そ、そうです！　一緒に寝るんですっ！」

　顔を赤くしたまま、エリーは強く言う。

　後には引けない。

　引けば、きっと鎧の存在がバレてしまう。

「……そうしたいのは山々なんだけども」

　ちらりと、部屋の片かた隅すみを見る啓治。

「はい？」

　まるで、猫のように一点を見つめる啓治に、エリーは小首を傾かしげた。

「この部屋、監かん視しされてるんだよね」

「監視……」

　エリーはわなわなと体を震わせていた。

　くつろげと言われて、くつろがなくてはならないと全力でくつろいでいたところを、全すべて見られていたということになる。

　恥はずかしくて堪たまらない。

「じゃ、じゃあ仕方ないですね！　別の何かをしましょう！　時間を潰つぶせそうな何かを！」

　見られていると知り、エリーはまたぴんと背筋の張った正座の体勢に移行した。

「やっぱり……ゲーム？」

　押し入れへと向かおうとする啓治の足に、エリーは追い縋すがる。

「うぉう」

　啓治は、女子高生の女子高生的な肉体が足に絡みついてきたので、妙みような声を出していた。

「あ、そうだ！　ご飯とか食べました？　私、コンビニまで行ってきます！」

「いや、この辺りにコンビニはないよ。でも、飯を食うってのはありかもな」

「……そのご飯って、押し入れの中にないですよね？」
















「誰だれが飯を押し入れに入れるんだよ」

「ですよね！　じゃあ無む性しようにお腹なかが空すいてきました！」

「エリーは、何が食べたい？」

「何がって……」

「言えば何でも出てくるよ。燕つばめの巣とかでもね」

　啓治は自信があった。

　この山奥に、全世界のありとあらゆる食材があると。

　その宝物庫のような冷蔵庫を見たことはないが、今までワガママを言ってダメだったことは一度もない。

「前々から、食べてみたいモノがあったんですよね」

「お、いいね。言ってご覧」

「じゃ、じゃあ……カウンタック丼どん」

「エリーはあれかな？　カウンタックを見たことがないのかな？」

「え！　えっと……まあ、はい。あ、キャビア！　キャビア丼！」

「………………いや、用意出来るだろうけど、それ本当に食べたいの？」

「……あの、啓治さんの好きなモノで！」

「じゃあ、フィレステーキを」

「フィレ……ってなんですか？　ステーキって確か分厚い肉を焼いただけの簡単な料理ですよね」

「そうそう。フィレってのは、牛肉の部位でさ」

「やらかいの？」

「そう。やらかいの」

「じゃあそれで！」

「……えっと……じゃあ、そろそろ離はなしてくれないかな？」

「……あっ、はい！　すいません！　はっ！　死し刑けいですか！　足のスネのところぎゅっと罪で！」

　足に回していた腕うでを離し、エリーはぺこぺこと頭を下げた。

「いやいや、大丈夫。さて──聞こえてるだろ？」

　啓治はまた、部屋の片隅に目をやる。

「はい！　聞こえてます！」

　だが、答えたのはエリーだった。

「いや、エリーに言った訳じゃなくて」

「え？」

「さっき言った通り、この部屋は監視されてる。その相手にね」

　くいっと親指を向ける。

　そこには何もない、ただの壁と壁と、天てん井じようの間。

　部屋の隅の隅だった。

『焼き方はいかがなさいますか？』

　部屋に、声が響ひびく。

　その声は、この部屋の扉を開けてくれた侍女のモノだった。

「………………焼き方」

　エリーは困こん惑わくした。

　ラーメン屋で麵めんの硬かたさを聞かれたときには、『アルデンテ』と答えることでなんとか乗り切ってきたが、焼き方のパターンがぱっとは出てこない。

「俺はミディアムレアで」

　啓治の言葉に、エリーは目を丸くした。

（か、格好良いっ！　なんて格好良い響きなのだ！　くそっ！　思い出せ！　焼き方のオーダーの仕方を……）

　ぽくぽくぽく……ちーん。

　エリーの中にいる一いつ休きゆうさんの部分が、答えを導き出す。

「サニーサイドアップで！」

「は？」

　啓治は、その言葉を初めて聞いた。

　そんな焼き方ないだろ！　と言おうとしたが──

『…………それで、よろしいのですか？　むしろターンオーバーでもなく、サニーサイドアップで？』

（あるんだっ！　サニーサイドアップって焼き方あるんだ！　あっぶっねー。エリーをバカにするところだった……）

「はい！」

　そして、数分後──オーダーした料理が運ばれてきた。

　侍女たちが木のテーブルを設置し、テーブルクロスを掛かけ、料理をその上に。

　啓治とエリーは向かい合うように座り、紙のエプロンを装着する。

　啓治のステーキは、美み濃の焼の皿に乗せられ、付け合わせはにんじんのグラッセと万まん願がん寺じ唐とう辛がら子し。ソースはシャリアピン。ほのかなニンニクの香かおりとタマネギの甘みが、牛肉に合わない訳がない。

　そして、エリーのところには、熱々の鉄板に乗ったステーキがじゅ～っと美味おいしそうな音を立てている。

　フィレ肉を鉄板で提供すると、どんどん中まで火が通ってしまい、せっかくの柔やわらかさやジューシーさを損そこなうため、あってはならないことだが、これはシェフのあえての心こころ遣づかいだった。

　何故なぜなら──

「これ、焼けてないよね？」

　侍じ女じよに啓治が確認する。

　エリーのステーキは、ほとんど赤に近いピンク色だった。

「一応、中まで火は通ってると思います。軽く蒸し焼きにしたそうなので」

　侍女は苦笑いで答えた。

「……サニーなんちゃらって、蒸し焼きって意味だったの？」

「いえ……片面焼きです」

　そう、サニーサイドアップとは、目玉焼きの焼き方で言う片面焼き。

　シェフは頭を悩なやませて、どうやって火を通そうかと考えた結果、目玉焼きと同じようにフタをして蒸し焼きにしたのだった。

　そして、やっぱり両面焼きたいと言い出すことを予想して、あえて鉄板で出した。

　ピンク色の肉を見て、エリーは困惑した表情を見せる。

（やっぱりこのまま食うのかな？）

　と啓治はナイフとフォークを持ったまま、じっとエリーを見つめていた。

「あ……えっと……」

　エリーは悩んでいた。オーダーした手前、このまま食べるべきか。

　見み栄えを張って知ったかぶりのオーダーをしてしまったことを告白するか。

　あるいは、「え？　私いつもこう食べますけど？」顔で自分なりの食べ方を発見するか。

　度胸が、試ためされている。

「あう……あー……」

　悩んで悩んだ結果──そっとステーキをひっくり返す。

（やっぱり無理だったーっ！）

　啓治は、あえて声には出さなかった。

　じゅ～。

　油が飛び散り、テーブルクロスを汚よごしていく。

　やっぱり火が通ってないのではないかと不安になってしまったのだ。

　誰だって、お腹を痛めたくはない。

　たとえ明日死ぬとしても。

「これが美味しいんですよね」

　えっへん。と大きな胸を張る。

　裏返したお肉は、とてもいい感じの焼き加減に見えた。

　この食べ方は、正解──に見える。

「…………エリーって、通だね」

　初めての食べ方に、啓治は舌を巻いた。

「では、いただきまーすっ！　はむはむ。何これ！　すっごい美味しさです！」

　エリーはナイフとフォークを上手うまく使って、ステーキを食べ進めていく。

　鞍馬家のシェフはプロの料理人だ。

　両面を焼いていないとしても、ちゃんと火は通している。生焼けの状態にはなっていなかった。

「お口に合ったようで光栄です」

　と侍女が笑顔で言う。

「お前が作った訳じゃないだろうが」

　啓治は笑え顔がおの侍女に、ぼそりと言い放つ。

「啓治さん冷たいっ！　お肉はこんなに熱々なのに！　ダメですよっ！　せっかくのご厚意を邪じや険けんにしては！」

　エリーは普ふ段だん見ない啓治の姿に、驚きよう愕がくしていた。

「冷たい……かな」

　エリーから客観的な意見を言われて、啓治は目を丸くした。

　どれだけ冷たくしても、ここにいる人間は、怒おこったりはしない。

　指し摘てきすることもない。

　一いつ緒しよに住んでいる家族のようで、でもやっぱり赤の他人な関係。

　そんな関係に、啓治は冷めていた。

　もしかしたら、叱しかって欲ほしかったのかもしれない。

　欲しかったのは、家族の愛だったのかもしれない。

　それを、ふと気付かされた。

「はあ、最さい後ごの晩ばん餐さんにはちょうどいい美味しさですねぇ」

　口の中でとろけるフィレ肉の旨うま味みに、幸せそうな笑顔を見せるエリーだが、啓治は神しん妙みような面おも持もちを見せた。

「最後の飯か……暗黒騎き士しさん、大だい丈じよう夫ぶかな」

「え？」

　エリーはきょとんとした表情で聞き返す。

「ここに、もう到とう着ちやくしているはずなんだよ。それがまだってことは、きっと、波は旬じゆんの手下程度じゃあ暗黒騎士さんを捕つかまえられなかったってことで、もしかしたらもう……」

「だ、大丈夫ですよ！　きっと！　なんかこう！　きっと！」

　エリーははにかんだ笑顔を見せた。

　具体的に何がどう大丈夫なのかは分からない。

「あと……これも一応用意しましたが」

　侍女が申し訳なさそうな顔である料理を持ってきた。

　真っ白なほっかほかのご飯。その上に、こんもり盛られた──黒い粒つぶ。

「キャビア丼どんっ！」

「こ、これがキャビア丼っ！」

　エリーが目を輝かがやかせて、フォークで一口掬すくい、口の中へ──

「どう？」

　啓治は、眉まゆを顰ひそめながら聞く。

　エリーは悩んでいた。

　自分が頼たのんだ手前、美味しいと言うべきだろう。

　だが、味はお世辞にも美味しいとは言えない。

　微び妙みよう。

　微妙の一言に尽つきる。

「…………美味しい……ですね。うん」

「これはアリだったのか」

　どれどれ、と啓治もキャビア丼を一口。

　………………微妙。

　啓治は悩んでいた。

　好きな女の子が頼んだ料理。

　美味しいと言っている料理。

　ここは、同調すべきだろう。

　だが、同調すれば、このキャビア丼はぺろりと平らげなければならない。

　正直、これを茶ちや碗わん一いつ杯ぱいにこんもりしているこれを、食べきれる自信はない。

　悩んだ結果──

「俺はちょっと合わないかな。エリー全部食べる？」

「え？　………………はいっ！」

　エリーは笑顔を見せた。

　その笑顔が、啓治にとって何よりの幸福だった。

　だが、エリーは心の中で思っていた。

（これ二杯は、最後の晩餐でも食べたくないな）

　と。







　神藤魔ま歩ほたちが来たのは、二人が食事を終えた五分後のことだった。

「面白い館やかたです！　建築家を紹しよう介かいして欲しいです！」

　キラキラと目を輝かせている新しん撰せん組ぐみのだんだら羽織を着た少女、『獅し叢むら　鼎かなえ』。

「……私はさっきの扉とびら。開けたい」

『田た中なか　ノイエ』は啓治の部屋に入るときの認にん証しようシステムにご執しゆう心しん。

「さっき鞍馬の大おお親おや父じに会ってきたけど、凄すごく喜んでた。面白っ」

　ツインテールの黒くろ髪かみの少女『神藤　魔歩』はニヤニヤ顔で啓治を小こ突づいていた。

　鞍馬の大親父とは、啓治の父親である。

　マホは、鞍馬家とは関係性が深い。

　特に、啓治の父とはライバル関係にあった。

　常に厳格で、ちゃらいくせに面白くない男。

　それが、マホの評価だった。

　そんな鞍馬の大親父が、マホたちがやってきたことに、喜びを隠かくしきれなかった。

　啓治が。

　あの、バカ息子むすこが。

　幾いく人にんもの女子を、部屋に呼び寄せたというのだ。

　欲よく望ぼうの神である波旬の後こう継けい者しやとして、これほど喜ばしいことはない。

「なんで喜んでたんだよ」

　ジト目で、啓治はマホを見つめる。

　啓治には、父の気持ちなど、一つも分からない。

　生まれてこの方、父と喋しやべった文字数は原げん稿こう用よう紙し一枚分にも満たない。

　何が好きで何が嫌きらいかも知らないのだ。

「そりゃあ、女をこますからじゃない？」

　けろっとした表情でマホは言い放つ。

「こまっ！　どういう意味かイマイチわからんが、きっと良い意味で言っていない！」

「堅かた物ぶつのガキだった少年が、都会で複数の女子を侍はべらせるまでに成長した。波旬の親として喜ばない訳がないじゃない」

　手を当てて口元を隠すが、そのにやけ顔は隠せなかった。

「……全く、お前が、波旬の関係者だったなんてな。確かに、出会った頃ころからどうも怪あやしいとは思っていたが」

　そんなマホに、啓治はジト目を向けた。

「ミステリアスな女性の方が、魅み力りよく的なモノなのだよ！」

　よくぞ聞いてくれたと言いたげのマホは、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

「なるほど」

　ノイエが、メモを取っていた。

「いやいや、ミステリアスなんてもんじゃないだろ。結局、何者なんだよお前は」

「まあ、あんたが波旬を継つぐと決意したら話してあげるわ」

「……で、暗黒騎士さんの件、どうすんだよ」

「え？」

　聞き返したのは、エリーだった。

「まだ、身み柄がらの確保は出来ていないんだろ？」

「あー、えっと……」

　マホはちらりとエリーを見る。

　エリーは両手で×を作り、じっとマホを睨にらみ付けていた。

　それは、暗黒騎士がエリーであることを言うなという意思表示だ。

（自分の命が懸かかってるってのに……まだ言うか）

　面めん倒どう臭くさいな。とぽりぽり頭を搔かき、マホははあと溜ため息いきを吐つく。

「暗黒騎士さんは、もう私が保護してある」

　仕方が無い。と、マホは噓うそを吐いた。

「さすが神藤だな。でも、ここへ連れてくるって話だったんじゃ」

　暗黒騎士を捕まえに来るだろうから、都心を離はなれ、群馬の山奥に匿かくまおう。

　もし見つかったとして、戦せん闘とうになっても、被ひ害がいが出ないように。

「そんなことより、これからのことを話しましょう」

　マホは少し声を大きくして、啓治の話をかき消した。

　噓を噓で固めていくと、どこかでボロが出る。

　それを避さけるためだった。

「……まあ、いいか。じゃあ、みんなで考えた案を披ひ露ろうしていこうか」

　ここに集まった理由は、暗黒騎士であるエリーを都内から脱だつ出しゆつさせることと、これからの作戦会議のためだった。

　何もない状態から会議をしても、結論が出ないと考え、それぞれが案を持ち寄ることで取しゆ捨しや選せん択たくすることにしたのだ。

「はいはい」

　返事をしたのは、カナエだった。

　さっきから、全く分からない会話だったので入れなかったが、これからの話には参加出来そうだったために、ちょっとだけテンションが上がっているのだ。

「まず、今の状じよう況きようをまとめよう。暗黒騎士さんは、世界を牛ぎゆう耳じる帝てい王おうを殺したことになっている」

「はい」

　啓治のまとめに頷うなずいたのは、エリーだった。その表情は、愁うれいに満ちていた。

「だが、それは恐おそらく、いや確実に濡ぬれ衣ぎぬだ」

「多分」

　次に頷いたのは、ノイエだった。

　まだ、この件に関して確証が得られていない。

「まあ、多分だとして、とりあえず濡れ衣という線で進めよう。──俺の案は、その真犯人を見つけるまで暗黒騎士さんをここで保護することだ。真犯人さえ捕まって、暗黒騎士さんが殺してないって分かれば、無罪になる」

「無理です」

　否定したのは、カナエだった。

「え！」

　これ以上ない案を否定されて、啓治は面食らった。

「毒殺した真犯人を見つけても、世間を騒さわがせた時点で、ウォルターの罪は確定です。王を殺した罪で無罪でも、死し刑けいです」

「んなアホな」

　啓治は思わず、およそ吉よし本もと新喜劇でしか聞かないような台詞せりふを吐はいた。

　別件逮たい捕ほという考えは、啓治にはなかった。

　しかも、それでも死刑だなんて。

「それに、ウォルターを探し出すまで、殺さつ戮りくと破は壊かいと恐きよう怖ふを振ふりまく」

　ノイエが補足する。

　ウォルターがここで保護され、見つからないとなれば、ウォルターを探しにきた暗黒騎き士したちは、東京を火の海に変えるだろう。

　その光景は、ノイエやカナエには想像に易やすかった。

「とんでもねえな。──じゃあ、カナエの案は？」

　どこかまだ実感の湧わかない啓治は、感想を一言で済ませた。

「ふっふっふ、聞いて驚おどろくです！　法がウォルターを裁けないようにするです！」

　カナエは、どや顔を見せる。

「どうやって？」

　啓治は、呆あきれながら聞いた。

「私が新しい王になって、死刑を廃はい止しするです」

　えっへん、とカナエは胸を張る。

「なるほど、帝てい政せいだからこそ成せる業わざか」

　民主政ならば、何を決めるにも会議が必要で、時には国民投票も行う必要がある。

　だが、独裁政治である帝政ならば、一人の人間の一存で法を変えることが出来る。

「それでもウォルターは投とう獄ごくされる」

「命があればいいです」

「それは、死んだと同じ。生きることと、生きていることは違ちがう」

「むむむ……」

　ノイエの言葉に、カナエは言葉を返せなかった。

「まあ、それに……カナエが次の王になれるとは思えないしな」

　啓治は、バカにしたような笑えみで言う。

「むっ！　私を誰だれだと思ってるですっ！」

　カナエは頰ほおをぷう、と膨ふくらまし、怒いかりを露あらわにした。

「啓治さん、彼女だったら、出来るかもしれないですよ」

　と、唇くちびるに指を当てて想像しながらエリーが言う。

「え？　そうなの？」

　意外な人物の意外な意見に、啓治は目を丸くした。

「だ、誰ですっ！　か、可愛かわいいっ！　膝ひざ小こ僧ぞうをペろりんちょしたくなるぐらいにっ！」

　今いま頃ごろになって、カナエはエリーの存在を認識した。

　この部屋に入ってから、ほとんどノイエの顔しか見ていなかったために、エリーに注意を払はらっていなかった。

　フォローしてくれたことで、意識してみれば──自分好みの童顔な女の子だった。

「殴なぐるよ？」

　むっとしたのは、ノイエだった。

　カナエにずっと言い寄られ、鬱うつ陶とうしいとは感じていたが、ここでエリーに浮うわ気きされるのも、いい気はしない。

「金貨三万枚で私の妾めかけに！」

「殺すよ？」

　値ね踏ぶみするカナエに、ノイエはさらに苛いら立だちを覚えた。

「ダメです！　えっと……売約済みですっ！」

　エリーは手を振って否定しながら、ちらりと啓治を見た。

「エリー、お前」

　売約済み。それはつまり、もう特定の相手がいるということではないかと、啓治は少し悲しい気持ちになった。

「いや！　今のはその！　えっとそうでも言わないと鬱陶しいからで！」

　エリーは、今度は啓治に向かって激しく手を振って否定する。

「分かるわー。その気持ち。鬱陶しいもんなーカナエは」

　啓治はエリーの『噓を吐いてでもカナエから逃にげたい』気持ちを理解した。

　ノイエもまた、その気持ちには共感していた。

「はっきりとえげつないことを言ったですっ！」

「こんなバカなカナエが、王になれるのか？」

　嘆なげくカナエを見て、エリーに投げかける啓治。

「バカ！　今こいつバカって言ったです！」

　カナエはショックが大きすぎて、ノイエに縋すがる。

「でも、バカだってことは間ま違ちがっていない」

　そんなカナエを、ノイエはいつものように突つき放す。

「バカっ！　バカじゃないですっ！　すっごい分厚い本も読むです！」

「やっぱりバカ」

　カナエの『バカじゃない表現』があまりにもバカの発想だったため、ノイエはやれやれと首を横に振った。

「うみゅーっ！」

　自分の味方をしてくれると思っていたノイエにまで見捨てられ、カナエは机に突っ伏ぷした。

「バカだけど、確かに優ゆう秀しゆう」

　さすがに可哀かわい想そうだと思ったのか。

　それとも、冗じよう談だんはさておいたのか。

　ノイエはフォローの言葉を追加した。

「え？」カナエは、ぱあっと表情を明るくさせる。

「優秀には、見えんが……」

　天てん真しん爛らん漫まんな表情を見ていても、優秀さは微み塵じんも垣かい間ま見みえない。

「お前っ！　お前あれです！　もうほらっ！　あれですっ！　あれしちゃうです！」

「よく『あれ』の一いつ本ぽん槍やりで戦えると思ったな」

　このやりとりを見ていても、優秀さを感じなかった啓治は、冷めた目でカナエを見つめていた。

「王が死んだ今、次の王になれるのは、各国の領主たちでしょう」

　そんな中、エリーが話を進める。

　カナエのことは眼中にないのか、目を合わせることもせず、深刻そうな面おも持もちだった。

「暗黒騎士には、その権利はないのか？　ほら、ノイエとか、暗黒騎士さんとか」

　王にすることで、死刑をなくすことが出来るとして、その役目はカナエには重いと啓治は考えていた。

　まだノイエの方が聡そう明めいそうだ。

「暗黒騎士はあくまで王の手であり、王の剣けん。脳にはなれないし、なってはならない」

　ノイエの言葉に、エリーは強く頷いた。

「そういうもんかね？」

　先入観や常識に囚とらわれている場合ではないと啓治は思ったが──

「そういうもん」

　ノイエは頑かたくなだった。

「でも、カナエ以外に適任はいないのかな？」

　どうしても、カナエ『だけ』はないというスタンスでいる啓治に、エリーが首を横に振る。

「彼女の国は、自由で、おおらかで、格差もほとんどない素す晴ばらしいところなんです。私たちの世界で唯ゆい一いつ、この日本と同じで幼い子供が一人で外を出歩いても安心出来る政治体制。彼女の国のようにしたいと思っている領主は多いんです」

「へえー」

　啓治は、感心した。

　カナエに、ではなく異世界の情勢に詳くわしいエリーに。

　なるほど、マホが呼んだ理由はこれか。

　と、啓治は納なつ得とくした。

　てっきり、エリーは何も知らない一いつ般ぱん人からの客観的視点として呼ばれたのかと思ったが、そうでもないらしい。

「でも、どうしてもカナエがそんなに凄すごい奴やつとは思えないんだよな」

「どうしてです？」

　カナエは頰をぷうっと膨らませる。

「姫ひめって、こうもっとロイヤル感があったり、近寄りがたいイメージがあるじゃない？」

　抽ちゆう象しよう的てきなイメージを表現するために、手をわさわさ動かすが、表現しきれない。

「ロイヤル感溢あふれてるです！　ねえ？」

　ねえ？　とノイエに語りかけるカナエ。

「わかる。ただの変態が国を治めてるとは思えない」

　ノイエは、啓治の言いたいことを理解していたから、同意した。

　そして、カナエの言いたいことを理解していたから、無視した。

「ヒドいっ！」

　カナエは泣きそうになっていた。

「で、でも、彼女が変態でバカだって、知ってる人少ないんですよ？」

　というエリーのフォロー。

　苦笑いのフォローだったが、啓治はその前提があるならば──と少しだけ不安が解消された。

（そうか。黙だまっていれば、笑顔を見せているだけなら、姫だと紹しよう介かいされても、疑わないかも──）

　じっと、カナエを見つめる啓治。

（ダメだっ！　やっぱりダメ！　だんだら羽織が悪いのかな）

　やはり、お姫様とはほど遠い。

　出会った時の印象が悪すぎたせいもあるだろう。

「国の全員が金持ちでも貧びん乏ぼうでもなく、全員が些さ細さいなことですぐ笑う。バカ共の国のバカな姫」

　ノイエの言葉に、思わず啓治は笑った。

　それはまるで、この国のことを言っているように思えたから。

「ヒドいですっ！　私はまだしも、国民までバカ扱あつかいは流石さすがに怒おこるですっ！」

「……でも、理想的な形の一つ」

「ツンデレですっ！　さっきからツンデレにやられてますっ！」

　ノイエの言葉一つに一いつ喜き一いち憂ゆうするカナエ。

「だからこそ、彼女は王になれる可能性を秘めています」

　エリーは淡たん々たんと、持論を展開していた。

「決して高い可能性ではない」

「また突き放されたですっ！」

「……だからこそ、それに賭かけるのも面白い」

「また引き寄せられたですっ！」

　ノイエは、カナエで遊んでいた。

「ノイエの案は？」

　啓治は、否定意見を出し続けるノイエに話を振ふった。

「替かえ玉だま」

　その一言で理解出来たのは、エリーだけだった。

「というと？」

　啓治はまだ理解出来ずに聞き返す。

「暗黒騎き士しウォルターの素顔を知る者はほとんどいない」

　ちらりとエリーの顔を見るノイエ。

　カナエも、エリーが暗黒騎士ウォルターであることは知らない。

　同じ暗黒騎士の中でも、ノイエしか知らないだろうと予測される。

　それは、エリーが童顔であることにコンプレックスを抱いだき、畏い怖ふの象しよう徴ちようである暗黒騎士のイメージを守るためであった。

「つまり、別の人間に死んで貰もらえばいい。……私とか」

　ノイエは、真しん剣けんな表情で言う。

「いやいや、それだと解決になってないだろ」

　確かに、暗黒騎士の命を救いたいと啓治は思っている。

　それが、今回の計画で最も重要な点。

　だからといって、他ほかの誰だれかにその責務を負わせる訳にはいかない。

「その案は、一番いけないと思います」

　エリーは強い口調と鋭するどい眼光でノイエを見つめていた。

「そういうエリーは、何か案があるのかな？」

　バチバチと火花が散りそうな空気を払ふつ拭しよくしようと、啓治は優やさしい声でエリーに聞いた。

「……やっぱり、原因を作った本人が解決すべきだと思います。とりあえず出頭して、法に委ゆだねて裁判をして──」

　エリーは、しんみりとした声で言う。

　それはつまり、暗黒騎士ウォルターが一人でなんとかすべきだという意見。

「もしかしたら、死なずに済む方法が、あるかもしれないからな」

　そんなエリーの意見に、啓治も賛同するが──

「ない」

　すぱーん、とノイエが切り捨てる。

「え！」

「出頭すれば、一〇〇％死ぬ」

　至って真面目まじめにノイエが事実を述べるので、エリーも黙ってしまった。

　分かっているのだ。

　それが事実であることを。

「大体、意見が出たようね」

　ずっと一言も発さずに、ただふむふむと首を動かす程度の相づちだけで参加していたマホが、ついに口を開いた。

　エリーも、ノイエも、啓治も、マホに期待していた。

　彼女なら、この悪あく魔ま的な発想を出す彼女ならば、何か妙みよう案あんがあるかもしれないと。

「みんな、なかなか良い線行ってるじゃない」

　よく出来ましたと誉ほめる母親のような笑え顔がおで、マホは続ける。

「神藤、お前の案は？」

　啓治はごくり、とツバを飲み込んで、真打ちの意見を聞いてみる。




「彼女を王にして、替え玉を用意して、真犯人も捕とらえるのだよっ！」




　まさかの折せつ衷ちゆう案に、啓治は言葉も出なかった。

　いや、その場にいる全すべての人間の時間が止まった。

「今の議論をまとめると、暗黒騎士さんを救うには、『無罪を主張する』『捕つかまらない』『法律そのものを変えてしまう』の三点」

　マホは腕うでを組み、椅い子すから立ち上がって部屋の中をぐるぐると徘はい徊かいし始めた。

　頭の回転と共に、体も動かしたいのだろう。

「まず、無罪を主張する案。──したところで、結局別の罪で死罪になるのよね？」

　すっとマホがノイエを指さす。

「そう」

　こくりとノイエが頷うなずいた。

「捕まらない案とした場合では、この世界そのものが戦せん禍かとなる？」

　次にマホはカナエを指さした。

「そうです」

　こくりとカナエも頷く。

「となれば、一番現実的な案は、法律そのものを変えてしまう案。つまり、獅叢鼎さんを王に据すえるということ。これに異論はない？」

　マホは啓治に指をさす。

「やれるなら……だが、そう上手うまく行くのかね」

　不安そうな啓治に、マホは笑顔で机にバンと手を突ついた。

「まず、暗黒騎士さんを相手に見つけさせ、捕らえさせる！」

「さっきの折衷案から考えるに、替え玉を用意するってこと？」

　啓治の言葉に、マホはこくりと頷く。

「そう。それも一〇〇人ほどぽーんと捕まえさせる」

「次に、田中さんが敵に潜せん入にゆう。本物を捕まえないと暗黒騎士の威い厳げんに関かかわるとかなんとか言って、真犯人捜さがしに持っていく」

「一〇〇人の中から、一人を選ぶの？」

「暗黒騎士さんの素す顔がおを知る者が少ないって点に賭けるってわけか」

「そして、その稼かせいだ時間の間に、彼女を王にする」

「その間にって、そんなにすぐ王に出来る訳がないだろ」

「そりゃあそうね。でも──臨時であれば、一日だけであれば、出来る」

　にやりとマホは笑った。

「臨時か……」

　カナエを王にする案には、どうしても不安が残る啓治だったが、ほんの一いつ瞬しゆんであれば出来るのではないかと思った。

「聞けば、今異世界では王不在による暴動が多発してるのよね？」

「そう」

　ノイエは先ほどまでとは打って変わって、マホの意見に一言だけ、肯こう定てい意見しか返さなかった。

「それを、カナエさんが鎮ちん圧あつしつつ、王が不在の状態の無政府状態を是ぜ正せいすべきであると主張する。後こう継けい者しやを決めるように促うながしつつ──その選挙が行われるまでの臨時として、認めさせる」

「なるほど」

「長期間王座にいる訳じゃなく、一日だけでいい。王の権限で、死罪を廃はい止しさせる。死罪がなくなれば、真犯人も出頭しやすくなるし、関係者が告発してくることもあるだろうし、犯人を見つける手て掛がかりも出てくるかもしれない」

　熱弁するマホに、皆みんな言葉を失っていた。

「全部机上の空論に聞こえるな」

　まるで夢物語のように聞こえる、マホの言葉。

　だが──




「あたしを、誰だと思ってるっ！」




　その言葉一つで、信用出来る気がしてくる。

　それだけのことを、マホは今までやってきたのだ。

「つまり、マホがカナエを王にすると？」

「そう。一度行ってみたかったのよね。暗黒騎士さんたちの世界」

「なるほど」

　ノイエは、にっと笑顔を見せた。

　これ以上は、説明は不要だった。

　マホはこう言っているのだ。

　カナエを王にするために、自分が異世界に飛ぶ──と。

　これほど頼たのもしいことはない。

「ほんと、誰なんだよお前は……」

　啓治は、何故なぜか有言実行出来そうなマホに、期待している自分に武む者しや震ぶるいしていた。

　もしかしたら……

　本当に、マホだったら。

　そしてそう思っていたのは、啓治だけではない。

「ウォルターの命、神藤魔歩に預ける。……それでいい？」

　ノイエの言葉は、エリーに向けられていた。

　エリーはくっ、と奥歯を嚙かみしめたあと、静かに言う。

「暗黒騎士ウォルターは、一人で死ぬつもりだった……と思います。自分だけに責任があるし、迷めい惑わくを掛かけることになるし。でも、きっと……みんなの言葉を聞いたら、こう言うんじゃないかなって……思うことがありまして」

　エリーの声は、震ふるえていた。

「言ってみなさい。あんたの意見でいいから」

　マホは優しく、しかしどこか楽しそうに諭さとす。




「良い友を持ったモノだ。その友に命を預けるのも、悪くない」




　その言葉に、マホはまた、魔ま女じよのような笑みを浮うかべた。

　今、エリーは欲よくを持ってしまった。

　死ぬことへの、罪への拒きよ絶ぜつ。

　その欲望。小さく、当たり前の欲望こそが、波旬にとっては何よりのご馳ち走そうだったのだ。

　啓治は、今にも泣き出しそうなエリーを見ながら、まるで暗黒騎士本人がそこにいるかのような錯さつ覚かくに陥おちいっていた。

（暗黒騎士さんの気持ち……か。エリーはそんなことまで考えていたのか）

　何も声を掛けられず、ぽんと肩かたを優しく叩たたくと、その手の上に、エリーは手を添そえた。

　もし今二人きりだったら、胸に飛び込んでいただろう。

「となると、どれだけの時間が稼げるかが重要になってくる」

　ノイエが話を戻もどす。

「そうね……一週間稼げれば、なんとかなる。ううん。なんとかしてみせるわ」

　マホは席に戻り、天てん井じようを眺ながめながらざっと計画を試算する。

「俺に出来ることは？」

　啓治は、うずうずしていた。

　マホのこの計画に、自分も参加したい。

　なんなら、マホと一いつ緒しよに異世界に行っても良い。

　出来ることは何でもしてやる。

　決意に満ちた瞳ひとみを受けて──

「じゃあ──暗黒騎き士しに、なることね」

　にっこりと微ほほ笑えむマホに、啓治は少しだけ。ほんの少しだけ不安を感じていた。







　そして、カナエが王になるための裏工作をするためにマホが異世界へと飛び立って、四日が過ぎた。

　帝てい国こく宰さい相しようであり、数あま多たの暗黒騎士の筆頭──『暗黒騎士エリザベス』は、初めて日本という国に足を踏ふみ入れた。

　そして、その文明力の高さに圧あつ倒とうされる。

　ほとんどが舗ほ装そうされている道。

　ゴミ箱がないのに、ゴミも落ちていない。

　物もの乞ごいをする者も見当たらず、飢うえている民たみも見当たらない。

　子供が一人で歩いているということが、この国の治安の良さと平和を物語っていた。

　エリザベスは暗黒騎士の中で唯ゆい一いつ、『兜かぶとを被かぶらない暗黒騎士』だった。

　それは、自分が戦せん闘とうによって恐きよう怖ふを与あたえる役目ではなく、基本的に政治や外交、調略が主な仕事であり、これらの仕事を行う上で顔を見せていた方が上手く運ぶからだという理由と、単純に、ルックスに自信があったからだ。

　光が当たるとキラキラと輝かがやく銀色の長い髪かみ。碧みどり色の瞳は見る者を魅み了りようする妖あやしさを秘めている。

　異界の風をその身に浴びながら、とあるマンションの屋上から町並みを見下ろしていた。

　空には、黒い雲のようなモノが渦うず巻まいている。

　それが、異世界への扉とびら。

　いわば、ワームホールのようなモノだった。

「自ら出頭してくると思ったのだがな。ウォルターの奴やつめ。腑ふ抜ぬけたか」

　ウォルターは、自己犠ぎ牲せいの精神が強い暗黒騎士だった。

　王の葬そう式しきにも出席せず、雲くも隠がくれを決め込むとは、思いもしなかった。

　そこで、エリザベスは一〇〇〇人の暗黒騎士を動員し、暗黒騎士ウォルターを探させ、情報を統とう括かつしていた。

　自らも探しに行きたい気持ちはあったが、暗黒騎士は個性が強い。

　誰だれかが指揮を執とらないと、無む駄だな行動が多くなってしまうことは、幾いく度どとなく経験してきた。

「あ、暗黒騎士ウォルターを発見しましたっ！」

　一人の暗黒騎士が、エリザベスのところへとやってきた。

　暗黒騎士『ロマーリア』。溜ため息いきが誰よりも多いことから、『ホワイトブレス』の異名を持つ。三日月の前立てを付けた兜が特とく徴ちようの、新米暗黒騎士だった。

　その表情は兜で見えないが、声はとても慌あわてている。

「よし。だったらすぐにでも連れて来い。…………待て。何故見つけたのに、貴様は狼狽うろたえている？」

　朗報だったはずなのに、どうも様子がおかしい。

　エリザベスは怪け訝げんな顔で聞き返した。

「それが……一〇〇人ほど発見してしまいまして」

　ロマーリアは、溜息交じりに報告した。

「…………は？」

　エリザベスはぽかんと口を大きく開けて、言葉を飲み込んだ。

「えっと、それは、展開している我々の捜そう索さく部隊のことか？」

「いえ！　『暗黒騎士ウォルター』が、一〇〇人です！」

　………………

　………………

　風の音だけが、ぴゅーっと二人の間を通過した。

「自分の言っている意味が分かっているのか？」

「はい」

「…………とりあえず、連れて来い」

　エリザベスは困こん惑わくしていたが、すぐにウォルターの意図を理解した。

　木を隠かくすには、森の中。

　罪を逃のがれるために、画策したのだと考えたのだ。

「ここに、ですか？　我々の世界ではなくて？」

　報告に来ていた暗黒騎士ロマーリアは、エリザベスが何を考えているかわからなかった。

「そうだ。我々の世界で暴れられては堪たまらん。この街ならば、奴もフルパワーでは戦おうとしないだろう。奴は……この街を愛していたからな」

　エリザベスは道行く人々を見下ろしながら、ふっ、と少しだけ笑った。

「ウォルターは、それほど恐おそろしい暗黒騎士なんですか？」

　ロマーリアはどうも合点がいかなかった。

　暗黒騎士の力は、それほど差があるモノではない。

　今は一〇〇〇人の暗黒騎士がこの世界に来ている。

　いかに最強の暗黒騎士だとしても、恐れるほどのことはない。

「……ロマーリア。貴様はウォルターに会ったことがなかったか？」

　エリザベスは、無知な生徒に接する教師のように、溜息交じりに言う。

「はい。すれ違ちがった程度はありますが──自分が暗黒騎士として洗礼を受けた頃ころには、すでに戦争は終わってましたから」

「奴の技わざは凄すごかった」

　エリザベスは、異国の空に述じゆつ懐かいする。

「へー」

「あの技を喰くらった奴は、その凄さをこう表現した。『あれだけで飯何なん杯ばいでもいける』と」

「……これ以上ない賛辞……なんですよね？」

　ロマーリアはその表現がどれほどのモノなのか分かりかねていた。

「より具体的な話をしよう。『ヴァンダーレ』という場所を知っているか？」

「はい。あの砂さ漠ばく地帯ですよね？」

「あそこは昔、砦とりでがあったのだ。ウォルターが草木も生えない土地に変えてしまった」

「ふむふむ」

「ロマーリア。貴様は、今回の作戦を、クマ退治ぐらいに考えているのだろう？」

「そうですね。マタギ一〇〇〇人で、一いつ匹ぴきのクマを倒たおすぐらいの感覚です」

「私は、そうは思わない。奴はクマではなく、街一つを吹ふっ飛ばす『爆ばく弾だん』だ。解体の方法も知らない一〇〇〇人で当たっても、全ぜん滅めつする可能性すらある」

「……分かりやすいぐらい恐ろしいですね」

　ロマーリアは溜息を吐つく。

「奴が出頭してこないとなると、骨が折れるぞ」

　今度は、エリザベスが溜息を吐いた。

「私でも、出頭せずに逃にげますけど」

「ふふ、ロマーリア。貴様は正直な奴だな。だが──ウォルターという暗黒騎士は、誰よりも清純で、誰よりも優やさしい暗黒騎士だった。以前にも、似たような事案があってな」

「王を殺したような？」

「そのときは、ウォルターに落ち度は一つもなく、クソな部下共が勝手にやったことなのだが、貴族階級の人間を、守り切れずに死なせてしまったのだ」

「貴族の連中は面めん倒どうですねー」

「だが、ウォルターはその罪を一人で被かぶった。貴族を襲おそった連中をたった一人で捕つかまえてくると言い出した」

「それで、どうなったんです？」

「実は、報復に来た帝国兵を討うとうとする敵国の罠わなだったのだ。相手もさぞびっくりしたろう。送られてくるのが軍ではなく、たった一人の暗黒騎士だったのだから」

「敵軍に囲まれたんですか？」

「ああ、五万の兵に、完全に包囲されていたよ」

「よく、生き残りましたね」

「さっき言ったろう？　その戦いの跡あと地ちがヴァンダーレなのだよ」

「ってことは、たった一人で、砦を落としたと……」

「落としたというか、木こっ端ぱ微み塵じんにした。あれには私も驚おどろいたモノだ」

「まるで見てきたように話しますね。一人で向かったんでしょう？」

「ああ。敵の罠だと気付いた私が暗黒騎士を率いて援えん軍ぐんに駆かけつけたのだ。ちなみに、一いち撃げきで三万の兵と砦を失った敵国はすぐに降こう伏ふくした」

「三万？　五万に囲まれたんですよね」

「ああ、正面に、何やら技を一撃食らわせたら、三万と砦が消しよう滅めつしたのだ。残り二万も、撤てつ退たいせざるを得ないだろう？」

「……なんとも夢のような話ですね」

　ロマーリアはまた溜息を吐いた。

「ウォルター自身は、『ねおぐらんぞんの縮しゆく退たい砲ほうを発射したかった』と訳の分からないことを言っていたが、経けい緯いについては敗戦国の言い分だから信しん頼らい出来る」

「ねおぐらんぞん……何かの暗号ですかね」

「さて。まあ、歴史とは勝者が作るモノ。真実は、敗者こそが語るモノなのだ。あの惨さん状じようを目にすれば、それが真実であるとすぐに裏付け出来たさ」

「その、ねおぐらんぞんのなんとかってのをウォルターが使ってくると？」

「いや、あまりに威い力りよくが強すぎたためか、ウォルターは二度と使わないと言っていた。全く、暗黒騎き士しが人を殺すのに躊ちゆう躇ちよしてどうする。ホント、甘い奴だったよ」

「そんな奴に、勝てる人間がいるんですかね？」

　ロマーリアは顔を引きつらせていた。

　ヴァンダーレの荒こう廃はいした土地が、一人の暗黒騎士のせいだと言うならば。

　それが、たった一撃で作られてしまったと言うならば。

　最も早はや、ゴジラクラスの『災害』である。

「ふむ……一人心当たりがある」

「いるんですか！」

「ああ、我々が帝国の敵を倒すために試行錯さく誤ごしていた中、唯一対暗黒騎士を研究していた人物──暗黒騎士、ゲイル」

「対暗黒騎士……」

「そうだ。そうだった。奴はウォルターを監かん視しするために、この世界にいるはずだ。その一〇〇人のウォルターを集める場所も、奴に提供して貰もらおうか」

「よ、呼び寄せましょうっ！　ウォルター対策にっ！」

「ゲイルがいれば、抑よく止し力りよくとなるだろう。ウォルターが切せつ羽ぱ詰つまって、ねおぐらんぞんを発動させないとも言い切れない」

「ただちに連れん絡らくを取りますっ！」

　ロマーリアは焦あせりを見せて、飛び立った。

　青空を見上げながら、エリザベスはヴァンダーレで見た『最強の暗黒騎士』の姿を思い出し──体をぶるっと震ふるわせた。

　その震えは恐きよう怖ふからではない。

（やはり、私も暗黒騎士だな）

　戦士として、強き者と戦いたいという思いからくる、武む者しや震ぶるいだったのだ。







　こうして、一〇〇人の暗黒騎士ウォルターが、啓治たちの学校の体育館に集められた。

　他ほかにもいる可能性があるので、捜索は今でも続けられているが、暗黒騎士筆頭であるエリザベスと、手配したロマーリア、現地に詳くわしいゲイル。

　そして、この一〇〇人のウォルターを逃がすまいと、五〇〇人の暗黒騎士が、体育館の周りをぐるりと警けい戒かいしている。

　その中から、三人の暗黒騎士が体育館の舞ぶ台たい前で話し合っていた。

「確かに、全すべてウォルターと同じ鎧よろいだな」

　エリザベスが困惑しながら言った。

「ですね」

　暗黒騎士ロマーリアが溜ため息いきを吐く。

　暗黒騎士の鎧兜かぶとは、一つとして同じモノがない。

　戦国武将のそれと同じで、ちゃんとした意味を持っているのだ。

　六ろく文もん銭せんは『命を捨てる覚かく悟ごを持っている』とか、トンボの前立ては『一歩も引かない』だとか、月は欠けても満月に戻もどることから、『何度でも蘇よみがえる』という意味だったりとか。

　暗黒騎士は鎧姿のときの方が多い。

　だからこそ、個性を大事にするのだ。

「ここから見分ける方法はないのか？　素材が違うとか」

　エリザベスは眉み間けんにシワを寄せて、腕うでを組んでいた。

「全部、同じ素材で出来ているようで」

　ロマーリアは溜息を吐く。

「……誰だれか、ウォルターの素す顔がおを知っている者はいないのか？」

「それなんですが……ウォルターは常にあの鎧を着ている生きつ粋すいの暗黒騎士なモノで」

　エリザベスの言葉に、ロマーリアは首を横に振ふった。

「……貴様ならば知っているだろう。暗黒騎士を誰よりも研究している暗黒騎士。──エロメイド・団地妻・ゲイル」

　そこで、エリザベスは残る一人の暗黒騎士に話を振る。

「団地妻言うな」

　暗黒騎士ゲイル。この世界での偽ぎ名めいは、田中ノイエだ。

　だが、今ノイエは暗黒騎士の鎧を着ている。

　啓治たちのクラスメイトではなく、暗黒騎士の──ゲイルなのだ。

「知っている？　ウォルターの素顔を？」

　ロマーリアが驚いた様子を見せた。

　それほど、ウォルターは秘密主義だったから。

「……知らない。ウォルターの素顔を知る者はこの世に二人だけ。王か、暗黒卿きようだ。そして、その内一人は最早いない」

　暗黒騎士ゲイルは噓うそを吐いていた。

　ゲイルは、暗黒騎士ウォルターの素顔を知っている。

　知っているからこそ、ウォルターの監視役に選ばれたのだ。

　だが、『暗黒騎士ゲイルがウォルターの素顔を知っていること』も、王しか知らないことだった。

　とすれば、残り一人。

　暗黒騎士たちに暗黒の技を伝授した、彼女たちの師である──暗黒卿。

　だが、この暗黒卿には、ある難点があった。

「暗黒卿か……」

　エリザベスは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮うかべた。

「……暗黒卿には、話が通じないんですよね」

　はあ、とロマーリアが溜息を吐く。

　そう、暗黒卿は、人の言葉を話さないのだ。

「とてつもなく強いお人ではあるが、気難しい」

　エリザベスも、首を横に振って溜息を吐いた。

「もしかしたら、暗黒卿は人ではないのかもしれない」

　ノイエがぼそりと呟つぶやくと──

「な！　なんだって！」

　二人は驚きよう愕がくの声を出す。

「だって、手が羽根みたいだし」

「た、確かに！」

　言われてみれば……とロマーリアが愕がく然ぜんとする。

「足も、ヒレ付いてるし」

「あれ、そういう履はき物ではなかったのか！」

　エリザベスも驚きを隠かくせなかった。

「私はこの世界に来て、色々なモノを見てきた。その中で、暗黒卿と全く同じ生物を発見した」

「なんという！」

　二人はもう、ゲイルの言葉に興きよう味み津しん々しんだった。




「皇こう帝ていペンギン」




「こ、皇帝っ！」

　ゲイルの言葉に、二人は衝しよう撃げきを受けた。

「さすがは暗黒卿。この世界では、すでに皇帝の域に……」

　すげぇ……と溜息を漏もらすロマーリア。

「そう。だから、あの方は特別な存在だし──人間じゃない」

「バケモノだバケモノだと言われてはいたが、本当にそのままの意味だったとは……なんという情報通っ！　さすがゲイルだ。貴様を呼んで正しかったようだな」

　ぺしっと太ももを叩たたくエリザベス。

　皇帝ペンギンの話で、二人はもうゲイルに尊敬の念すら抱いだいていた。

「何にしても、ウォルターの顔を知る者は今ここにはいない。我々だけで判断するしかない」

　いつの間にか、主導権はエリザベスからゲイルに移っていた。

「ふっ、私は元よりそのつもりだったのだよ」

　意見が合う。と、エリザベスはほくそ笑えんだ。

「そもそも、この中にいるんですかね？」

　と、ロマーリアが溜息を吐つく。

「それは……」

　ぞくっ……

　急に、エリザベスの背筋に悪お寒かんが走った。

（なんだこのプレッシャーはっ！　この中にいるのかという言葉に反応して、警戒を強めたな？）

「……ふふ、いる！　いるぞ！　奴やつは必ず、この一〇〇人の中にいる！」

「えっ」

　驚おどろきの声を上げたのは、ゲイルだった。

「私は、匂においを嗅かぎ分けられるのだよ」

　エリザベスの言葉に、ロマーリアは思わず腋わきの匂いをチェックする。

「私の言い方が悪かった。暗黒騎士は、その暗黒の力故ゆえ、感情の変化と共に暗黒のオーラが湧わき立つモノ。私は、その変化を嗅ぎ分けられる」

「そんなこと、出来るの？」

　ゲイルは、じっとエリザベスの顔を見つめていた。

「この力で、私は外交などを行ってきた」

「なるほど」

　ゲイルは、何故なぜ暗黒騎士の中で、エリザベスが外交要員に選ばれたのかを今、理解した。

　だが、その能力の正確さには、疑いを持っていた。

　何故なら、ここにいる一〇〇人の暗黒騎き士しは、全部偽にせ物もののはずだったから。

　本当に嗅ぎ分けられるのであれば、この中にいるなんて言えないはずだ。

「一〇〇人の中から一人を絞しぼれる？」

　だからノイエは、内心でバカにしながら言う。

「今は難しい。だが、ウォルターが動どう揺ようすれば──あるいは」

　不敵に笑うエリザベスに、やれるものならやってみろと、ゲイルはほくそ笑んだ。

「ならば、こうしよう。今から一人一人面接をすればいい」

「やはり、ゲイルとは意見が合う。私も、そうしようと考えて一カ所に集めたのだ」

「奴しか知らないことを話すかもしれないと？」

　ロマーリアは、やっとエリザベスの意図を理解した。

　が、エリザベスは首を横に振る。

「奴は逃にげようとしているのだ。むしろ、噓を吐こうと躍やつ起きになるだろう」

「じゃあ、面接をしても分からないんじゃ」

　ロマーリアはよく分からないと小首を傾かしげる。

「噓の範はん囲いでも、どこかでボロを出すかと考える」

　ノイエは、自分でも強引なことを言っているなと理解していた。

「それもあるが、質問をぶつけただけでも、動揺すればその時点で特定出来る」

「なるほど」

「何にしても、とにかくやってみようではないか」

　ノイエが幸運だったのは、説得すべきであるエリザベスが、この面接という流れに乗り気だったことだった。

　てっきり、時間稼かせぎのこの案に、もっと説得が必要だと思っていたから。

「分かりやすいように、番号を配ろう」

　そう言って、ゲイルはダークデーモンドアを開く。

　暗黒の空間と繫つながる扉とびら。

　四次元の倉庫からモノを取り出す便利な暗黒騎士の技わざだ。

　そして、番号札のシールを取り出した。

　その数、一〇〇。

　暗黒騎士の鎧を複製したときに用意したモノだ。

　数字は、暗黒騎士の世界の文字とこの世界の文字、両方で書かれている。

　ウォルター全すべてに配り、貼はり付けるようにと命令する。

　ウォルターたちは最初、何事かと動揺していたが、命令通りに動いていた。

　ここにいる暗黒騎士ウォルターは皆みな、こうなることを知っていたからだ。

「よし、全員番号が行き渡わたった？」

　確かく認にんをするゲイル。

「……私、無いんですけど」

　すっと、一人のウォルターが手を上げた。

　そのことに、ゲイルは驚愕した。

　足りないなんてことは、あり得ない。

「順番に、並んでみて」

　貼り付けられた番号札順に、整列するウォルターたち。

　一から一〇〇番まで、一つの漏れもなく、番号札は貼られている。

　なのに、一人分足りない。

　暗黒騎士の鎧よろいは、一〇〇着しか複製していない。

　にも拘かかわらず、番号札が一人分足りない。

　そう、今ここには、一〇一人の暗黒騎士ウォルターがいる。

　作戦では、ニセのウォルター一〇〇人を面接させてエリザベスたち暗黒騎士を惑まどわせるはずだった。

　だから、ここには一〇〇人しかいないはずだった。

　それが、一〇一人。

　複製していない一人がいる。

　それはつまり──

　暗黒騎士エールリンク・ラグナ・ウォルターその人が、ここにいることを示していた。

　この作戦で、ニセの一〇〇人から誰だれかが選ばれてしまう可能性がある。

　つまり、誰かが死ぬかもしれない。

　それを、エリーは嫌いやがった。

　もしものときは、自分が本人だと名乗り出るつもりだった。

　自分のために、誰かが犠ぎ牲せいになるかもしれない。

　それが、申し訳なくて、切なくて。

　みんなに黙だまって、作戦に参加したのだ。

（……バカ）

　そのことに気付いたゲイルは、ぐっと奥歯を嚙みしめた。







　　　第二章「殺害オーディション」







「えー、この度たび集まってもらったのは他ほかでもありません」

　と切り出したのは、暗黒騎士筆頭の『暗黒騎士エリザベス』だった。

　パイプ椅い子すに腰こし掛かけて、二に六ろくのテーブルに肘ひじを立て、マイクを片手に告げている。

　そして、まるで卒業式のようにずらりと並べられたパイプ椅子に座る、暗黒騎士ウォルターたち。

「今日、この中から一人、罪に問われて貰もらいます」

　罪に問われる。それはつまり、殺すという意味だ。

　衝撃的な発言──

　だが、リアクションは、ない。

「すみませんが、日本語でお願いします」

『五二』の番号札を付けた暗黒騎士ウォルターが手を上げる。

　その言葉は、エリザベスには聞き取れなかった。

「え！」

　エリザベスは思わず、隣となりにいる少女に顔を向けた。

　そこにいたのは、暗黒騎士の鎧を着た『田た中なか　ノイエ』。

　日本語でお願いします。という日本語が理解出来ず、ノイエを頼たよったのだ。

「現地の言葉で話さなければ、理解出来ないと言っている」

　ノイエは五二番の言葉を翻ほん訳やくし、エリザベスに伝えた。

「ふむ……」

　まさかの返しに、エリザベスは困こん惑わくしたが、すぐになるほどと頷うなずく。

（あくまで、逃げ続けるか）

　暗黒騎士ウォルターは今、生きようとしている。

　罪を認めるか認めないか。ということは諦あきらめて、ウォルターであるかないか。という手段を取ったのだ。

　だから、言語が分からないフリをしていると、エリザベスは考えた。

「私が、通訳をする」

　ノイエが手を上げる。

「いいだろう。では今の言葉を通訳してくれ」

　エリザベスはマイクをノイエに渡し、頰ほお杖づえを突ついた。

「この中から一人、死んで貰う」

　ノイエの言葉に、ざわざわと騒さわぎ出す暗黒騎士ウォルターたち。

　エリザベスはじっと反応を窺うかがったあと、ノイエに耳打ちをする。

「この中にウォルターがいようがいまいが関係ない。選ばれた一人は、暗黒騎士エールリンク・ラグナ・ウォルターとして連行し、死罪となる」

　ノイエは淡たん々たんと、エリザベスの言葉を伝える。

「どういうことだ！」

「ふざけるな！」

　怒ど号ごうが飛び交かい、ウォルターたちは動揺する。

　その様子を見て、エリザベスがまたノイエに囁ささやいた。

　ノイエは、少しだけ顔を曇くもらせた後──

「それでは、面接を開始します。五二番、一三番、八番、八七番、二〇番の五人は──前へ。残りは、後ろの方で固まっていろ」

　その指示通りに、ウォルターたちは動く。

　抵てい抗こうすると殺されてしまうのではないか。

　そんなことは──思っていない。

　これは、こういう計画なのだ。

　ここにいる一〇〇人は、時間を稼ぐためにここにいる。

「どうして、この五人だと？」

　ノイエの言葉は、エリザベスに向けられていた。

「暗黒騎き士しが、死を前にしたぐらいで動どう揺ようするものか。あの五人は、じっと私の顔を窺っていた。そして、動揺していたにも拘わらず、他の奴やつらからは匂においがしなかった」

　ノイエはその言葉に、焦あせりを感じていた。

　一〇〇人の中から選ばせるということまでは、計画通りだった。

　今こうして時間を稼いでいる間に、カナエはマホと共に、本土にて選挙活動を始めている。

　暴動の鎮ちん圧あつと演説。

　そして、とりあえず無政府状態をなんとかするという話から、きっと次の王を選ぶ流れになるはずだ。

　暗黒騎士ウォルターを、死罪から救うために。

　だが、それには時間がいる。

　少なくとも、あと三日は必要であると作戦会議で言っていた。

　もし、この五人の中に、ウォルター本人がいたら……

　──もしかしたら一日で、いや、もう数時間で辿たどり着いてしまうのではないだろうか？

　ノイエはテーブルの下でケータイを操作して、マホにメールを送る。

　急げ。

　文面は、それだけでいいはずだ。

「数字がバラバラで、いちいち呼ぶのは面めん倒どうだな」

　とエリザベスが言うので、ノイエはダークデーモンドアを開き、番号札より少し大きめの丸いシールを取り出した。

「では、その五人には、新たにＡＢＣＤＥのシールを配りますので、番号の上に貼り付けてください」

「ほう、用意が良いな」

　ノイエの心こころ遣づかいに、エリザベスは舌を巻く。

　用よう意い周しゆう到とうであることから、疑われるのではないかとノイエは少しだけ不安になっていた。

　言われるがままに、従う五人。

「では、それぞれ自己紹しよう介かいをＡの方から──」

　ノイエに促うながされ、背筋をピンと張った暗黒騎士Ａが答える。

「えー、エールリンク・ラグナ・ウォルターです」

　名を名乗り、その後沈ちん黙もくする。

「名前だけじゃなくて、何か紹介して」

「……エールリンク・ラグナ・ウォルターです。好きなブラウザは火ひ狐ぎつねです」

「はい次Ｂの方」

　ノイエは、特に感想もなく進める。

「えー、エールリンク・ラグナ・ウォルターです。好きなお茶はほうじ茶です」

「では、Ｃの方」

「はい、エールリンク・ラグナ・ウォルターです。好きなオムライスは、デミグラスソースです」

「Ｄの方どうぞ」

「ワタクシはエールリンク・ラグナ・ウォルターです。好きな財ざい閥ばつは岩いわ崎さき弥や太た郎ろう時代の三みつ菱びしです」

「最後にＥの方」

「エールリンク・ラグナ・ウォルターです。好きな焼きそばは塩です」

　五人の声は、全く同じだった。

「声まで同じか」

　エリザベスは髪かみを人差し指にくるくると巻き付けながら呆あきれたように言った。

「そう。声を変えている。これでは、中が男なのか女なのかすら分からない」

　そう言いながら、ノイエもウォルター当てを始めていた。

　もしこの中にウォルターがいるならば、保護しなければならない。

　そして、すでに目星は付いていた。

　いや、確信はない。

　確信は無いが、消去法で、「こいつは違ちがうだろう」と思う人物がすでにいる。

「ならば、兜かぶとを脱ぬがせるか？」

「必要ない。我々が知らないだけで元々ウォルター自身が声を変えている可能性もある」

「いつも聞いていた声が女性だったからといって、ウォルターが女性だという確証もないか。やれやれ。秘密主義にも困ったものだ」

　ノイエは内心で焦っていた。

　ウォルターの声に変へん換かんしているのは、兜の部分だ。今兜を外されれば、もし本人がいた場合、一人だけウォルターの声を出していることになる。
















　本人がこの場にいない状態、全すべての人間が兜を外せば声が変わる状態であれば問題ないが、本人がいるとすれば──

　全員が兜を取ってしまうと、常つね日ひ頃ごろからのウォルターの声を出しているのは、たった一人になってしまう。

　この作戦は最初から、本人がいては成立しないのだ。

（ホント、余計なことを……）

　ノイエはこの体育館のどこかにいるウォルターを恨うらんだ。

「それでは始めようか。最初は──」

　エリザベスはひそひそとノイエに耳打ちする。

「あだ名？」

　最初の質問の内容に、ノイエは怪け訝げんな表情を浮うかべる。

「ウォルターは、部隊の人間にあだ名を付けて呼んでいた。その付け方から、特定出来るかもしれん」

　ノイエの怪訝を軽減しようと、エリザベスが補足する。

「では、質問させて頂きます。えー、この方のあだ名を言ってください」

　ノイエが、エリザベスを指さしながら質問を始めた。

　暗黒騎士エリザベス。

　そのあだ名は、白はく銀ぎん侯こう。えっちゃん。など沢たく山さんあるが、その中の一つでも当ててはならない。

　だが、エリザベスは美人であるということ以外、あまり特とく徴ちようがない人物。

　そのあだ名は、なかなか難しい。

「暗黒騎士Ａの方、どうぞ」

　暗黒騎士Ａは、この質問に熟考する。

　だが、ノイエは早く答えろと急せかさなかった。

　一分でも一秒でも、時間を稼かせぎたい。

　二分ほど悩なやんで、暗黒騎士Ａは言う。




「…………エベスさん」




　その答えに驚おどろいたのは、ノイエだった。

　ちらりとエリザベスを見ると、エリザベスは何とも言えない表情で固まっている。

（バレた？）

　ノイエは、手が汗あせばんでいた。

　この答え一つで、Ａがエールリンク・ラグナ・ウォルターであることが、ノイエにはわかってしまったから。

　何故なぜならば、エリザベスは、ここにいるウォルターたちに『名乗っていない』。

　エリザベスから、エベスさんと言えるのは、『彼女がエリザベスであることを知っている』人物のみ。

　つまり、本人だ。

　そのことに、エリザベスは気付いただろうか？

　彼女が、そこまで頭が回っていないことを祈いのる。

「顔が、似てる」

　ノイエは、エベスさんという言葉をフォローするために、適当なことをエリザベスに言った。

「顔？」

「この世界の商業の神様で、いつも微ほほ笑えんでいるはにかみやさんであることから、笑顔が素す敵てきな人のことを『えべす顔』と言う」

　えびすと掛かけてえべすとした。と説明すれば、それでまたエリザベスという名前を知っていたことがバレてしまう。

　えべす。という神様が存在することにして、この場を切り抜ぬけようとした。

「………………なるほど」

　エリザベスはふむと一つ頷うなずいた。

　セーフっ！

　ノイエは、ふうと溜ため息いきを吐つく。

　どうやら、気付いていないようだ。

「では、続いて暗黒騎士Ｂの方。あだ名を」

「エっちゃん」

　今度は、即そく答とうだった。

　ノイエは、困こん惑わくする。

　このエっちゃんもまた、エリザベスという名前を知っていることが前提のあだ名である。

　だが、この世界の人間が、暗黒騎士エリザベスの顔を知るわけがない。

　ならば、Ａではなく、このＢこそがウォルターなのだろうか？

「Ｃの方どうぞ」

「細ほそ眉まゆ」

　そのあだ名を聞いたノイエは、思わず口元を押さえた。

　エリザベスの眉毛は、キレイに手入れされた眉毛だ。別段可笑おかしいところはない。

　別に、眉まゆ剃そりを失敗したわけでもないし、言われなければ注目もしない。

　何故そこをピックアップしたのか──と考えると、心の中にある笑いのツボの縁ふちに『細眉』という言葉がぶつかった。

　バスケットボールのゴールの縁をぐるんぐるんと回るように、細眉は笑いのツボの縁を回り、外に零こぼれていく。

　あともう少しで、ツボの中に入ってしまうところだった。

「Ｄの方……どうぞ」




「いもけんぴ」




　ノイエは、ばっと口を押さえ、肩かたをふるわせた。

　笑いのツボからこぼれ落ちた細眉というボールが、リバウンドして、そのままポストプレーで強引に押し込まれてきたのだ。

（眉毛のことかっ！　眉のことかーっ！）

　恐きよう怖ふの象しよう徴ちようである暗黒騎き士したるもの、狼狽うろたえてはならない。

　笑っているところは、見せたくなかったが、ツボに入ってしまったのだから、しょうがない。

「こはっ……こほっ！　こほっ！　……んっんんっ」

　ノイエは笑い声を咳せきで誤ご魔ま化かした。

「どうかしたのか？」

　心配そうに、エリザベスが声をかける。

　その眉毛は──いもけんぴ。

「……いや………………喉のどが……渇いただけ。んんっ」

　全然おかしくなかった眉が、じっくり見るとおかしく見えてくる。

　何度も咳をして、喉を整えて、きりっとした表情で耐たえ抜く。

　同じようにツボに入ったのか、ＣとＥの暗黒騎士も肩をふるわせていた。

　どうやら、暗黒騎士Ｃ、Ｄ、Ｅの笑いのツボはサッカーゴールぐらい大口を開けているようだ。

「最後に、Ｅの方」

「…………えびっ」

「え？」

「えー、えびビーム……です」

　ノイエのツボには入り口にすら届かなかったが、暗黒騎士Ｃは肩をふるわせていた。

「えびビームってなんやねん。なんて言うつもりやってん」

　そんなＣのツッコミに、暗黒騎士Ｄが俯うつむいた。

「いちいち言わなくていい」

　ツッコミというパスを受けて、ノイエの笑いのツボにえびビームがレイアップシュートでそっと放ほうり込まれてしまった。

　ノイエは机に突つっ伏ぷし、深呼吸する。

（ピンチだ。ウォルターは命の危機だが、私は今『キャラクター』の危機に面している）

　ノイエは、何事にも動じない、冷静かつミステリアスなキャラでいたかった。

　こんな、中学生の修学旅行の深夜みたいなネタで、笑う訳にはいかない。

「奴やつらはなんと言っている？　二人は私の名前をもじったのは理解出来たが」

　自分のあだ名だということもあり、エリザベスは興きよう味み津しん々しんにノイエに聞いた。

「……細眉……残り三人は、細眉だと言ってる」

　ノイエは、震ふるえる声を抑おさえながら通訳した。

　ノイエは、噓うその通訳をすることも考えたが、噓は自分の身を危あやうくする。

　それが噓だとバレた瞬しゆん間かん、殺されるのはウォルターではなく、ノイエなのだ。

「それほど、細いか？」

「そうでもない。い、いも……菓か子しぐらいの細さだと」

　くっ──と奥歯を嚙かみしめて、ツボに入っていたいもけんぴを思い出してしまい笑いを堪こらえた。

（エリザベス、こっちに顔を向けないで）

　どうしても、眉が気になってしまう。

　いもけんぴサイズの眉が──

「あっはははは。私の特徴はそこしかないというのか」

　エリザベスは大きく笑った。

　そうか、彼女のツボも、ぽっかりと大口を開けている、サッカーゴールタイプだったのか。

　ノイエも、面接をされている五人のウォルターもそう思った。

　だが、エリザベスは内心、貧びん乏ぼう揺ゆすりが止まらなかった。

　明らかに誉ほめられていない容姿の指し摘てき。

　イラっと来てもおかしくはない。

　しかし、エリザベスは笑った。

　笑うことで、場の空気を暖めた。

　そうすることで、発言しやすい環かん境きようを作り出す。

　緊きん張ちようをほぐすことで、べらべらと喋しやべらせると、いらないことまで話してしまうことがある。

　外交や交こう渉しようで重要なことは、相手の情報をより多く得る事。

　そのために、自分の意思を殺し、表情を隠かくすことを学んだ。

　だからこそ、エリザベスは兜かぶとを被かぶらない。

　ポーカーフェイスに徹てつする自信と度胸がある。

　どれだけムカつこうが、何を言われようが、笑顔で対応し続けられる。

「よし、次の質問だ」

　怒いかりを抑え、エリザベスは耳打ちする。

「えー、『暗黒騎士としての心得』を順番に言っていってください。Ａの方」

「心得……」

　暗黒騎士Ａはまた長考する。

　暗黒騎士としての心得──に正解などはない。

　それぞれが思う信念、こうあるべきだという思いは、一人一人が違ちがうだろう。

「アイスを積み過ぎると、確実に手が汚よごれるので、ダブルまでにしておくこと」

　ノイエは目を丸くした。

（やはり、こいつだ。こいつが──ウォルターだっ！）

　ノイエは確信した。

　ノイエが初めてこの世界に来たとき、何に気を付けるべきかを聞いたことがある。

　その時の回答が──今の心得だったのだ。

　もし、同じようにエリザベスもウォルターに指示を仰あおいでいたとしたら──

　そう思うと、汗あせが止まらない。

　そして、そのノイエの確信は──正しかった。

　暗黒騎士Ａの正体は、エールリンク・ラグナ・ウォルターその人である。

　エリーはあだ名のときも心得のときも、何故長考したのか。

　それは、本気で答えを思い出していたからだ。

　誰だれかが自分の代わりに死ぬかもしれない。

　それは、自分が許せない。

　だが、この作戦を台無しにしたくもない。

　そこで、この面接で自分が選ばれるように仕向けようとした。

　質問に、ちゃんと答えるつもりだった。

　だが、エリザベスのあだ名が出てこなかった。

　暗黒騎士の心得が、出てこなかった。

　死ぬつもりで、正解を出すつもりで挑いどんでいたのに、それが、出来ないでいた。

「Ｂの方、どうぞ」

　そして、この暗黒騎士Ｂ。

　その正体は、啓治だった。

　啓治は、あだ名で暗黒騎士Ａであるエリーが、『エベスさん』と答えたことが不思議だった。

　エリザベスはどう見てもえびす顔ではない。

　とすれば、名前からもじったあだ名だろう。

　ノイエと同じように、この場に一〇一人いることに疑問を持ち、そして、『エベスさん』という答えによって、あの兜を被っていない暗黒騎士の名前を知っている人物。つまり──Ａは暗黒騎士ウォルターではないかと仮説を立てた。

　そうだとすれば、ウォルターは死ぬ気だ。

　この問答でも、自分が不利になるように仕向けるはずだ。

　それは、阻そ止ししなければならない。

　あだ名に対しては『エベスさん』という回答を聞いて、知らないはずの名前を知っていることを知られてはいけないと考えた啓治は、咄とつ嗟さに『エっちゃん』と答えたが──

　今回の心得は、意味が分からない。

（暗黒騎士、関係ねえじゃねえかよ！）

　アイスを三段積んだら垂れてきて手が汚れる。

　暗黒騎士の心得が、そんな訳がない。

　あえて同じ答えをするべきかとも考えたが──

（ここは……あるあるネタを言うべきなのかもしれない）

「昼休みに体育館で遊べるようにする──という公約は幻げん想そうなので、生徒会役員選挙では騙だまされないようにする」

　暗黒騎士Ｂが何を言っているのか、通訳しても分からないだろうとノイエは思い、顔をしかめた。

「Ｃの方──どうぞ」

「暗黒騎き士しとしての心得。……料理中に地じ震しんが来たときは火を止めた方が良い」

「Ｄの方」

「歯ブラシは月一で替かえるべし」

　Ｃ、Ｄ──と、続く暗黒騎士たちも、あるあるネタで行く。

「Ｅの方」

「それはもうあれですね。えび……えびの殻からを剝むいてから鍋なべに入れる」

　えび……

　何故なぜか、Ｅは『えび』をキーワードにしていた。

　そのことに、ノイエも啓治も困こん惑わくする。

（奴は、何故あれほどまでに──『エビ』を）

（エビ……もしかして、エビが暗黒騎士のキーワードなのか？）

　何かを伝えようとしているのか、それとも考えすぎなのか。

「なんと答えた？」

　エリザベスに聞かれ、ノイエは悩なやむ。

　これらは、どう通訳すべきだろうか──と。

　言葉を直したところで、理解出来る話でもなさそうだ。補足説明するのも面めん倒どう臭くさい。

「全員、暗黒騎士であることが関係なしの回答だった」

「それでも一応、通訳を」

　エリザベスに言われ、ノイエは渋しぶ々しぶ通訳する。

　どうでもいい、日常的な教訓たち。

　面倒臭い行こう為いだったが、ノイエは今この面接が『時間稼かせぎ』だということを思い出し、ちゃんと伝わるように通訳をした。

「──全すべてこの世界の話か」

　エリザベスは舌打ちをした。

「そう」

「我々の世界に関連する話題にしなければならんな」

「同感」

「ならば、次の質問だ」

　ノイエは耳打ちされ、ふむと頷うなずく。

　あまり、聞きたくはない内容だった。

　これを聞いてしまえば、本物のウォルターしか答えられないだろう。

「えー、ウォルターは以前、たった一人で五万の兵がいる砦とりでを潰つぶしました。その──場所とは？　まず──Ａの方」

　ノイエは、ちゃんとした答えが出てきたときにどう取り繕つくろうか悩みながらも質問をぶつける。

「…………」

　暗黒騎士Ａ、ウォルターは悩んでいた。

（なんだっけ……なんだっけかなー）

　その土地に行ったのは、一回だけ。

　ノイエの懸け念ねんも空むなしく、ウォルターはその土地の名前を覚えていなかったのだ。

　そのエピソードで、ウォルターは『暗黒騎士最強』と謳うたわれた。

　だが、思い入れがない。

　あのとき、あまりに強い力を使ってしまったことを悔くやみ、力を封ふう印いんした。

　出来れば、思い出したくない光景。

　やってしまった。という後こう悔かいだけが残る場所。

　今や、遠く離はなれた土地。

　その名は──

「ヴァンダレイシウバ」

　ノイエは、仰のけ反ぞった。

　小さく、肩かたが震ふるえる。

　直球の一いち撃げきは、ノイエの笑いのツボに、ダンクシュートした。

　マークしていたはずだった。

　だが、軽々と突とつ破ぱされ、笑いのツボにぶち込まれた。

　ノイエは笑いを堪こらえるために下した唇くちびるを嚙かみ、目を閉じる。

（微び妙みようにあっているけど……あれ？　ウォルターじゃないの？）

　てっきり、ウォルターは、死ぬために正解を答えると思っていた。

　だが、ヴァンダーレではなく、ヴァンダレイシウバだった。

　地名が、まさかの格かく闘とう家か。

　ノイエは、こういうダジャレのような言葉遊びが嫌きらいではなかった。

　すーっと静かに呼吸をして、なんとか持ち堪こたえたノイエは、すっと目を開く。

「Ｂの方……」

「チェホンマン」

　ノイエは、押し込まれた。

　レブロン・ジェームスのダンクシュートばりに、笑いのツボへがーんと押し込まれた。

　ガツン、と一発。

　この系統、このラインからのパワープレイを防ぐディフェンス陣じんは、最も早はや機能していない。

（やめて……この方面での攻こう撃げきは……やめて……）

　ノイエの悲痛な思いは、皆みなには伝わらない。

「Ｃの方」

「ゴーメンナサイヨーです」

　ノイエは顔を手で隠かくした。

　笑っているところを、誰かに見られたくはなかったからだ。

（アンディ・フグのＣＭの奴やつだー）

　ワンダースワンを未いまだに現役で使っているほどの懐なつかしいモノ好きなノイエにとって、アンディ・フグは堪えられない。

「Ｄの……方」

　肩を震わせながら、アンディ・フグを忘れるために次に進むが──

　Ｄは立ち上がり、踊おどり出す。

「この出会いはショッキンっ！　ショッキンっ！　ショッキンっ！」

　それは、ノイエだけが分かっていた。

　ゴーメンナサイヨーのＣＭの、続き。

　離れてくれない。

　ゴール下からのダンクシュートを繰くり返してくる。

（こいつら……私を殺すつもりか！）

　大笑い出来ないという状じよう況きようが、さらにノイエを追い込んでいた。

「Ｅの方」

「ジャンボ鶴つる田た」

（いや、それは違ちがうだろ）

　とノイエはご機き嫌げん斜ななめだった。

　みんな、往年の総合格闘技で来ている。

　だが、Ｅのジャンボ鶴田はプロレスラー。

（なんでも笑うと思ったら、太間違い）

　ここでノイエは考える。

　奴は何故、プロレスラーを出してきたのか。

　そもそも、エビはどうしたエビは。

　エビ──プロレス──

（エビ固めっ！　いや、逆エビ固め！）

　遠く離れたようでいて、結局エビを連想させている。

　それが故意なのか考えすぎなのか、ノイエは判断に困っていた。

「聞く感じでは、ヴァンダレイシウバが一番近いな」

　と、エリザベスが呟つぶやいて、ノイエの思考は止まった。

「言葉の響ひびきは、偶ぐう然ぜん。皆一様に、格闘家の名前を言っている」

「格闘家の名前──何故そうなった」

　質問はかなり具体的だったのに──とエリザベスは目を丸くする。

「それは、私にも分からない。言い逃のがれるために、関係ないモノにしたのだと思う」

　そのノイエの説明には、合点がいく。

「明確な答えは、逆に惚とぼけられてしまうか。よし、次の質問だ」

　ひそひそ。

　ノイエは、次の質問の意図が分からなかった。

「その質問は、どういうこと？」

「ここにいるウォルターもどき共は、恐おそらく急きゆう拵ごしらえの烏う合ごうの衆しゆう。普ふ段だんから暗黒騎士の影かげ武む者しやとして教育されてきた訳ではない」

　その説明を受けて、ノイエは納なつ得とくする。

「暗黒騎士になって、損をしたなと思うことは？」

　この質問には、『経験』が必要だ。

　如何いかに、今の状態でずっと過ごしていたかを『想像』出来るか。

「Ａの方──」

「靴くつ紐ひもの結び方が分からない」

　分かるわー。今いま更さら聞けないわー。

　ノイエはＡの意見に、全面的に同意していた。

「Ｂの方」

「タッチパネルが反応しない」

　Ｂの啓治は、暗黒騎士と色々と話をしてきた『経験』がある。

　暗黒騎士が何故スマホを持たないのか。

　それは、タッチパネルが反応しないからだ。

　ガラケーを持とうとも思ったが、指の部分が籠こ手てのせいで大きく、上手うまくキーを押せないため、携けい帯たい電でん話わは諦あきらめた。

　ノイエのように、鎧よろいを着るのを諦める方向へ行けば別だが、童顔であることを知られたくないウォルターには、それは出来ない。

「Ｃの方」

「急なトイレのとき、一回全部脱ぬがなきゃいけない」

　Ｃは、大変だろうな。と思って言ったことだったが──

（別に、それは脱げばいいじゃない）

　ノイエの心には響かなかった。

「Ｄの方」

「やっぱりその……実際より太って見える」

　切実な思いだが、これは客観的な意見だった。

　暗黒騎き士したちは鎧を着ることでゴツく見えることを、苦にしていない。

　本当の暗黒騎士ならば、鎧を着ていることで恥はずかしいと思うことは無い。

　むしろ、ゴツゴツしている方が敵を威い嚇かく出来るし、好ましいことなのだ。

　この質問だけで、Ｄが暗黒騎士ではないことが分かる。

　大した質問では無いが、やはり、続けられるといずれウォルターに辿たどり着かれてしまうだろうと、ノイエは懸念していた。

「最後に、Ｅの方」

「今、この場にいることですね」

　さらっと言い放ったこの皮肉。

　こういう皮肉は、暗黒騎士ならばよく言うことだ。

　が、ウォルターはそこまで頭が回る方では無い。

　上手いことを言おうとする姿勢は、ウォルターとはかけ離れている。

（エビは？）

　ノイエはもう、エビを欲ほつしていた。

　ずっとエビ押しで来ていた。

　だが、今回のは、エビがどう考えても掛かかってこない。

　止やめてしまったのだろうか？

　言い続けることで、だんだん面おも白しろくなってきたところなのに、止めてしまったのだろうか。

（ダンディ坂さか野のを見習うべき）

　むっとした表情で、ノイエはＥのウォルターをジト目で睨にらみ付けていた。

　それぞれ、メモっていた文面を、エリザベスに伝えると──

「ふむ、ＤとＥはないな」

　と、やはり気付かれてしまった。

「次は？」

　あまり考える時間を与あたえてはいけない、とノイエは先に話を進める。

「こうしよう──」

　ひそひそ。

　ノイエはまた、怪け訝げんな表情を浮うかべた。

「その質問はどういう意図が？」

「人は誰だれしも、噓うそを吐つく。その噓を思い出させることで、動どう揺ようを誘さそうのだ」

　その説明を聞いても、イマイチピンと来ないが、ノイエは質問を始める。

「言い過ぎたなーと思うことは？」

　ウォルターは、エリザベスに対して何かを言い過ぎたのか？

　後ろめたい何かを感じていたのか？

　こればかりは、聞いてみないと分からない。

（言い過ぎた……）

　ウォルターも、悩なやんでいた。

　頭に浮かぶのは、最近の記き憶おくばかりだ。

　キャビア丼どん。サニーサイドアップ。

　だが、それらは『エリー』として言い過ぎたモノ。

　色々悩んだ結果──

「神経衰すい弱じやく」

　四字熟語が出てきた。

（自分のじゃないんだ……）

　ノイエは呆あきれていた。

　誰が言い出したのか。

　誰が言いすぎたのか。

　この質問は、暗黒騎士エールリンク・ラグナ・ウォルターが言い過ぎたことを問いただしている。

　にも拘かかわらず、答えはどこかの誰かが言い出した言葉。

　だが、ノイエはこの四字熟語に共感を覚えていた。

　神経衰弱と言えば、疲ひ労ろう、うつ、勃ぼつ起き不全、神経痛などの症しよう状じようを引き起こす精神疾しつ患かんであるが、日本人ならば九割九く分ぶ九く厘りん──トランプゲームのことだと思うだろう。

　暗黒騎士Ａはこう言いたいのだ。

　トランプをしたぐらいで、勃起不全に陥おちいるか？

　同じ絵え柄がらを揃そろえられなかったぐらいで、うつになるか？

　言い過ぎだ。神経衰弱は、言い過ぎだ。

（だからどうしたっ！）

　ノイエの笑いのツボに、少し掠かすめていた。

　神経衰弱は確かに言い過ぎたネーミングだと思う。

　思うが、今それを言う必要はあるのか？

「Ｂの方」

「恋こいは盲もう目もく」

　暗黒騎士Ｂは最初から最後まで、Ａに追従する形となった。

（全すべての元げん凶きようはこいつかもしれない）

　とノイエは思う。

　Ａが頓とん珍ちん漢かんな回答をしたあと、このＢがその回答に近いことを言い出すため、流れが出来る。

　Ｂが方向修正すれば、それで済む話なのだ。

　だが、今回ばかりはノイエも疑問だった。

　何がどう言い過ぎなのだろうか？

「どういう意味？」

　つい、聞いてしまう。

　聞き流せばいいのだが、気になってしまったのだ。

「恋をしていると、その人のことばかり気になってしまって、常識とか理性とか、他ほかのことが見えないという意味ですよね？」

「そう」

「少なくとも、恋をしている相手は見えているんじゃないかなと」

「全盲ではないと」

「そういうことですね。『恋は網もう膜まく色素変性症』ならまだ分かるんですが」

　ノイエは長ったらしい言葉が大好きだった。

（恋は網膜色素変性症。なんと素す晴ばらしい響きだろう）

　笑いのツボとは別の、違ちがうツボにぐっと押し込まれる。

「Ｃの方どうぞ──」

「ここ十年で最高の出来」

　ここで、言い過ぎと言えば──でベタベタな答え、『ボジョレー・ヌーボーの評価』が出てきた。

　まただ。またこいつは笑いのボールを投げてきた。

　だが、今回は上手くディフェンスすることが出来た。

　インサイドを固めて、安易なシュートは阻そ止し出来るように脳内でブロックした。

　ボジョレー如ごときの軽いシュートなど、リングにも掠らない。

「Ｄの方「やめられないとまらない」」

　食い気味の発言。

（そんなにぐいぐい来られても──はっ！　こいつっ！）

　ノイエは、あることに気付き、衝しよう撃げきを受けた。

　Ｅの十八番である『エビ攻ぜめ』ではないか。

　笑いのボールをスティールし、速そつ攻こうで攻めてきた。

　凄すさまじい速攻。

　だが、そのシュートも、笑いのツボには入らない。

　大分、笑いのディフェンスが機能してきた。

「では、Ｅの方」




「そうですね。いもけんぴ」




　すぱ────ん。

　射程外だった。

　すっかり忘れていたところだった。

　ゾーンディフェンスをしていても、『いもけんぴ』だけはボックスアンドワンでしっかりマークを付けておくべきだった。

　完全に、フリーの状態。

　アウトサイドからの、３Ｐシュートだった。

　綺き麗れいな弧こを描えがいた『いもけんぴ』は、笑いのツボの縁ふちには一いつ切さい触ふれず、ど真ん中を通過し、中へと入っていった。

「あははははははっ！　いもけんぴ……言い過ぎ……」

　ノイエは、堰せきを切ったように大声で笑った。

　腑ふに落ちる。という言葉がある。

　正に、今、いもけんぴは腑に落ちていった。

　堪こらえきれず、堰を切ったように大きく笑う。

「ど、どうした？　ゲイル」

　エリザベスが心配になるほどの大笑い。

　心配そうに眉まゆを寄せるエリザベス。

　眉を──

「あはははははっ！」

　ノイエは、エリザベスの顔を直視出来なかった。

　いもけんぴが気になって気になって、仕方がなかった。

　椅い子すから転げ落ち、力が抜ぬけ落ちた。

「おいおい、本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

「太丈夫……心配しないで……エベスさん」

　ノイエは自分で言って、自分で笑った。

　笑いのツボは入れ食い状態。

　箸はしが転がるだけでも面白い。

「次の質問は？」

　涙なみだを拭ぬぐい、なんとか立ち直ったノイエが、指示を求めるが──
















「Ａだ」

　エリザベスは確信めいた表情で言う。

「え？」

「Ａの奴やつが、ウォルターだ」

　突とつ然ぜんの宣告に、ノイエは青ざめた。

　先ほどまで大笑いしていたのが噓のように。

「間違いはないの？　根こん拠きよは？」

「ああ、奴だ」

　エリザベスが選んだ暗黒騎き士しＡ。

　ノイエは困っていた。

　ノイエと同じ答え。

　正解だったのだ。

　Ａこそが、エールリンク・ラグナ・ウォルター本人だったのだ。

　ノイエはどう言いつくろうか悩んでいた。

　まさか、こんなにも早く結論に至るだなんて。

「とりあえず、この五人。特にＡは要注意として、残りの連中も、面接をした方がいいと思う」

　ノイエは焦あせりを隠かくしつつ、慎しん重ちよう論を説く。

「……必要ない」

　それを一いつ蹴しゆうするエリザベス。

「必要」

　だが、ノイエは引かない。引く訳にはいかない。

「奴がウォルターだ」

「根拠を」

「私のあだ名を、エベスと言ったからだ」

（やはり……それか）

　一番最初に、ノイエがウォルターだろうと思った案件だ。

「ウォルターの名前を知っているか？」

「え？」

　ノイエは、どういう意味で言い出したのか、分からなかった。

　ウォルターの名前が今、どう関係あると言うのか。

「私の名前をもじるならば、『エリー』だろう。だが、奴はエベスにした。それはきっと──エールリンク・ラグナ・ウォルター自身が『エリー』だからだ。そう、エリーというあだ名が被かぶるのを嫌いやがったのだ！」

　ノイエは驚きよう愕がくした。

（ぜ、全然根拠になっていない……っ）

　まさか、この程度の根拠で『特定した』と言っているのか。

　その浅はかさに、戦せん慄りつを覚えた。

「他には？」

「一番怪あやしいからだ」

（主婦目線っ）

　サスペンスドラマや推理小説を、トリックや動機を全く無視して、しかしずばりと犯人を当ててしまう。そんなお茶の間の主婦のように、エリザベスは結論に辿たどり着いた。

　困るのは、それが『正解』であるということ。

　マホが提示した『必要な日数』は七日。

　暗黒騎士がウォルターを探しに来たのがマホが異世界に飛び立ってから四日目。

　三日を稼かせぐことが、ノイエの使命だった。

　だったはずなのに──

　暗黒騎士エリザベスは、一日で辿り着いてしまった。

　こんな、稚ち拙せつな推理によって。

「それは一理ある。──が、根拠が乏とぼしく、エベスさんの憶おく測そくの域を出ない。残り全すべてを調べて、あのＡ以上に怪しい奴が出てこなければ、従おう」

　ノイエは断固として引かなかった。

　その真しん剣けんな瞳ひとみに、ふっと小さく笑うエリザベス。

「…………良いだろう。ゲイルよ。お前にしては珍めずらしく慎重だな」

「慎重を期すべきだと思う。確信めいたモノがないと、この世界との確かく執しつが生まれる」

「ふむ。確かに、この文明レベルと戦争になれば、帝てい国こくとてタダでは済まんな」

「では、彼女たちは保留で。次の五人を、選んで」

　五人の元へと、ノイエは向かう。

　その後ろ姿を、エリザベスは細眉をひそめて見つめていた。

　今、エリザベスの中で、妙みような違い和わ感かんがあったからだ。

「……札を、回収する」

　じっと暗黒騎士Ｂを見つめながら言うと、暗黒騎士Ｂはこくりと頷うなずいた。

　ノイエは札を回収する際にＡとＢを貼はり替かえた。Ａは一三番。Ｂは五二番だったのを、逆にしてエリザベスに渡わたす。

　エリザベスがばりっとシールを剝はがせば、Ａが五二番だと錯さつ覚かくするように。

　ところが、エリザベスはそのシールを剝がさなかった。

「一番から順番に来るように言え」

　総当たりでやるのならば、番号順にするだけでいい。

　ノイエはそっとケータイを弄いじり、メールを出す。

　その相手は──啓治だ。




　ウォルターを連れて逃にげろ。




　これで、伝わるはず。

　シールを貼り替えたことで、啓治にもＡがウォルターであると分かって貰もらえただろう。

　上手うまく、逃げてくれると良いが──

　次の五人が椅子に座る。

「では、彼女にあだ名を付けてください」

　先ほどと同じ質問を投げかけつつ、ノイエは回答を聞いていなかった。

　ちょうど、メールが来たからだ。

　啓治から、了りよう解かいとでも返ってきたのかと思ったが、違ちがった。

　そのメールは、異世界で頑がん張ばっているマホからだ。




　遺体を検死解かい剖ぼうした結果、テトロドトキシンは検出されなかった。毒は特定出来ず。




　そのメールは、ウォルターが無罪であることを主張するモノだった。

　毒殺されてはいたが、それがふぐ毒ではなかったということ。

（そう。無罪か……）

　トイレに行こうとしている暗黒騎士ＡとＢ、ウォルターと啓治を見ながら、ノイエは心の中でほっとした。

　心のどこかで、もしかしたら本当はウォルターが計画的に行った犯行なのではないかと疑っている部分があった。

　自分たちを欺あざむいている可能性は、捨てきれなかった。

（信じて……よかった。私は、私の仕事をしよう）

　今いま頃ごろ、トイレから脱だつ出しゆつしているだろう。

　今はただ、このバカげた面接で、時間を稼ぐんだ。

　そう思った矢先──

　トイレに行ったはずのウォルターが、啓治と共に体育館へ帰ってきた。

　目を丸くしてその様子を見ていたノイエと目が合い、啓治は首を横に振ふる。

（脱出──失敗したのか）

　この体育館は、暗黒騎士が包囲している。

　どこにどれだけの人員を配置しているのかまでは知らないが、逃げ場はないということだろう。

　戦せん闘とうになれば、本物が逃げようとしていると気付かれる。

　だが、タダでは逃がしてくれない。

（なんとか、なんとかしなければ）

　ノイエは、親指の爪つめを嚙かみ、考える。

「──おい」

「ん？」

　エリザベスに声を掛かけられて、ノイエはきょとんとした顔を返した。

「通訳、ちゃんとしてくれ」

　むっとした表情。

　考え事をしながら、機械的に作業を行っていたが、切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようになり、ついそれを止やめてしまっていた。

「悪い。もう一度回答を」

「暗黒騎士が活かつ躍やくした場所──えびです」

　えび。

　また、そのフレーズか。

　もう、面おも白しろくもなんともない。

　ちょっと笑いのツボに入ったからって、何でもえびえび言ってればいいってもんじゃない。

　笑いは水モノ。

　すぐにブームは去って行く。

　いもけんぴですら、今はもう、縁ふちにすら当たらないだろう。

　えび──

（あっ）

　あのときも、思っていた。

　えびビームってなんやねん。

　何かの、暗号か？

　あれがもし、本当に、暗号だったとしたら。

　えびではなく──

　ＡとＢだったとしたら？

　ふと、ある台詞せりふが頭に浮うかんだ。




　えびの殻からを剝むいてから鍋なべに入れる。




（あれが、『逃がすための暗号』と仮定してみよう）

　えび……つまり、ＡとＢの鎧よろいを脱ぬがしてから──鍋に入れる。

（鍋は何を意味している？　鍋……鍋……兜かぶと？）

　戦争のとき、鍋代わりに兜を使っていた。

　鎧を剝いて、兜に入れる。

　つまり──

（別の兜を被かぶせ、別の暗黒騎き士しに成り代わる！）

　ノイエは、暗黒騎士Ｅの言いたいことに、やっと気がついた。

　今この場を離はなれられないのは、暗黒騎士『ウォルター』だけ。

　他ほかの暗黒騎士ならば、問題は無い。

「エリザベスっ！」

　そこへ、一人の暗黒騎士がやってきた。

　本土へ近きん況きよう報告に行っていた、暗黒騎士ロマーリアだ。

「どうした？」

　血相を変えてやってきたロマーリアに、エリザベスは眉み間けんにシワを寄せながら聞き返す。

「本土で、おかしな動きがありまして！」

「お前はいつも思わせぶりな報告をするな。結論から言ってくれ」

「……次の王を決めるための、選挙をしろ──と」

「選挙？」

　聞き慣れない言葉に、エリザベスは聞き返す。

「なんか、全国民の投票で、誰だれが後を継つぐかを決めるとかなんとか」

　ロマーリアは報告しながら、溜ため息いきを吐つく。

「多数決か。私はてっきり、国が割れると思ったが──」

　エリザベスは、王亡なき後、各国が挙兵し、自分たちの国を取り戻もどそうと躍やつ起きになると考えていた。

　現に、各地で暴動が起こり、その傾けい向こうは顕けん著ちよだった。

　だが、ここに来て、急に選挙。つまり跡あと継つぎを決めるという話が出てきた。

　エリザベスにとっては予想外の出来事。

　本土で、何かが起こっていることは確かだろう。エリザベスは厄やつ介かいな事案にならないか不安だった。

「そこで、全暗黒騎士も戻ってくるようにと」

「バカが。ウォルターを、王殺しを粛しゆく清せいせずに次の王が決められるか」

　これは、ノイエにとっては好機だった。

「……エベスさん。あなたは一度、戻るべき。ここは私が引き受けよう」

　エリザベスが動けば、暗黒騎士も動く。

　暗黒騎士が動くなら──逃がす隙すきが出来るはず。

「……それしか無さそうだ」

　少し考えたあと、エリザベスは立ち上がり、ロマーリアを連れて、体育館を出て行く。

「少し休きゆう憩けいを入れる」

　と大きな声で告げ、いそいそとノイエは動き出した。

　啓治にくいっとアゴで指示をして、渡り廊ろう下かを渡った向こう、校舎にあるトイレへと向かう。

　別の暗黒騎士に成り代わるとして、その手段として最有力なのは、適当な暗黒騎士を捕つかまえ、鎧をすり替えるというモノだ。

　だが、これは現実的ではない。

　暗黒騎士は、奇き襲しゆうで倒たおせるほど弱くはないのだ。

　暗黒騎士最強であるウォルターでも、一いち撃げきで倒せる相手などいない。

　ましてや、最弱であるノイエには、無理。

　次に考えられる案としては、ノイエがウォルターを連行する形で、口車により包ほう囲い網もうを抜ぬけるという手。

　これも、現実的ではない。

「別の場所へ連れて行く命令を受けた」

　と言ったところで──

「お前の任務など知らない。私の任務は『ウォルターをここから出さないこと』だ」

　と答えられるだろう。

　本当に連れ出す命令が下りているならば、それは通る側と通す側の両方に命令が下るはずだ。

　これまでもそうだったし、これからもそうだろう。

　となれば──

　ノイエはマホの顔を思い出していた。




　折せつ衷ちゆう案あんだ。




　ノイエが女子トイレに入ると、そこには二人の暗黒騎士ウォルターがいた。

「鞍くら馬ま啓治？」

「ああ、そうだ」

　啓治はその証しよう拠こに、と兜を脱ぐ。

　これ以上の本人確かく認にんはないだろう。

「……やっぱり」

　暗黒騎士Ｂが啓治であるという予想は、見事に的中していた。

　ノイエは、自分の勘かんの良さを自画自賛し、舌を巻いていた。

「ノイエ、抜け出して大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　啓治は廊下に誰もいないことを確認しながら問いかける。

「休憩なんだから、可笑おかしくはない。それより──」

　一度目を閉じてから、じろりともう一人の暗黒騎士を睨にらみ付ける。

「ん？」

　壁かべに寄りかかっていた暗黒騎士Ａは、小さく返す。

「あなた、本物のウォルター？」

　啓治が連れてきていた、暗黒騎士Ａに、ノイエは確認を取る。

「いかにも──」

　パアンっ！

　こくりと頷うなずいた瞬しゆん間かん、ノイエはウォルターの頰ほおを叩たたいた。

　兜の上からだから、痛いのはノイエの方だったが──

「お前が嫌きらいだっ」

　語気を強めた言葉だった。

　あまりにも大きな音だったので、啓治は驚おどろいたが、声を掛けられなかった。

　兜をしていても、ノイエの表情は口元で分かる。

　怒いかり。真面目まじめな、怒り。

「……分かっている」

　叩かれた頰に手をやり、神しん妙みような声でウォルターは頷いた。

「自分の立場というモノを、少しは理解したらどう？　あなたがここに現れたせいで、色々な計画が上手うまく行かなかった！」

「……すまない」

「どうして、友を信じ切れなかったっ！　エールリンク・ラグナ・ウォルターっ！」

「私のために誰かが死ぬかもしれないのが……耐たえられなかった」

「死なせるモノか！　誰一人としてっ！　蚊かの一いつ匹ぴきすら死なせない！」

　ウォルターの胸に、拳こぶしをぶつける。

　暗黒騎士の鎧には、傷一つ付かない。

　中にいるウォルターには、なんのダメージもない。

　そんなことは分かっている。

　分かっていても、ノイエは殴なぐるのを止めなかった。

「ノイエ……」

　啓治は、そんなノイエの拳を、止めなかった。

　怒りをぶつける権利が、ノイエにあると考えていた。

「はあ、スッキリした。じゃ、着き替がえて」

　何度も何度も殴りつけて、ノイエは深呼吸をすると、個室の戸を開けた。

「着替え？」

　ウォルターがきょとんとしているのを見ることもせず、ノイエはその場で鎧を脱ぎ始めた。

「あなたが、私の鎧を着て、脱だつ出しゆつする」

「鎧を着替える──か」

　その言葉で、ウォルターも啓治も理解した。

　暗黒騎士ウォルターの姿から、暗黒騎士ゲイルの姿に変装して逃にげ出すということだろうと。

「そう、あのとき、暗黒騎士Ｅだった奴やつの案」

　ゲイルは手て際ぎわよく、鎧を脱ぎ捨てていく。

「確かに、それならば包囲網を突とつ破ぱ出来そうだ」

　ウォルターは素す晴ばらしい計画だと思ったが──

「大丈夫なのかな」

　啓治は簡単にはいかないのではないかと思った。

「心配ない。包囲している暗黒騎士に下された命令は、『ウォルターを出すな』だけ。他の暗黒騎士、私なんかは出入り自由」

　兜も鎧よろいも脱ぐと、そこには制服姿の『田中　ノイエ』が現れる。

　よく見る姿に、啓治は何故なぜかホッとした。

「確かに、それならば誰も気にしないだろう。有り難がたく──鎧を借りるぞ」

　ウォルターは個室に入り、鍵かぎを閉める。

「俺はどうすればいい？」

　ごそごそと着替えをしている音を聞きながら、啓治はノイエに問いかけた。

「あなたは……カモフラージュに使う」

「というと？」

「まず、あなたが抜け出そうとする。それを、他の暗黒騎き士しが止める前に、ウォルターが止める」

「ふむふむ」

「あとは、持ち場に戻ると言いつつ、ウォルターは脱出すればいい」

「俺はここに残る訳か」

「そうすることで、疑われるまでの時間を稼かせぐことが出来る」

「なるほど」

　ノイエの計画に、啓治は些いささかの異論もなかった。

「……だが、私一人で逃げるなど……」

　もぞもぞと着替えながら、ウォルターが呟つぶやく。

「この状じよう況きようは、あなたのせい。責任を取って──逃げて」

「ぐう」

　ウォルターはぐうの音ねしかでなかった。

「あとは──マホを信じる」

　ノイエは、胸に手をやりぎゅっと握にぎる。

「カナエのことは？」

　啓治は少し悪戯いたずらな笑えみを浮うかべた。

　ノイエは、カナエのことを嫌きらっている。

「ついでに信じる」

　悪態ではないことに、啓治は驚いた。

　なんだかんだで、カナエのことも信しん頼らいしているのだ。あれほど嫌っていた人物だったのに。

「でも、お前の鎧を貸すってことは、お前もヤバイんじゃないか？」

　ノイエがウォルターの仲間であると気付かれる訳にはいかない。

「心配ない。私の『暗黒騎士最弱』の肩かた書がきが守ってくれる」

　その言葉で、啓治は理解する。

「なるほど、お前は『鎧を奪うばわれた』ってことにするのか」

　鎧を貸す。という表現をするから、仲間だとバレるんじゃないかと不安になる。

　これはあくまで、ゲイルがトイレに行っている最中に、ウォルターに襲おそわれ、鎧を奪われたという話なのだ。

「この方法しか、今は考えられない」

　トイレから出てきた、暗黒騎士ゲイルの鎧に身を包んだウォルターは少し窮きゆう屈くつそうだった。

　身長も、スリーサイズも違ちがうのだから、当然と言えば当然だ。

「じゃあ、作戦開始」

「よし。行くか──」

　うん。と三人は頷いた。

　そして、ノイエを残し、啓治とウォルターはトイレを出て行く。

　その様子を、ノイエは見届けて個室に入ろうとした──が。

　ガラガラっと窓が開いた。

「やはり、ウォルターと通じていたか。ゲイルよ」

　エリザベスが、そこにいた。

「どうして……ここに……本土へ行ったんじゃ……」

　ノイエは、手に汗あせを滲にじませていた。

　心臓が、震ふるえていた。

「最初からいたさ。お前の後を付けていたからな」

　エリザベスはひょいっと窓から中へ入り、にやりと笑う。

「…………どうして」

　ノイエは、その言葉しか出てこなかった。

「ゲイルよ。お前の言動には、どこか違い和わ感かんが付きまとっていた。私が確信を得たのは、五人の面接が終わったときだ」

　かしゃん、かしゃん。

　鎧の足音がトイレに響ひびく。

　ゆっくりと歩いてノイエのところへと近づきながら、意い気き揚よう々ようと喋しやべる。

　エリザベスは、嬉うれしくて仕方がないとでも言いたげだった。

「……何か、ミスをした？」

　対して、ノイエの声は震えていた。

　まずい。

　これは、まずい。

　思考が上手く回らない。

　やばい。

　これは、やばい。

　そんな言葉しか、出てこない。

「あそこにいた暗黒騎士たちは、声を変えていたから、中身が男か女かも分からない。ウォルターですら、性別は特定出来ないと──お前が言い出したな？」

「……そう」

　そう言わなければ、兜かぶとを脱ぬがされるから、言うしかなかった。

「だが、お前は確かに言った」




『では、彼女たちは保留で。次の五人を、選んで』




「彼女たち。何故お前は兜も脱がさず、あの中の誰だれかが女であると知っていた？　いや、私にはこの言い方は、『ウォルターは女』で、ウォルターのことを『彼女』と言っているように聞こえたのだ」

「それは──」

　言い訳を、ノイエは考えていた。

　だが、どんな言い訳も、今は何の意味もない。

　ずっと最初からここにいた。

　つまり、やりとりを見ていたし聞いていたのだ。

　ウォルターと、連つるんでいるところを。

　鎧を交こう換かんする計画も、逃げ出す計画も全すべて聞かれていたのだ。

「だから私は思った。ゲイルは、ウォルターが女であることを知っているのにそれを黙だまっているか、あるいは、あそこにいるウォルターもどきの誰かが女であることを知っている。つまり──どちらにしても、ウォルターに荷か担たんしていることになる」

「私としたことが──」

「それともう一つ。言ったはずだ。暗黒騎士は動どう揺ようすれば、オーラで分かると。お前は、あのとき動揺しすぎていた。ああ、なんと清すが々すがしい気持ちだ。思おも惑わくをすべて看破したときほど、心が躍おどることはない。さあ、ゲイルよ。次はどうする？」

　エリザベスはにやりと笑った。

「……まだ、手はある」

「まだあるのか。是ぜ非ひ聞かせて欲しいモノだ」

「……ここでお前を倒たおせばいいっ！」

　ノイエはダークデーモンドアを開き、剣けんを取り出した。

　見られていた。聞かれていた。

　その証言を、封ふう殺さつするために、ノイエはエリザベスに斬きりかかる。

　エリザベスはぷっと噴ふき出すように笑ってしまった。

　暗黒騎士の鎧もなく──奇き襲しゆうも出来ず──狭せまい場所で──正面から──

　アメリカンショートヘアが、ベンガルトラに挑いどむようなモノ。

　肉球のデカさが違う。

（どうやって、一いち撃げきで屠ほふってやろうか）

　そんなことまで考えていた。

　ノイエは、エリザベスがそんなことまで考えていたことも、分かっていた。

　三み毛け猫ねこが、ホワイトタイガーに挑むようなことだとも分かっていた。

　肉球の横よこ幅はばが違う。

（私の任務は、依い然ぜん変わらない。『時間稼ぎ』──エリザベスよ、せいぜい、子猫と遊んでいれば良い。ウォルターが、逃げるまでの時間を）

『最弱の暗黒騎士』は今──友のため、どう足あ搔がいても勝てない相手に一いつ騎き打うちを挑んだのだ。

　どう足搔くか──というところにだけ集中して。







　　　第三章「ギース・ハワードの烈れつ風ぷう拳けん」







「逃にげようとしているっ！　潰つぶせっ！」

　暗黒騎き士しの怒ど号ごうが飛んだ。

　啓けい治じは、重い暗黒騎士の鎧よろいを着たまま、全力疾しつ走そうしていた。

　息が上手うまく出来ないフルフェイス。

　ままならない呼吸で、思いっきり走る。

　後ろから、同じく漆しつ黒こくの鎧を纏まとった男なのか女なのかすら分からない集団が追いかけてくる。

　その数は──五人。

　啓治は捕つかまる訳にはいかなかった。

　暗黒騎士ウォルターに捕まらなくては、作戦が台無しになる。

「待てぇい！」

　と言われて待つ奴やつはいない。

　校舎の裏、プールの横を駆かけ抜ぬける。

　勝手を知った地形だ。

　追いかけられても、逃げ切る自信があった。

　だが──距きよ離りはどんどん縮まっていく。

　あと少し──もう少し──

　ごす。

　正面から、ラリアットを喰くらい、啓治はその場に倒れた。

　ラリアットをぶちかましたのは──暗黒騎士ゲイル──の鎧を纏ったウォルターだ。

（よしっ！）

　第一段階は、成功した。

　砂じや利りを巻き上げて、背中から地面に転がった啓治の胸に手を当てて、ウォルターは叫さけぶ。

「ここは私に任せろ！　他ほかにも脱だつ走そう者が出るかもしれん！　持ち場に戻もどれっ！」

　追いかけてきていた五人は、その声を聞いて、速度を落とし、一人、また一人と引き返していく。

　たが、その内の一人が──こっちへやってきた。

「ゲイル？　ここで何をしているんだ？」

　暗黒騎士が誰なのかは、鎧で決まる。

　暗黒騎士は沢たく山さんいて、それぞれが違う鎧なのだから、いちいち覚えてる人間は少ない。

　ゲイルを知っている暗黒騎士が、たまたま一人いた。

　それだけのこと。

　それだけのことだが、啓治とウォルターは口から心臓が飛び出るような気持ちだった。

「ちょっと、コンビニに行こうとしたところ、この脱走者を見つけた」

　啓治は、暗黒騎士たちの言語、会話が分からない。

　だから、助けようにも、今がどういう状じよう況きようなのかも分かりかねていた。

　もうバレているのか、疑われているのか。

　それとも、疑われていないのか。

　ただ、いつでも戦えるようにはしておこうと緊きん張ちよう感かんの糸だけは張り巡めぐらせていた。

「……そうか。……少し、背が伸のびたか？」

　その暗黒騎士は、ぐるりとウォルターの周りを回る。

　ウォルターは心の中で、赤ずきんちゃんを思い出していた。

（思い出せ！　狼おおかみさんはどうやって赤ずきんを騙だまし通した！）

「え？　ああ、少しな。お前の声がよく聞こえるようにだよ」

「……少し、声も変わったような」

「え？　ああ、少しな。お前の声が、よく聞こえるようにだよ」

「胸も、五〇倍ぐらいに──」

「ああ、少しな」

「……髪かみの色も……」

　ウォルターは困り果てた。

　誤ご魔ま化かす言葉が、もう何も出てこない。

　かくなる上は──

「い、イメチェンだっ！　なんだ！　イメチェンに成功して何が悪い！」

　逆ギレで対応した。

「お、おお……そこまで怒おこるとは思わなかった。すまん」

　その対応が功を奏した。

　この暗黒騎士は、強く言われると追つい及きゆう出来なくなるタイプだったのだ。

「では何か？　ちょっと背が伸びて、胸が大きくなって、声が変わって、髪の色が違ちがうからと言って、別人だとでも言うのか！　バカバカしい！」

　ここぞとばかりに、声を荒あららげる。

「……そうやって並べられると…………別人かなと思ったりするが、そこまで言うからには、本人なのだろうな」

　この暗黒騎士は、純じゆん粋すいだった。

　狼に食べられてしまう赤ずきんちゃんと同等か、それ以上に──

「うむ。では、さっさと持ち場に戻れ。任務が何よりも大事だ！」

「ああ、終わったら、久しぶりに電気街にでも遊びに行こう」

「楽しみにしているよ」

（セーっっっっっっっっっフ！）

　ウォルターは心の中で、テレマークのポーズを取っていた。

　こうして、最後の一人もいなくなり、ついに、啓治とウォルターは二人きりになる。

　校舎の裏からフェンスを越こえて、あとはただ逃げるだけ。

　上手く行った。

「啓治くん。一いつ緒しよに行こう」

　伏ふせていた啓治の腕うでを取り、立ち上がらせる。

「そうだな。まだ包ほう囲い網もうを抜けたとは言い切れないし、この先でも俺を捕まえたということにして切り抜けられるかもしれない」
















　啓治とウォルターはフェンスの割れ目をくぐり、学校の敷しき地ちの外。うどん屋さんの裏手にある細い路地を通って四車線の道路に出る。

　ここまで来れば、包囲網を抜けたと言っても良いだろう。

　ほっと一息吐つこうとしたが──

「やあウォルター。やっと会えたな」

　そこに、エリザベスがいた。

「何故なぜ……」

　ウォルターは目を丸くした。

「何故かって？　──私が優ゆう秀しゆうだからだ」

　にっこりと、エリザベスは微ほほ笑えんだ。

　エリザベスの周りに、ずらりと並ぶ暗黒騎士たち。

　その数は、三〇人ほどだろうか。

　車道の真ん中に、エリザベスは腕を組んで立ち、三〇人の暗黒騎士は、扇おうぎのように陣じん取どっていた。

　右にも、左にも、逃げられそうにない、ゾーンディフェンス。

　学校に戻っても、これ以上の暗黒騎士に囲まれるだけ。

　万事休す。

　何故居場所がバレたのか。

　いつバレたのか。

　そんなことを考えている暇ひまはなかった。

「やるしか、なさそうだな」

　と、啓治が拳こぶしを握にぎる。

　もう、こうなったら突とつ破ぱするしかない。

　ウォルターは、そんな啓治を見て、奥歯を嚙かみしめた。

　啓治は戦う覚かく悟ごを決めた。

　だが、ウォルターは決めかねていた。

　今戦って、勝てるだろうか？

　いや、絶対に勝てない。

　降こう伏ふくすれば、少なくとも啓治は殺されずに済むだろう。

　だが、戦ってしまえば──

　どうする？

　戦うか、諦あきらめるか──

　そんなウォルターの心境を知ってか知らずか、エリザベスは一歩前へ出る。

　決断への、催さい促そく。

　ウォルターは、決意した。

　ここは、啓治の、愛する人の命が第一だ。

　ウォルターは、一歩前へと進む。

　その足取りを見て、啓治は驚おどろく。

　構えていない、ただの第一歩。

　敵を前にして、すり足でもなく、ただ歩くだけの第一歩。

　それは『戦わない』という意思表示だったから。

　そんなウォルターの決意に気付いたのは、エリザベスも同じだった。

　にっと口の端はしをつり上げ、手を伸ばす。

「さあ、一緒に来てもろへいやっ」

　どん。と鈍にぶい音がして、エリザベスの体はくの字に折れ、横に吹ふっ飛んだ。

　ステップワゴンに、轢ひかれたのだ。

　突とつ然ぜんやってきた、ステップワゴン。

　包囲していた暗黒騎士たちは咄とつ嗟さに避よけたが、エリザベスに注意勧かん告こくする暇はなかった。

　ここにいる暗黒騎き士したちは、この世界に来たのが初めてで、『車』がどれほどの『パワー』を持つか、知らなかったのだ。

「くっ……たたたた……」

　暗黒騎士の鎧を着ていても、一〇〇キロ以上の速度での、『ノーブレーキステップワゴン突とつ撃げき』を受けては、無傷とはいかなかった。

　スライドドアが開き、中から暗黒騎士ウォルターもどきが手を伸ばす。

「啓治様！　ウォルター殿どの！　こちらへ！」

　その暗黒騎士には、番号札が付いていなかった。

　暗黒騎士ウォルターの鎧よろいは、一〇〇しか複製していない。

　この暗黒騎士は、体育館にいた人間だ。

　さらに、番号札が付いていない。

　今、一〇〇人の暗黒騎士ウォルターの中で番号札が付いていないのは、最初に面接を行った五人だけ。

　ノイエが回収した、あの五人だけなのだ。

　つまり──彼は暗黒騎士Ｃ、Ｄ、Ｅのどれかである。

　そう、ノイエにヒントを与あたえた暗黒騎士。

　この計画をノイエの前に思いついた人物だった。

「早くっ！」

　啞あ然ぜんとするウォルターと啓治に、声を掛かけながら、その兜かぶとを取ると──

「……お前……豊ゆたかっ！」

　暗黒騎士Ｅの正体。

　それは、啓治の親友であり、相談役でもあるクラスメイト。辻つじ本もと豊だ。

　顔を明らかにしなければ、信じて貰もらえないと豊は思ったのだ。

　正体がわかり、啓治はウォルターの背中を押す。

「うわったっ」

　どん、と思いっきり背中を押されて、車のところまでよろめくと、がっしりその腕を豊が取った。

「出せっ！　豊っ！」

　啓治は、この場に残って時間を稼かせぐつもりだった。

「その役目は、あなたではない」

　そこに、ずらりと暗黒騎士がいた。

　全すべてが、暗黒騎士ウォルターの鎧。

　体育館にいた連中が、集団で脱だつ走そうを図はかったのだ。

「啓治くん！」

　ウォルターは手を伸ばす。

　今がチャンスだ。

　今しかない。

　一緒に逃にげるなら──

「みんな……すまん」

　啓治は気付いてた。

　彼らがここに来たのは、ウォルターを逃がすためだけではない。

　自分も逃がすためなのだと。

　ここで啓治が残れば、みんなの頑がん張ばりが無む駄だになる。

　啓治はその手をしっかりと握り締しめ、ステップワゴンは走り出す。

「逃が──すっ！」

　立ち上がったエリザベスが、ステップワゴンに摑つかみかかろうとした。

　が、もう一台やってきたランボルギーニカウンタックに思いっきり撥はねられた。

　その間に、ステップワゴンは走り出す。

　その目的地は、群ぐん馬まにある鞍くら馬まの屋や敷しき。

　暗黒騎士が後を追うが、車の速度には、追いつけない。

「君たちは、誰だれなんだ？」

　新車の匂におい漂ただよう車内で、ウォルターが聞く。

「俺たちの部隊は、『波は旬じゆん』直属の実行部隊。俺の名前も、そのときそのときで変わるんだが──一番最近呼ばれた名前で言うならば──『ツボ浅軍団』だ」

　そう答えたのは、豊だった。

「波旬の実行部隊…………お前、親おや父じの部下だったのか」

　啓治は、むっとした表情を見せていたが、暗黒騎士の鎧姿だったので、それは表には出ていなかった。

「騙だましていて、すいません。俺はただ、あなたと友でいたかった」

　だが、豊は分かっていた。

　啓治にとって、最も憎にくい相手が、父親だ。

　憎いと思っている理由は、監かん視し下に置かれていたため。

　そこから逃げ出したのに、結局その憎い相手の命令で、監視されていた。

　それを知れば、きっと啓治は豊を嫌きらいになるだろう。

　それが──ミスコンで、マホに脅おどされていた秘密。

「嫌われるかもしれないから黙だまっていたってことか……お前だったら、そんなことぐらいで怒おこったりしないのに」

　窓の外を見て、啓治は不ふ機き嫌げんそうに言う。

　対向車はいない。

　逃とう走そう経路を確保するために、交通規制を掛けたのだろう。

　時速一〇〇キロ前後で走行したまま、ステップワゴンは高速道路へと入っていく。

「どうして？　啓治様は、大親父様をお嫌いでしょうに」

　もっと批ひ難なんされると思っていた豊は、怪け訝げんな表情を浮うかべていた。

「その敬語やめてくれ。こそばゆい。俺だって──お前と友達でいたいからさ。怒いかりは覚えているが──すぐに忘れることにした」

「……それがお望みでしたら、言われた通りにいたします」

「してねえ！」

　敬語を使うなと指示し、それを了りよう承しようした言葉が敬語だった。

　英語禁止ゲームをやろうかと提案して、『ＯＫ』と答えられたようなもどかしさを啓治は感じていた。

「もう一人助けてくれたのは、誰なんだ？」

　ウォルターが再度問う。

「あー、カウンタックなら」

「俺だよ」

　ちょうど話しているときに、カウンタックが併へい走そうしてきた。

　まるで、自分の話題が出るのを待っていたかのように。

　その人物が誰なのか、ウォルターは顔を見ても尚なお、分からなかった。

　神社の神かん主ぬしのような格好をした、初老の男性。

　オールバックの白しら髪が交じりの頭に、筋骨隆りゆう々りゆうな体付き。

「レイジングストームの方ですよね？」

　もしかして……とウォルターが呟つぶやく。

「誰がギース・ハワードだ！」

　叫さけぶように、初老の男は否定する。

　その男のことを、啓治は知っていた。

　知っていたからこそ、誰なのかを紹しよう介かいしなかった。

　顔も見たくはない。

　その人物こそが──啓治が最も憎い存在。

　父だったから。

「何をしに来た」

　顔も見ずに冷たく言う。

「神しん藤どう魔ま歩ほの奴やつが、頼たのみに来たんだ」

　ギース・ハワード似の父は、楽しそうに言う。

「神藤が？　お前とどういう関係なんだよ」

　お前──という呼び方に、豊が悲しい表情を浮かべる。

　啓治は、誰かに話すときは『親父』と言えるが、本人には『親父』と呼びかけたくなかった。

　それは、ほんのちっぽけな、抵てい抗こうだった。

「あいつとは、波旬の座を争った仲だ」

「……あいつ、波旬候補生だったのか。で、お前が勝った」

「いや、俺は負けた」

「え！」

　現波旬である『鞍馬の大親父』が、負けたなら、波旬は神藤魔歩なはずだ。

　少し、啓治の頭が混乱してきた。

「あいつは、波旬になることがゴールだったみたいでな。三カ月で波旬を辞して、俺が後を継ついだ。というより、強引に譲ゆずられた」

「あいつが、波旬……」

　啓治は、マホの異様なまでの行動力と謎なぞの権力の正体に、やっと気がついた。

　今まで、様々な欲よくを叶かなえてきたその姿は、『波旬』に相応ふさわしい。

「で、話を戻もどすが、神藤魔歩は俺にこう言った。『バカで浅はかな友達を救って欲しい』と」

「バカで浅はかな友達──」

　豊と啓治は、呟いたウォルターをちらりと見る。

「誰のことなんだ？」

　ウォルターは腕うでを組み、首を傾かしげて悩なやんだが、答えが出ない。

（き、気付いていないっ！）

　豊は驚きよう愕がくした。

「もしかして、神藤はこうなることを分かっていたのか？」

「そうだ。あいつは『獅し叢むら鼎かなえを王にする』第一の策。『時間稼ぎをして真犯人を捕つかまえる』第二の策。その二つを合体させる第三の策──」

　そう言えば、啓治の部屋での話し合いのとき、マホは『鞍馬の大親父に会ってきた』と言っていた。

　だが、それは──話し合う前の話。

　つまり、マホはあの話し合いのときすでに、今回の作戦。──マホの言う『第三の策に決まる』と読んでいた。

　カナエが王になると言い出すことも、ノイエが替かえ玉だまを出すと言い出すことも、全て読み通りだった。

　そして──

「そして、第四の策を提示した」

「第四の策？」

　その話は、初耳だった。

「この案は、きっと暗黒騎き士しが了承しない。だが、結局はこの第四の策に移行するだろうと言っていた」

　きっと了承しない。だからこそ、マホはみんなの前ではこの第四の策を提示しなかったのだ。

「その策ってのは？」




「彼女を狙ねらってくる暗黒騎士を、全すべて倒たおす」




　鞍馬の大親父の言葉に、ウォルターは目を丸くする。

「ば、バカな！　暗黒騎士と戦って、勝てるわけがなかろう！　そんな愚ぐ策さくに走らせる訳にはいかない！」

　ぐいっと頭を突つき出して、ウォルターは叫ぶ。

　その言葉に、鞍馬の大親父は大きな声で笑った。

「はははははははっ！　そう言うだろうと言っていたよ。では──神藤魔歩の言葉を伝えよう。エールリンク・ラグナ・ウォルター。あなたは茶ちや渋しぶ並みに頑がん固こだろう？」

「茶渋……」

　何やら良いモノではないたとえに、ウォルターが呟く。

「私もそうなのだよ」

　その言葉は、ウォルターの頭の中で、マホの声で再生された。

「マホの奴──」

　この場にいないのだから、糾きゆう弾だんすることも意見することも出来ない。

　ウォルターはもどかしい気持ちで、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「ってことは、今のこの状じよう況きようも、あいつは分かっていたってのか？」

「今のところ、想定外の出来事はない。このまま逃にげつつ、奴らを屋敷へ連れて行く」

「屋敷へ？」

「ここで戦せん闘とうは出来ない。色々な邪じや魔まが入るからな」

「戦って、勝てるもんなのか？」

「それはやってみないことには分からん。神藤魔歩の予測では、勝率は一二％」

「一二％……確かに、やってみる価値はあるかな」

　啓治は、ふむと頷うなずいた。

「だが……しかしだな……」

　ウォルターは未いまだ、反対だった。自分の命を救うために、多くの人間が命を懸かける。

　そんな状況になってしまったことを、悔くやんでいた。

「それにしても、気付いてくれてよかった」

　ウォルターが何かネガティブなことを言う前に──と、豊が話を切り替える。

「ん？」

「俺の暗号だよ。エビの」

「エビ……」

　啓治は思い出した。

　あのとき、集団面接で暗黒騎士Ｅが執しつ拗ようにエビと回答していたことを。

「エビは暗黒騎士ＡとＢがお二方であることを意味していたんだ」

「わかるかぁっ！」

　啓治は叫んだ。エビビームから、それが自分たちを表していたなんて、推理出来るはずがないと。

「なるほど。エビの殻からを剝むいてから鍋なべに入れる。あれは鎧よろいを脱ぬがして、鍋──つまり兜かぶとをすげ替えろという意味なのだな」

「そうそう」

「ええ……」

　ウォルターが即そく座ざに解読し、啓治は一人、困こん惑わくしていた。

　あれだけの情報で、その結論に至る奴なんか、一人もいないと思っていたのに。

「それなら、エロメイドが気付いてくれたようだ。エビがＡとＢだと分かれば、私も解けたが」

　ウォルターはエビという回答が暗号であるという可能性を考えなかった。

　だが、それが分かれば、ノイエのように豊の意図が分かったのだ。

「あいつが？　俺はてっきり、啓治…………様だと」

「悩んだ末に様付けすんじゃねえよ。呼び捨てろそこはもう」

「すいません」

　謝る言葉に、はあと啓治は溜ため息いきを吐つく。

　豊が友ではなくなってしまったような気がして、寂さびしかった。

「ノイエは、無事だろうか？」

　啓治はぼそりと呟く。

　父との会話より、ウォルターや豊たちと話をしたかった。

「私はエリザベスが先回りをしていたことが、気になる」

　ウォルターは、悪い予感がしていた。

　あそこで、あのタイミングでエリザベスがいた。

　それは、ノイエが『ウォルター側の人間』であると気付かれたことを意味している。

　そうでなければ、追いかけることは出来ても、先回りは出来ない。

「……ノイエ……田た中なかノイエか」

　鞍馬の大おお親おや父じが話に入ってくる。

「このことも、神藤は言っていたのか？」

　今のこの状況がマホの想定内だったら、ノイエが捕まることも想定の内だろう。

「ああ、『田中ノイエなら、上手うまく敵に溶とけ込むだろう。その刃やいばが、切り札となる』とな」

「それだけ？　ノイエが敵を騙だませず、あるいはスパイであるとバレた場合はどうするって言ってたんだ？」

「………………もしかしたら、それ、想定外」

「えっ！」

「乱戦に持ち込んで、ドタバタの中、敵の総大将を田中ノイエが奇き襲しゆうする計画だった。今敵の手に落ちたなら、その作戦すら伝えられない」

「おいおい」

「……まあ、俺が聞いてないだけで、あいつだったら何かしら策があるだろう」

　と、楽観的に笑う父親に、啓治は冷めた目を向けた。

　そのとき──

　どん。

　と爆ばく発はつ音が起きて、カウンタックが炎えん上じようした。

「暗黒騎士だっ！」

　ウォルターが叫さけぶ。

　それは、以前ノイエにも奇襲で使われた魔ま法ほう。

「大親父様っ！」

　豊が身を乗り出して、減速するカウンタックを覗のぞき込む。

　鞍馬の大親父は、上じよう半はん身しん裸はだかの状態で腕を組み、カウンタックの上に立っていた。

「追いつかれるとは。これも想定外──いや、想定内か。神藤魔歩め」

　鞍馬の大親父は、にっと笑った。

　マホの計画では、ウォルターを鞍馬の屋や敷しきへ連れて行くことになっている。

　そのとき、暗黒騎士の追っ手から必ず振ふり切れると断言していた。

　何故なぜ断言出来たのか。

　何故、総大将である『波旬』が自ら現地へ赴おもむかなければならなかったのか。

　そもそも、ノイエが捕まることを想定していない訳がない。

　その答えが、これだ。

　最高戦力である『波旬』、鞍馬の大親父が、追っ手の相手をするからだ。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶなのか！」

　啓治もさすがに心配になって、声を掛かける。

　ぐっと親指を立てて、啓治の言葉に応こたえる鞍馬の大親父の前に、バイクに乗った暗黒騎士が三人やってきた。

「……烈れつ風ぷう拳けんっ！」

　目で見えるほどの密度の高い風が、道路を切断した。

　バイクに乗っていた三人は、砕くだけたアスファルトに足を取られ、盛せい大だいに転ぶ。

「やはり、彼はギース・ハワードだったのか」

　ウォルターは感激していた。

　奇くしくも、彼の技わざは、ゲームの技と同じだったのだ。

「さあて、お兄さんと遊んで貰もらおうか」

　大事故を起こしたにも拘かかわらず、すっくと立ち上がる暗黒騎士たちに、波旬が立ちはだかった。

　その鍛きたえ抜ぬかれた肉体が──真しん紅くに染まっていく。

「……絶対死ぬなよっ！　クソ親父っ！」

　自分のために、暗黒騎士ウォルターのために、今命を張ろうとしている。
















　そんな父の背中に、啓治は声を掛けた。

　消えていくステップワゴンを見届けながら──

　鞍馬の大親父は涙なみだを流していた。

　一人の暗黒騎士が剣けんを取り、正面から突とつ撃げきしてくる。

　残りの二人はバイクを起こし、ステップワゴンを追いかけようとしたが──

　三人とも、突風で吹ふっ飛ばされる。

　高こう架か下したへ吹き飛ばすことも出来たが、あえてそこまでは吹き飛ばさない。

　目の届く位置に、置いておきたいから。

「俺は、お前らに感謝している」

　暗黒騎き士したちに、日本語は通じない。

　だが、波旬は語る。

「動物は、生まれた時に『親』を知る。だが、一度そのタイミングを逃のがすと、『親』は『他人』となるんだ。俺は、そのタイミングをずっと逃し続けて来た。それでも、俺はいいと思っていた。──だが、あいつは言った。クソが付いてはいたが、確かに『親父』と呼んでくれた。それが、これほど嬉うれしいとは思わなかった」

　斬きりかかる暗黒騎士の剣を弾はじき、拳が兜を叩たたく。

　波旬の渾こん身しんの一撃は、暗黒騎士の鎧に、ヒビを入れることが出来た。

　風は、少しの隙すき間まがあれば入り込む。

　そして、口を塞ふさぐだけで──人は意識を失うのだ。

「感動を、ありがとう」

　三人の暗黒騎士は、気がつかない間に、倒たおされていた。

　風使いの一族。

　その族長であり、『神』である彼は、暗黒騎士といえども、簡単に倒せる相手ではないのだ。

「さて、息子むすこに追いつくかな」

　ざくっ。

　軽くいなして、踵きびすを返した瞬しゆん間かん──背後から脇わき腹ばらに、剣が刺ささった。

「もう第二陣じんが来たのか」

　見れば、新たに五人の暗黒騎士。

　近くにはいない。

　刺さった剣は、投げつけられたのか飛んできたのかもわからない。

　振り返ったときに──背中を剣で斬られた。

　三人の暗黒騎士は、すでに意識を取り戻もどしていたのだ。

「……思ったより、強ぇなこいつら。……息子の顔、もっと良く見たかったな」

　鞍馬の大親父は、どくどくと流れる血を抑おさえ込むように手で脇腹を押さえながら、はにかんだ。







　鞍馬啓治は、ずっと窓から外に顔を出していた。

　猛もうスピードで高速道路を駆かける車。

　風が、後頭部に当たり続けているが、暗黒騎士の兜をしていたため、苦にはならなかった。

　追っ手が来る様子はない。

　交通規制をどこまでしているのか計画を知らないが、高速道路に車はこの一台しかなかった。

「……啓治様、信じましょう」

　そんな啓治に、豊が声を掛ける。

「……ああ、本当にムカつくちゃらい親父だけど……暗黒騎士の一人や二人に負けるような奴やつじゃない。ただ……俺も一いつ緒しよに戦ってたらって思って」

「今は、計画をちゃんと遂すい行こうすることだけを考えましょう」

「今からでも──」

　豊の言葉は啓治の耳には届いていないのか、啓治はずっと行くべきかを悩なやんでいた。

　そんな啓治の体をぐっと車内に引きずり込み、豊は言う。

「お前なんかより、俺たちの方がよっぽど加勢したいさっ！　今すぐ、大親父様を救い出したいっ！　お前だけの大親父様じゃねえんだよ！　何女め々めしくずっと後ろ見てんだよ！　お前が見るべきは、前だっ！」

　啓治より、部下である豊の方が、大親父を尊敬しているし、尊重している。

　なのに、自分だけがとでも言いたげな啓治に、豊はムカついて仕方がなかった。

「……やっと、気持ち悪い喋しやべり方が改善されたな」

「……すいません」

「いや、俺の方こそすまなかった。そうだよな。ツボ浅軍団の方が──で、このあとの計画は？」

「屋敷に着いたら、暗黒騎士さんを啓治──の部屋に監かん禁きんしつつ、山で暗黒騎士を迎むかえ撃うつ」

「迎え撃つ……か」

　マホの計画に『大親父による足止め』は含ふくまれている。

　マホは、分かっていた。

　大親父では、暗黒騎士を倒しきれない。

　必ず、討うち漏もらすだろうと。

　そのことまでは、啓治は気付かなかったが、豊は気付いていた。

　だから、切なかった。悔くやしかった。

　この計画で、主人である鞍馬の大親父が、死ぬかもしれないことを知っていて、加勢出来なかったのが。

　自分が、足止め出来るほど強ければ──と思えば思うほど、悔しかった。

「敵は、今必死に追いかけてきている。暗黒騎士を全員まとめて相手にするのは不可能。追ってくる少数を、数的優位で各個撃げき破はしていくのが、神藤の『第四の策』だ」

「なるほど、この車を見失う訳にもいかないから、隊列や陣じん形けいを無視して、一人一人が全力で追ってくるのを狙ねらってるのか」

「だとすれば、あのとき、ここにいる全員で迎え撃てば、あのギース・ハワードも一緒に逃にげられたのではないか？」

　ウォルターの提案に、啓治も豊も「うん」とは首を縦に振らなかった。

「……いえ、我々では、大おお親おや父じ様の足手まといにしかなりません」

　その言葉を裏付けるように、烈れつ風ぷうが吹き荒あれた。

　急な追い風に、ステップワゴンの後輪が少し浮ういた。

「なんだ！」

　風がぶつかる音に、ウォルターは驚おどろき、後ろを振り返る。

　リアガラスの向こうに見えるのは──竜たつ巻まき。

　巨きよ大だいな竜巻が、砂さ塵じんを巻き上げ、茶色く変色して空高く舞まい上がっていた。

「……凄すさまじいな」

　ウォルターは、天変地異のような光景に、呟つぶやいた。

　足手まといになる。

　たしかに、あの戦い方の前では、邪じや魔まだろうとウォルターは納なつ得とくした。







「三九人！　暗黒騎士が、三九人もやられたと言うのか！」

　報告を受けて、エリザベスは驚きよう愕がくした。

　ウォルターを追いかけさせた暗黒騎士が、三九人倒されたと言うのだ。

「殺されてはいないが、数日は戦えない状態だと」

　報告をしていたのは、暗黒騎士ロマーリア。

「一いつ騎き当とう千せんの暗黒騎士を、三九人……敵は四万以上の兵力を用意していたことになるな」

　異様な事態に、エリザベスは溜ため息いきを吐つく。

「……いえ、相手は、一人でした」

　そんなエリザベスに、ロマーリアは震ふるえた声で言う。

「たった一人！　その者は？」

　エリザベスは驚愕せざるを得なかった。

　ロマーリアが恐きよう怖ふを感じるのも無理はない。

　ウォルターであっても、一人で三九人もの暗黒騎士を再起不能には出来ない。

「捕とらえました。というより、『もうギブアップ』と訳の分からないことを言ってその場に座り込んだので……降こう伏ふくしたと思いまして。殺しますか？」

「いや、捨て置け。それほどの力を持った人物。人質としての価値も高いだろう。まさか、こちらが捕らえた人数より、やられた人数の方が多いとは──」

　エリザベスは誰だれにともなく呟いた。

　ウォルターを逃がしたとき、体育館にいた一〇〇人弱の『暗黒騎士もどき』も一いつ斉せいに逃げ出した。

　そして、捕つかまえられたのは、三五人。

　ウォルターの追つい跡せきに人数を割さきすぎたせいか、半数以上も逃してしまった。

「なるほど」

「それと──追いかけた者たちを連れ戻せ」

「え？　ウォルターを諦あきらめるのですか？」

「相手の戦力を甘く見ていた。一対一で負けてしまう可能性も考えれば、一丸となって事に当たるべきだ」

「……確かに。ですが──」

　ロマーリアの懸け念ねんを察して、エリザベスは続く言葉を手で制した。

「ウォルターの居場所なら、奴が知っている」

　くいっと親指を向けた所にいたのは、田中ノイエ。

　両手を縛しばられ、両足を縛られ、体育館の床ゆかに寝ねそべった状態になっていた。

「言うと思う？」

　バカにするな、とノイエは睨にらみ付ける。

　制服は所々破れ、乾かわいた血が黒いシミを作っていた。

「……この状じよう況きようなら言うだろ？　死ぬぞ貴様」

「友を裏切るぐらいなら、死んだ方がマシだ」

「……そうか。ならば死んで貰もらおう」

「そう願う」

　死を恐おそれぬノイエの瞳ひとみに、エリザベスは考える。

　より恐怖を与あたえる言い方をしなければならないと。

「この場でさくっと斬きり殺すことはしない。苦しんで苦しんで死ぬ方法──そうだ。王と同じく──ヘポロイエンで毒殺してやろう」

　ヘポロイエン。

　その単語に、ノイエは引っかかりを感じた。

「毒の種類、何故なぜ知っているの？」

「え？」

　エリザベスが聞き返す。この期ごに及およんで、何を言い出すのかと。

「ふぐの毒はテトロドトキシン。だけど、検出された毒は、違ちがうモノだった」

「検出……だと？」
















　エリザベスの心臓が、どくんと一つ大きく打った。

　ノイエの言おうとしていることはまだ分からないが、嫌いやな予感が心の中を支配していく。

　言いしれぬ不安。

　それは、声や言葉のせいではない。

　ノイエの、目のせいだ。

「私の……『仲間』が王のご遺体を──『検死』した」

「ケンシ……なんだそれは！」

　エリザベスは狼狽うろたえていた。

「私たちの世界にはない技術だけれど、この世界では、死んだ人間がいつどうやって死んだかを特定する技術がある」

「……だからどうした」

　エリザベスは、嫌な予感の正体に気付いた。

　ノイエの目は、真実と正義という『輝かがやき』に満ちていたから。

「いえ、ただ単に、我々にはない科学技術をもって尚なお、未いまだ特定出来ていない毒の種類を、何故あなたが知っているのかを、興味本位で知りたいだけ」

「一番身近にある毒だからだ。我々の世界で毒殺と言えば、ヘポロイエンだろう？」

「そう」

　エリザベスは、王に最も近い位置にいた暗黒騎き士しだ。

　元々、力がある方ではない。

　武力よりも知力で勝ち取ってきた地位。

　いや、それは、王に寵ちよう愛あいを受けていたという一点だけかもしれない。

　王は、優ゆう秀しゆうな人間ほど近くに置きたくはなかった。

　ウォルターは決して頭が切れる人間ではなかったが、一騎当千の強者だったために、異世界へと追いやられた。

　同じように、様々な暗黒騎士が王都を離はなれ、地方に散らばっていった。

　だが、エリザベスは最初から最後まで、ずっと王の下もとにいた。

　殺害するチャンスは、どの人間よりも多い。

　もし、これが正しければ──

　エリザベスだ。

　この暗黒騎士が、王を殺した真犯人だ。

「残念だけど、ヘポロイエンは、この世界には──ない」

　この世界から持ち込んだはずの毒。

　だが、その毒はこの世界にはない。

「げ、現に王は毒殺されたのだ！」

「そう……あなたによって」

　と勝ち誇ほこったような笑えみを浮かべるノイエの口を、エリザベスはばっと手で覆おおった。

　それは──ノイエの考察を肯こう定ていしたことと、同義だった。

　ダークデーモンドアを開き、猿さるぐつわを取り出して、急いでノイエに嚙かませると、エリザベスはほっと一息吐く。

「生意気な口は、塞ふさぐに限る」

「口を塞いだら、場所を聞き出せないのでは？」

　すぐ後ろにロマーリアがいて、エリザベスはびくりと体を震わせる。

　聞かれて、いなかっただろうか？

「……あ、えっと……そうだ！　こいつは通信機器を持っていた！」

　エリザベスはノイエの体をごそごそと探さぐり、スカートのポケットからスマートフォンを取り出した。

「この世界の文明は高度過ぎます！　扱あつかえるのですか？」

　未知の物体。

　文明の利器。

　銃じゆうすらないレベルの文明にいる暗黒騎士たちにとって、スマホは宇宙人が持っているレベルの『兵器』だった。

「……このサイドにあるボタンを押せば──」

「つ、点ついたっ！」

「「おおー」」

　拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　画面には、日付と時間が出ている。

　画面に、触ふれてみるが──反応しない。

　その様子を見ながら、ノイエは内心で笑っていた。

（暗黒騎士の籠こ手てを付けた状態では、スマホは反応しない。ウォルターがスマホを持ち歩かない理由が、それだ）

　ノイエは普ふ段だん、暗黒騎士としてではなく、女子高生として生活している。

　それは、より文明を肌はだで感じたいという思いからだったが、ウォルターは違った。

　この世界に於おいても、『暗黒騎士』であり続けた。

　一番手に入れたかった、スマホを断念してでも──

「くっ」

　エリザベスは苛いら立だちを露あらわにした。

　何をどうやっても反応しない。

　カメラの機能ならば、長押しすれば起動するのだが、ボタンを長押しするという発想すら、出ては来ない。

　ただ、電源を入れたり消したり、通知設定をバイブにしたり、音量を上げたり。

　その程度しか、使いこなせなかった。

「そうだ。捕らえた人質にやらせよう」

「なるほど！」

「この中で、この国の言葉を話せる者はいるか！」

「あ、私ほんの少しだけなら」

「おお、ロマーリア。頼たよりになる。では、この通信機器を用いて、ウォルターに言え。人質交こう換かんだとな」

「では早さつ速そく──」

　ロマーリアはスマホを受け取り、体育館の端はしに寝そべっている暗黒騎士ウォルターの集団の下へと向かう。

　三五人の『暗黒騎士もどき』は、ノイエと同じく手足を縛られ、床に寝そべっている。

　ロマーリアは、こういう捕ほ虜りよに対して、高圧的に接するか、友のように接するかをいつも悩なやむ。

　恐怖に怯おびえる者には、高圧的に接する方が情報を聞き出せるが、精神的に発達している者には、意地を通されてしまう。

（よし。優やさしく行こう）

　と、ロマーリアは決意した。

　ここにいる『暗黒騎士もどき』共は、ノイエと同じように度胸がある連中だろう。

　高圧的な態度を取れば、必ずぶっきらぼうに返してくるだろう。

　ロマーリアは、口角を上げて、満面の笑みを作り出し、一番近くに寝そべっている暗黒騎士もどきに話しかける。

「ワレ、今何さらしとんじゃこら」

　ロマーリアの知っている日本語は、ちょっとだけ局地的なモノだった。

　声こわ色いろは優しい。だが、あまりに威い圧あつ的。

「……」

　答えは、ない。

　ロマーリアは手の拘こう束そくを解き、スマホを手に握にぎらせる。

「ワレこれやったらんかいワレ」

「な、何を？」

　ロマーリアの言っている事が分からず困こん惑わくしながらも、やって欲しいのかなと理解し、暗黒騎士もどきは籠手を外して画面に指を這はわせる。

　すいっとスワイプすると、ロマーリアは衝しよう撃げきを受けた。

「おおーっ！　そやんけそやんけ！」

　ぱちぱちぱちぱち。大げさに喜んでいるロマーリアに、暗黒騎士もどきは、まるで子供と接しているような気持ちになってしまった。

　奇くしくも、それが、ロマーリアへの敵てき愾がい心しんを消失させていた。

「これワレ、ウォルターにしとんど？」

「……えっと、メールでもしろって言ってるのかな？」

「はよやれや」

　うんうんうんうん。激しく首を縦に振ふる。

「言こと葉ば遣づかい悪いなー」

　と思いながらも、Ｅメールを開く。

　受信履り歴れき、送信履歴を見ると、『まほ』『けーじ』がずらりと並んでいた。

　ウォルターの文字はない。

「……どうしようかな」

　一一〇番に電話をすることも考えたが、この連中を警察がどうこう出来るとは思えない。

「何を言えばいい？」

　とりあえず、言われるとおりにしようと決めた。

「ゲイル……」右手を挙げる。

「ウォルター」左手も挙げる。

「こう……」その両手を、クロスする。

「……人質交換？」

　今の状じよう況きようと照らし合わせ、メールの内容を理解した。

「そうじゃワレ！　きっとそれやんけワレ！」

　うんうんと頷うなずくロマーリア。

　暗黒騎士もどきは、どうすべきかを誰だれかに相談したかった。







　　　第四章「ドムとグフと天てん津しん飯はん」







　屋や敷しきに啓けい治じとウォルターが到とう着ちやくする頃ころには、追っ手の気配は全くなくなっていた。

　一応のことも考えて、啓治の部屋に籠こもることにした。

「親おや父じは？」

　中なか居いのような格好の侍じ女じよに、戻もどってきているのかを聞く。

「……大親父様は、まだお戻りになっておりません」

　笑顔のまま、侍女は言う。

　内心では心配していたが、そんな私情は顔に出さない。

「……そうか」

　啓治もまた、内心では心配していたが、表には出さなかった。

　一人だけ、その心配を前面に出していた人物がいた。

「田た中なかノイエが捕つかまったせいか、計画通りに行ってない」

　豊ゆたかだ。

　豊は、鞍くら馬まの大親父と共に、『第四の策』を聞いていた。

　その計画は細かく、一〇〇人のウォルターに本物のウォルターが参加したがるということ。その結果、三日稼かせぐはずの時間が、一日も稼げないだろうということも入っている。

　追いかけられて、この屋敷の場所がバレてしまう──はずだった。

　なのに、暗黒騎き士したちは途と中ちゆうで追つい跡せきを止やめてしまった。

　この山に入ってくれば、一人に対して五人がかりで対応する予定だった。

　そのために、数千人の兵が伏ふせられている。

　だが、肩かたすかしを食らってしまった。

　もしかしたら、あそこで鞍馬の大親父が足止めを行わない方が、上手うまく行ったのかも知れない。

　いや、そうした場合、ここに辿たどり着く前に戦せん闘とうになっていた。

　数的優位なのは向こう側で、恐おそらく、全員捕ほ縛ばくされていただろう。

　マホの計画は途中まで上手く行っていたが──田中ノイエが捕まったことから、少しずつ狂くるい始めている。

　それが、豊の結論だった。

「これから、どうする？」

　ウォルターの問いかけに、誰も答えられなかった。

　指導者がいない。

　リーダーがいない。

　将が、いない。

　どれだけの人が集まっても、それをまとめる人間がいなければ、それを動かす計画がなければ、ただの烏う合ごうの衆しゆうでしかないのだ。

　しん、と静まり返ったとき──

　マナーモードに設定していたケータイがぶるぶると震ふるえた。

　バイブの音が響ひびくほど、みんな沈ちん黙もくしていた。

　啓治はメールを確かく認にんする。

　それは、ノイエからのメール。

　ずらずらと長い文面だった。

　現在、捕まっている人数。

　ノイエ、鞍馬の大親父は殺されていないこと。

　そして、人質全員とウォルターを交換したがっているということ。

「…………どうした？　どんな内容のメールだったのだ？」

　そっと横から覗のぞき込むウォルター。

「いや、向こうの様子を教えてくれただけだ」

　啓治は咄とつ嗟さに、電源をオフにした。

（これを見たら、暗黒騎士さんはきっと──）

「応じよう。私の命と皆みんなの命を交換する」

（なんて……）

「………………見えちゃった？」

　啓治は、ウォルターの言葉に、顔を引きつらせた。

「見えちゃったねぇ」

　ウォルターの言葉に、啓治は、はあと溜ため息いきを吐つく。

「どういうことだ？」

　と豊が聞く。

「今、メールで、人質と暗黒騎士さんの身み柄がらを交換をしたいってね」

「……そう来たか。だから、追っ手を引っ込めたって訳だ。どうする？」

　豊は、じっと啓治の目を見つめる。

「俺？」

「そう。啓治様、あなたが決めてくれ」

　豊の言葉に、啓治は顔を顰ひそめる。

「なんで俺が決めることになるんだよ」

「大親父様も、神しん藤どう魔ま歩ほもいない。俺たちを、誰かが指揮しなければならないんだ」

「いやいや、だったら豊。お前がやれよ」

「……俺の指示で動けるのは、ツボ浅軍団だけ。今日のために、この暗黒騎士さんのために集まったみんなに指示出来るのは──『波は旬じゆん』だけなんだ」

「……そういうことか」

　マホはこの問題が起こったとき、啓治に言った。

『神になりなさい』

　と。

　マホの計画では、足止めに『鞍馬の大親父』を使う。

　その結果、最高責任者である『波旬』を失うことになるのは分かっていた。

　そして──

「……分かったよ。俺が、波旬を継つぐ」

　啓治が、一人の女のために、神になることを決意することも、マホは分かっていた。

「俺はあなたがこの世に生を受けたその日から──その言葉が、聞きたかった」

　豊は、涙なみだを浮うかべていた。

「おいおい、泣くことはないだろ」

「すいません」

　ぐいっと涙を手で拭ぬぐう。

「敬語もなし」

「了りよう解かい。じゃあ、どうする？」

「応じるしかないね。応じなければ、全員殺される」

「うむ」

　ウォルターが頷いた。

「だが、表向きの話だ」

「表向き？」

　ウォルターが首を傾かしげる。

「敵をおびき寄せて、倒たおすという第四の策を、押し通すんだ」

「なるほど、人質交こう換かんにやってきたところを、潰つぶすのか。だが、その作戦には、無理がある」

「無理？　元々そういうつもりだったんだろ？」

「元々『第四の策』は、全力で追いかけてきた少数の部隊を各個撃げき破はする作戦だ。だが、これで敵をおびき寄せても、暗黒騎士は一〇〇〇人が一丸となってくる。そういう戦闘に、ここは向かないんだ」

　豊の言葉に、三人は頭を悩なやませる。

　そんな中、啓治があることを思い出した。

「林間学校のときのことを覚えてるか？」

「ああ、あの温泉の」

「あのとき、エリーが言っていたんだ。あそこの近くは、道なりに行くと枡ます形の地形になっている場所があって、もしそこに兵を伏せてあれば、通過するのが大変だって」

「そう言えば、そんな話をしたな。だからわざわざ、温泉から崖がけをロープで登るはめになった」

「そこで、受け渡わたしをする──と見せかけて、敵を包囲、殲せん滅めつする」

「確かに、あそこだったら、多くの兵をまとめて伏せられる」

　豊はアゴに手をやり、ふむと頷いた。

　現に、豊は一度、兵を置いたことがある。

　猿さるに弓を持たせて。

「今すぐ、全すべての兵をあの林間学校の場所へ。どこに誰を置くかは、豊に任せる」

「畏かしこまりました。じゃないや。ＯＫ」

　すっと頭を下げると、豊は部屋から飛び出すように出て行った。

　啓治が波旬を継けい承しようするという言葉を聞いて、嬉うれしくて嬉しくて仕方がないのだ。

「私は、何をすればいい？」

　ウォルターが、期待を込こめた目で啓治を見る。

　とーんっ！

　啓治は、暗黒騎士の首の後ろに手刀を喰くらわせた。

「ぐふっ」

　暗黒騎士はその一撃で、ゆらりと力が抜ぬけ、倒れる。

「すまない。暗黒騎士さん……あなたは、ここで待っていてください」

　啓治は、暗黒騎士を気絶させて、出頭させないように仕向けたのだ。

　暗黒騎士がこの部屋を出ることが出来たとしても、その頃ころには全てが終わっているはずだ。

　人質の交換はしない。

　ただ、戦ってノイエを、親おや父じを勝ち取るのみ。

　不退転の決意をもって、啓治は倒れた暗黒騎き士しから踵きびすを返し、部屋を出ようと──

　がし。

　足を、摑つかまれた。

「……え？」

「啓治くん。ダメだ。私も共に行く」

　暗黒騎士の、籠こ手てに包まれた手だった。

　むくりと立ち上がる暗黒騎士を見て、啓治はあんぐりと口を開ける。

「……暗黒騎士さん、頑がん丈じようすぎ」

　首とーん。の一発で気絶させる自信は一〇〇％だった。

　これまで、何度かやってきたことがあり、これで失敗してきたことなどない。

　だが、確かに今になって思えば、何故なぜ『首の後ろとーん』で気絶するのか、そのメカニズムがわからない。

　そう、猫ねこがゴロゴロ言っているのは、どこがどうやってゴロゴロ鳴っているのか未いまだ解明されていないぐらいに。

　啓治は、そこまで考えてから──もう一度チャレンジする。

　ドムっ！

　啓治の高速パンチが、暗黒騎士のみぞおちを抉えぐる。

「ぎゃーん」

　犬のような悲鳴を上げて、暗黒騎士は膝ひざから倒れた。

「今度こそ、すまない。暗黒騎士さん……」

　啓治は、暗黒騎士を気絶させて、出頭させないように仕向けたのだ。

　暗黒騎士がこの部屋を出ることが出来たとしても、その頃には全てが終わっているはずだ。

　人質の交換はしない。

　ただ、戦ってノイエを、親父を勝ち取るのみ。

　不退転の決意をもって、啓治は倒れた暗黒騎士から踵を返し、部屋を出ようと──

　がし。

　足を、摑まれた。

「……え？　マジで」

「啓治くん。ダメだ。私も共に行く」

　暗黒騎士の、籠手に包まれた手だった。

　むくりと立ち上がる暗黒騎士を見て、啓治はあんぐりと口を開ける。

「頑がん強きようっ！　思った以上に頑強っ！」

『首とーん』と『腹ドム』を駆く使しして尚なお、屈くつしない防ぼう御ぎよ力。

　こうなれば、直接脳のう震しん盪とうを起こすしかない。

「暗黒騎士さん、ちょっとあっち向いて」

「ん？」

「今だっ！」

　啓治は祈いのるように両手を組んで、まるで孫そん悟ご空くうがナッパに天てん津しん飯はんの恨うらみをぶつけたときのように振ふり下ろした。

「ぐふっ──」

　前のめりに倒れる、ウォルター。

「マジで今度こそすまない。暗黒騎士さん」

　啓治は、暗黒騎士を気絶させて、出頭させないように仕向けたのだ。

　暗黒騎士がこの部屋を出ることが出来たとしても、その頃には全てが終わっているはずだ。

　人質の交換はしない。

　ただ、戦ってノイエを、親父を勝ち取るのみ。

　不退転の決意をもって、啓治は倒れた暗黒騎士から踵を返し、部屋を出ようと──

　がし。

　足を、摑まれた。

「私は必ず共に行く。行かせてくれ」

　天津飯の恨みを喰らっても、暗黒騎士は気絶しなかった。

　暗黒騎士の兜かぶとの上から天津飯の恨みをやっても、効果はないのだ。

　茶ちや渋しぶぐらい頑がん固こ。そんな言葉を思い出す。

「……分かったよ」

　啓治は仕方なく折れた。

　このまま置いていっても、必ずまたやってくる。

　体育館のときのように。

　知らない内にやってこられるよりは、監かん視ししていた方が楽だ。

「それと──一つだけ、頼たのみがある」

「何でもどうぞ」

「第四の策──暗黒騎士との全面戦争は、待って欲しいのだ」

「え！　今いま更さらですか！」

「……エリザベスと、話がしたい。向こうも、争いを求めていない可能性がある。講和の道は、まだ残ってるのではないかと思うのだ」

「……危険だな」

　啓治は今、暗黒騎士を連れて行く決意はした。

　が、それは安全な場所で見守って貰もらう程度の考え。

　エリザベスと話をする。

　それはつまり、声の届く位置にいるということだ。

　だが、暗黒騎士の意見も、分かる。

　啓治だって、戦争だけは回かい避ひしたい。

「……あ、今電話で聞くってのはどうだろうか？」

「私をおびき出すために、本心を隠かくすだろう」

「そっか。講和に応じると言って、結局目の前に立たされる訳か」

　啓治は悩んだ。

　相手はきっと、聞く耳など持たないだろう。

　でも、もしかしたら。

　それに、敵が枡形の地形を嫌いやがって、現地に来ない可能性もある。

　ウォルターが対話を望んでいると言えば、敵を確実におびき出すことが出来るだろう。

　悩んでいるところに、侍じ女じよがやってきた。

「あの……」

「どうかした？」

　と聞いたが、啓治はすぐに何の用で来たのか、理解した。

　その侍女の手には、暗黒騎士の鎧よろい一式が乗せられたカートがあったから。

「これは……」

「女子トイレで、発見したそうです。一応、回収しておいたのですが──」

「エロメイドへ、鎧を返さないとな」

　自分の鎧を目まの当たりにして、ウォルターは今着ている暗黒騎士ゲイルの鎧に手を当てる。

「……そうだな」

　そして、啓治はノイエのケータイから来たメールに、返事を出した。







　以前、林間学校に来た山奥。

　ホテルの駐ちゆう車しや場じようを、啓治は取引の場所に選んだ。

　枡形の場所ではなく、ホテルを選んだ理由は、ウォルターが講和をしたいと言い出したからだ。

　メールに、マップとホテルのＵＲＬは添てん付ぷしてあるし、了りよう解かいしたというメールの返信もあった。

　ここには、啓治とウォルターの二人だけ。

　ここに兵を置いては、警けい戒かいしてやってこないだろう。

　兵を伏ふせてあるのはホテルからくねくねと曲がる山道と、進んだ先にある広場。

　ノイエと写生をした場所。

　遠くに、大きな一いつ本ぽん杉すぎが見える場所だ。

「奴やつらは、来るだろうか」

　啓治は、少し心配になってきた。

　が、その心配もすぐに解消される。

　ゾロゾロと暗黒騎士たちがやってきたのは、啓治たちが準備を完かん了りようしてから五時間後のことだった。

　日は暮れて、街灯もない中、夜の帳とばりと綺き麗れいな星空。

　遠くに虫の声が聞こえる程度の、静かな空間に、黒い集団がやってくる。

　夜での戦せん闘とうは、暗黒騎士に有利だろう。

　彼らは皆みな、闇やみに溶とける色だ。

　観光バスや市バスを襲おそって奪うばったのか、次々と駐車場へやってくる、ところどころへこんだり傷ついたバスたち。

　屋根の上にもぎゅうぎゅう詰づめになって、一〇〇〇人もの人間を運んできたのだ。

　その中から、最初に降りてきたのは、エリザベスだった。

「いやあ、車というモノは素す晴ばらしいな。帝てい国こくに持って帰りたいモノだ」

　中で、かなり窮きゆう屈くつな体勢でいたために、んーと大きく伸のびをした。

　ゾロゾロとバスから降りて、暗黒騎士たちが辺りを警戒する。

「伏ふく兵へいがいるようには、見えないな」

　呟つぶやいたのは、ロマーリアだ。

　その隣となりには、拘こう束そくされているセーラー服姿のノイエ。

　啓治は、とりあえず一安心した。

　自分たちの決断が遅おくれたせいで、痛い目に遭あわされていないかと心配だったから。

　人質は同じ場所に集められ、ぐるりと周りを武装した暗黒騎士が囲む。

「本物の、ウォルターだな？」

　エリザベスがじっとウォルターの顔を窺うかがう。

「ああ、私だ。約束通り、エロメイドたちを解放しろ」

　こくりと頷うなずくウォルターに、エリザベスは大声で笑った。

「あははははは！　──それは無理だ」

「な！　何故なぜだ！」

「こいつはお前を匿かくまった時点で、お前と同罪に当たる」

　エリザベスの言葉に、ウォルターは奥歯を嚙かみしめた。

「交こう換かんするために、ここへ来たのだろう？」

「するわけ無いだろ。全く、お前は正直すぎる。──だから死ぬのだ。お前を匿った連中も全すべてな」

「この世界の人間と戦争をしてどうする？　協力し合えば、必ず帝国のためになるはずだ」

「奪えばいいだろう。協力とは、こちらからも何かを提示する必要がある。奪えば、一方的に手に入れることが出来る。帝国のためを思うなら、当然後者が望ましい」

「…………お前とは、昔から馬が合わないな」

「お前は優やさしすぎるのだ。ウォルター。上に立つ者に、優しさなどいらない。客観的かつ、大だい胆たんな行動力の邪じや魔まになる」

「話し合いなど、出来そうもないのか」

「ふっ、そういうことだ。お前という人間を──奪いに来た。兵を伏せているんだろう？　さっさと始めようではないか。無む駄だな話し合いなど止やめて、有意義な話し合いを始めよう。剣けんと剣による、武という名前の話し合いを」

「………………」

　ウォルターは、言葉を失った。

「あいつはなんて言ってるんだ？」

　啓治はウォルターが何も言い返さなくなったので、心配そうに聞く。




「……やはり、第四の策を実行するしかなさそうだ」




　交こう渉しようや話し合いなど、端はなから無理だった。

　それは、分かっていたことだ。

「そうか」

　啓治は大きく深呼吸をする。

　緊きん張ちようで、体が震ふるえる。

　心臓が早はや鐘がねを打つのを抑おさえられない。

　戦うしかない。

　誰だれかが──死ぬかもしれない。

　だが──やるしかない。

「行くぞっ！　暗黒騎き士しさん！」

「おうっ！」

　啓治とウォルターは、地を駆かける。

「こいっ！　ウォルターっ！」

　エリザベスはダークデーモンドアを開き、剣を取り出す。

　ついに、決戦の時が来たと、嬉き々きとした表情を浮うかべて。

　だが──その方向は、暗黒騎士や人質のところではなく、逆。
















　そう、二人は脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した。

「えっ！」

　面食らって、一いつ瞬しゆん行動が遅れた。

「お、追えっ！　ロマーリアと五〇名ほどは人質を奇き襲しゆうから守るために待機だ」

　エリザベスが剣を突つき出し、命令しながら走り出すと、暗黒騎士たちが抜ばつ剣けんし、後を追う。

　対して、啓治とウォルターは全速力で走っていた。

　目指すは、枡ます形の広場。

　道中、曲がりくねった山道があるが──ここにも兵を伏せてある。

　啓治とウォルターは山道を駆け抜ぬけ、その先にある広場へ。

　続く暗黒騎士たち。

「波旬の名に於おいて命ずるっ！　出いでよっ！」

　啓治の声に、山道が照らされる。

　ライトが暗黒騎士を照らし出し、明かりを向けられて光から目を手で隠す。

　そして、立ち止まってしまった。

「一いつ斉せい射しや撃げきっ！」

　銃じゆう声せいが鳴り響ひびく。

　山道は、左右が崖がけになっている上に、坂。

　その崖の上から、短たん機き関かん銃じゆうＭＡＣ10を装備した巫女みこの格好の女性たちが、暗黒騎士を撃うつ。彼女たちは、鞍馬の屋や敷しきにいた侍女たち。

　いつもは中なか居いのような格好だが、巫女服は彼女たちの戦闘服。

　ぱらららららら……

　山に木こ霊だまする銃声。ただの人間ならば、蜂はちの巣すになり、肉がちぎれ、ミンチになる兵器だが、ＭＡＣ10では鎧よろいに傷一つ付けられない。

　啓治とウォルターは振ふり返らない。

　ＭＡＣ10で傷が付かないことは、事前にウォルターの鎧で確かく認にん済みだったから。

　広場に入る直前では、Ｍ60、ＲＰＧ７、対人地じ雷らいなどを駆く使しするが、どれだけ通用するのか、分からない。

　あくまで、啓治たちに追いつかせないための攻こう撃げきだ。

　純じゆん粋すいな機関銃であるＭ60、バズーカであるＲＰＧ７で殺せない人間はいないだろう。

　戦車ですら倒たおせる可能性もある。

　だが、暗黒騎士はＲＰＧ７で吹ふき飛ばされたとしても、鎧に傷は付かない。

　中にいる人間に多少のダメージはあるみたいだが、動けなくなるほどでもない。

　どれだけの重火器を用いても、暗黒騎士は倒せない。




　暗黒騎士を脱ぬがさない限り。




　だが、広場では別だ。

　枡形の地形。

　南から入り、東に出るしかない場所だ。

　東西南北木と茂しげみに覆おおわれ、兵を隠かくしやすい。

「来るぞっ！」

　ウォルターが叫さけぶ。

　広場を抜けようとした啓治に、暗黒騎士が斬きりかかっていた。

　山道で止められなかった連中。

　五〇人ほどが、すでに広場に入っていた。

　その中に、エリザベスもいる。

「波旬の名に於おいて、出いでよっ！」

　剣を避よけながら、啓治は叫ぶ。

「「応っ！」」

　啓治の声に呼応して、茂みから山やま伏ぶしが現れた。

　黒いカラスのような翼つばさと、杖つえを持った山伏。

　ぐるりと辺りを囲む木々の陰かげから、茂みから。

　数え切れない数の山伏。まだまだ集結してくる。

　それらの肌はだは真っ赤に染まっていた。

　天てん狗ぐ。

　彼らはそう呼ばれている。

　啓治は、天狗という呼び方が嫌きらいだった。

『天の狗いぬ』ではなく、神の使い。風使いの一族。

　暗黒騎士を、完全に取り囲んでいた。

　啓治に斬りかかっていた暗黒騎士が、風の力によって吹っ飛ばされる。

「ほう……思ったより多いな」

　エリザベスは、囲まれている状じよう況きようにも、笑え顔がおを見せた。

「頼たのむ。手を引いてくれ」

「バカかお前は。そういう言葉は、優位に立った者が言うのだ」

　エリザベスの言葉に、暗黒騎士たちが動く。

　純白の袈け裟さと、漆しつ黒こくの鎧。

　どちらがどちらの勢力なのかは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　周りを囲まれていて、数も圧あつ倒とう的。

　ＭＡＣ10が、木の上からも茂みからも連射される。

　ぱららららららら……

　銃声で、会話も出来ない。

　真横からと、木の上から斜ななめに撃つことで死角はない。

　待ち合わせをここではなくホテルの駐ちゆう車しや場じようにしたのは、人質に流ながれ弾だまが当たらないようにだ。

　数千、数万もの弾だん丸がんが、固まっている暗黒騎士にぶち込まれるが──

　それらは途と中ちゆうでピタリと止まった。

「はっ！　そう言えばすっかり忘れていた！　エリザベスは鉄を操あやつる！　奴やつには暗黒騎士の装備でしか立ち向かえない！」

「鉄を操る？」

「こう、剣と剣ががしっとくっついて離はなれなくなったり、ノーモーションなのに凄すごい勢いで剣や盾たてを吹き飛ばすことが出来るのだ！」

「それってつまり、磁力を操るってことかな」

「……そう言うの？」

「そう言うの」

「…………エリザベスは磁力を操る！　奴には暗黒騎士の装備でしか立ち向かえない！」

「それは、この作戦をする前に思い出して欲しかったね」

　弾丸は、エリザベスやその周りにいる暗黒騎士には届かない。

　山道での攻撃が足止めにもならなかった理由が、これだ。

「だったら──肉にく弾だん戦しかないな」

　エリザベスに襲おそいかかる山伏たち。

　その杖は木で出来ている。普ふ段だんは錫しやく杖じようを持っているのだが、しゃん、と鳴るのが潜ひそむ際に邪じや魔まになるからと、木の杖にしたことが功を奏した。

　彼らにとって、杖は風をわたあめのように絡からめ取る武器。

　絡め取った風は、刃やいばとなって相手を切り刻む。

　だが、それは暗黒騎士の鎧を傷つけるには至らなかった。

「飛礫つぶてっ！　よーいっ！」

　そこで、山伏たちは別の攻撃に移る。

　周りに、ひゅんひゅんと小石が舞まっていた。

「てーっ！」

　ゴウっ！　と一いち陣じんの風が吹き、それら小石が飛んでいく。

　だが、それらは黒い渦うずの中に消えていった。

「ダークデーモンドアに、飛び道具は通じない」

　せせら笑うエリザベス。

　さらにその渦から、剣けんが飛び出してくる。

　暗黒騎士は、皆みな剣をダークデーモンドアの向こうにある暗黒空間に保管している。

　エリザベスのそれは、斬る為ためではない。

　磁力を使い、射出する為にある。

　幾いく重えにも折り重ねられた鉄の塊かたまり。触ふれるだけで、肌を切り裂さく鉄だ。

　無数の鉄が、襲いかかる。

　一人、また一人と、エリザベスの剣に貫つらぬかれる。

　その中の一人が──啓治だった。

　目にも止まらぬ速さで飛んでくる剣を跳とんで避けようとしたが、その切っ先はくん、と曲がって啓治の脇わき腹ばらを刺さした。

「くっ！　何故なぜだっ！」

　何故避けられないのか、啓治には分からなかった。

　磁力で操っているのであれば、切っ先が急に角度を変えることが納なつ得とく出来ない。

「奴は、それ用の剣を用意しているとしか分からん」

　ウォルターは上手うまく飛んでくる剣を避けていた。

　山伏たちは、次々とやられていく。

　それに対し、暗黒騎き士しは一向に減る様子が無い。

　五〇人に対して、数百人が一斉射撃を行っているのに。

　風の力を用いて攻撃しているのに。

「やっぱり……ダメなのか……暗黒騎士、強すぎるっ！」

「啓治くん、エロメイドを解放するのだ」

「え？」

「奴の武器ならば、暗黒騎士を無力化出来る」

　ウォルターは、以前ノイエと戦ったときのことを思い出した。

　正面から戦えば、ウォルターはノイエを圧倒出来るが、体が動けなくなる呪のろいを掛かけられどうしようもなかった。

　あのとき、啓治が来なければ、死んでいただろう。

「そうか！　だったら、ここは俺に任せて暗黒騎士さんが──」

「いや！　啓治くんが行ってくれ。私が行っては、ここにいる敵も連れて行くことになる！　そうなっては、挟きよう撃げき状態となり、人質の解放は不可能だ」

「……わかった。すぐに戻もどってくるから。一〇〇人ほど付いてこい！　崖を下って温泉へ向かうっ！　暗黒騎士さん、死なないで」

　啓治はウォルターを残し、走る。

「ああ、少し足あ搔がいてみるよ」

　ウォルターは今、死ぬ訳にはいかなかった。

　自分が捕つかまれば事が収まる状況はすでに過ぎてしまった。

　きっと、自分が死ねば、自分が捕まれば、全員殺されてしまうだろう。

　一分でも一秒でも長く生きること。

　それが、ここにいる全員を守ることになる。

「こいエリザベス！　私と一対一で勝負しろ！」

　剣を両手に持ち、ウォルターは叫ぶ。

「舐なめるなよ！　暗黒騎士最強の座、有り難がたく頂ちよう戴だいする！」

　エリザベスは笑顔を見せて、ウォルターに突とつ撃げきした。







　鞍馬啓治は崖がけを滑すべり落ちていた。

　以前、ロープで登った場所。

　ほぼ飛び降りるような感覚で、山やま肌はだを擦こするように降りていく。

　そして落ちた先にあったのは、温泉。

　ホテルの大浴場だ。

　今、このホテルには誰だれもいない。

　従業員も客も、火山が噴ふん火かするかもしれないという偽にせの情報で避ひ難なんさせた。

　脱だつ衣い所じよを抜ぬけホテル内を抜け、そして入り口へと出る。

　バスの陰に隠かくれ、ちらりと窺うかがうと──

　人質を囲むようにして守る暗黒騎士の数はおよそ五〇人ほどだった。

　人質はバスの中ではなく、駐車場に座らされている。

　後ろを振ふり返ると、山伏と巫女みこがゾロゾロと身を低くしてホテルから出てくる。

（行くなら、一気に──）

　啓治はすーっと深呼吸してから、バスの陰から飛び出した。

「敵てき襲しゆうっ！」

　すぐさま、暗黒騎士が啓治の動きに気付く。

　啓治は、小石を指で弾はじいて飛ばす。

　それは、指し弾だんと呼ばれる技わざだ。ただの小石をぶつけるだけだが、その衝しよう撃げきに、暗黒騎士の体はトラックにでも撥はねられたかのように吹ふっ飛ぶ。

　指弾が暗黒騎士に有効なことは、ノイエとの戦いで知っていた。

　暗黒騎士は、人質を囲むように展開している。

　一カ所でも突とつ破ぱ出来ればそれでいい。穴を埋うめようと寄ってくれば、別の所に穴が出来る。

　同じく、後ろから山やま伏ぶしたちが飛礫で援えん護ごする。

　人質がいるため、ここでは重火器を使うことは出来ない。

　風の一族による、風の力で取り戻すのだ。

「いけいけいけいけいけいけっ！」

　啓治は焦あせる。人質の喉のど元もとに剣を突つきつけられれば、それで終わり。

　相手に、考える暇ひまを与あたえるな。

　向かってくるから撃げき退たいしなければならないと思ってる内に、救出するんだ。

　指弾を打ち込み、啓治は進む。

「見えたっ！　ノイエーっ！」

　啓治は叫さけぶ。

　ノイエは足も拘こう束そくされていて、立つことすら出来なかったが、その声は聞こえていた。

　口も塞ふさがれていて、声も返せない。

　そして、ついに啓治は人質の元へと辿たどり着く。が──

「ワレ何さらしとんじゃワレっ！」

　啓治の側頭部に、蹴けりが入った。

　暗黒騎士ロマーリアだ。

　啓治はゴロゴロとアスファルトを転がり、バスの側面にぶつかって止まった。

「くそっ！　あと少しだったのに」

　ノイエを解放しなければ、ここにいる暗黒騎士も倒たおすことは出来ないだろう。

　急がないと、ウォルターが危ない。

　すぐに立ち上がり、突撃する。

　ロマーリアへの指弾は、避よけられた。

　啓治は目を丸くする。

「その技はもう、見切った」

（ちょっと見ただけでかよ）

　ノイエは、啓治の指弾に為なす術すべがなかった。だが、ノイエは暗黒騎士の中で最弱。

　あのときのようには、いかない。

　だが、諦あきらめる訳には、いかない。

　すぐに立ち上がり、突撃する。

「邪魔をすんじゃねえっ！」

　啓治は吼ほえる。肌はだは真っ赤に染まり、両手には圧縮された風が握にぎられていた。

　ロマーリアへ風の拳こぶしをぶつけるが──暗黒騎士の鎧よろいはビクともしない。

　ロマーリアは剣を振るう。

　ロマーリアの斬ざん撃げきは、重く、速い。

　その剣は、斬きるためではなく、押しつぶすためのモノだった。

　幅はばの広い、ブロードソード。

　啓治は避けず、剣は右みぎ肩かたにのし掛かった。

　思わず、膝ひざを突つく。ぐっと奥歯を嚙かみしめ、粉ふん砕さいされた肩の骨の痛みに耐たえる。

「この距きよ離りだったら、避けられないだろ？」

　そして啓治は、指弾を飛ばす。

「しまっ──」

　ロマーリアは顔面に指弾を喰らい、その体は吹っ飛んだ。

「よし。ノイエ、お前に頼たのみが──」

　ざくっ。ノイエの拘束を解こうとした啓治の背中を、凶きよう刃じんが襲おそった。

　ロマーリアではない。

　別の、暗黒騎士。

　振り返れば、一いつ緒しよに来ていた一〇〇人の山伏は、そのほとんどがすでに倒されてしまっていた。

　兵器も、地の利も、戦術も戦略もないぶつかりあい。

　相手に一いつ切さいのダメージを与えられないという状じよう況きようで戦うと、兵力が二倍あってもすぐに鎮ちん圧あつされてしまうのだ。

　啓治は手を伸のばすが、その手は──ノイエには届かない。

　足を払はらわれ、地面に伏ふせられた。

（くそっ！　暗黒騎士さん……ごめん）

　伸ばした手に、剣けんが突き立てられる。

　地面に貼はり付け状態にされ、啓治は身動きが取れず、悔くやしさに涙なみだが溢あふれてくる。

「ワレ、無茶せんでよ」

　ロマーリアはあざ笑う。暗黒騎士と正面から戦って勝てる訳がない。

（くそっ、くそっ、くそっ！）

　啓治は自分の不ふ甲斐がいなさを嘆なげく。

　ノイエさえ解放すれば、なんとかなると思っていた。

　だが、その『ノイエを解放する』が、なんとかならない。

　たった一人の暗黒騎士すら倒せない。突破することすら出来ない。

　そんなことの出来る人間が、この世界にいるのだろうか──

「ワレ……あれ？」

　急に、ロマーリアが倒れる。

　手から剣が離はなれ、腹部から血を流しながら。

　倒れたロマーリアの向こうにいたのは──スキンヘッドの少年、『大おお井い川がわ　境きよう介すけ』だ。

「援えん軍ぐん、到とう着ちやくだ」

「お、お前は！」

「よう。鞍馬啓治──いや、『波旬』様」

　にやり、と口の端はしを歪ゆがませ、血の滴したたる指を払う。

　素す手でで、暗黒騎き士しの鎧を貫つらぬいたのだ。

　その貫ぬき手てという技にも、その顔にも、見覚えがある。

「お、おう。来てくれてありがとう」

　啓治は、困こん惑わくしていた。一度、戦ったことがある相手。

　自分よりも強かった覚えのある、波旬候補生。

　断だん片ぺん的には覚えているが、名前は完全に失念していた。

　向こうは知っているが、こっちは分からない。

　でも、この命いのち懸がけの戦いに援軍として参加してくれた。

　申し訳なさで苦笑いが出た。

「いや、礼を言うのはこちらの方だ」

　剣を抜き、啓治を立たせる大井川境介。

　彼は、啓治を殺そうとした。

　それは、波旬候補生としてのルールを逸いつ脱だつしており、境介は投とう獄ごくされた。

　だが、それは『啓治が波旬となるまで』のとりあえずの処置。

　そして、啓治が波旬を継つぐことを決意したことにより、思ったより早く解放された。

「背後からとはいえ、暗黒騎士を一撃とはな」

　起き上がらないロマーリアを見下ろして、啓治はゾッとする。

　これほどの猛者もさが、いたなんて。

　大井川家の援軍は、皆みなカラス天てん狗ぐのような容よう貌ぼうをしていて、その強さは暗黒騎士に匹ひつ敵てきしていた。

「言ったろ？　俺は、宮みや本もと武蔵むさしだって」

「宮本さん……」

　そんな剣けん豪ごうみたいな名前の知り合いいたかな？　と啓治は名前を復唱しながら、ノイエの拘束を解く。

「助けてくれてありがとう。おハゲ様」

　ノイエは、ふうと溜ため息いきを吐ついて境介に言う。

「誰だれがハゲじゃ！　剃そってんだよ！　望みの姿だよ！」

「ノイエ。暗黒騎士を動けなくする呪のろいの剣、何本持ってる？」

「いくらでも量産可能。あれは、剣に魔ま法ほうを掛かけているものだから」

「ただ、斬ってから呪いが浸しん透とうするには時間がかかる」

「十分だ。宮本さん！　ここは頼んだ！」

「おい、鞍馬」

「はい」

「お前、俺のこと宮本武蔵って名前だと思ってる？」

（だって、そう名乗ったじゃねえかよ）

「いや？　その？　宮本武蔵の如ごとき活かつ躍やくだなっていう意味を込こめて？　みたいな？」

　啓治は後ろめたさに目を逸そらした。

「そんなことより、戦線へ。私も、あなたたちと戦う」

　ノイエはそう言いながら、赤い刀身の剣をダークデーモンドアから取り出した。

　まるでスリーセブンが揃そろったスロットマシンのように、じゃらじゃらと大量の剣が現れ、山積みになる。

「よし、全員この剣を拾ってここを防衛してくれ！　ノイエは俺と急いで暗黒騎士さんのところへ行くぞ！」

　啓治はノイエの手を引いて、急いで山道へと向かう。

「俺には一言もなしか」

　解放された鞍馬の大おお親おや父じは、息子むすこの背中を眺ながめながら、こきこきと手首を動かした。

「い、いたんすか」

　宮本こと大井川境介は、鞍馬の大親父の姿に萎い縮しゆくした。

「とりあえず、俺も手を貸そう。ここを制圧して──息子を助ける」

　ノイエが残した剣には目もくれず、拳を構える大親父。

　カラス天狗たちが抑おさえていた暗黒騎士たちは、一人で三九人倒したという話を思い出し、警けい戒かいを強めた。







　山道に差し掛かった啓治は、戦せん慄りつする。

　死し屍し累るい々るい──という言葉が似合うだろうか。

　そこに倒れていたのは、巫女みこたち。

　戦せん闘とうはもう終わっているようで、聞こえてくる銃じゆう声せいはもっと奥。

　つまり──枡ます形の広場はまだ、戦っている。

　暗黒騎士は一人も倒れていない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　倒れている一人の巫女に声を掛ける。

　その巫女は──啓治のお世話をしていた、笑え顔がおの侍じ女じよ。

「啓治様……はい。死ぬほどの怪け我がは負わないようにと、心こころ掛がけておりました。でも、ちょっと血を流しすぎましたかね」

　ある程度の傷ならば、鞍馬家の人間の力で癒いやすことが出来る。

　だが、体力が全快する訳でもないし、流れ出た血が輸血される訳でもない。

　傷を癒やす力が残っていないほどに、侍女は疲ひ弊へいしていた。

「俺のせいで──すまん。もう少しだけ、一緒に戦ってくれるか？」

　啓治は侍女の傷を癒やし、ぽんと肩を叩たたいた。

「啓治様の労いたわりの気持ちだけで、私どもは一〇〇年戦えます」

　侍女はにっこりと微ほほ笑えみ、啓治は初めて、笑みを返した。

「ノイエ、彼女にも剣を」

「剣……ですか？　バズーカも効かなかったのに」

「この剣で鎧よろいを叩くだけで、倒たおせるんだよ」

「これがあれば──倒せるんですか？」

　話を聞いていた巫女の一人が、声を掛ける。

「可能。絶対ではないけど」頷うなずくノイエ。

「だったら、私も行きます。やられっぱなしは……いやですから」

　気力を振ふり絞しぼり、上体を起こす。

「我々も、お供します」

　そうして、ふらふらではあるが、山道担当の部隊は少しずつ復活する。

　そんな残兵を集めて、啓治は進む。

　山道を越こえ、広場に差し掛かる頃ころ──銃声が止やんで、鉄のぶつかる音がする。

　広場は、人で溢れかえっていた。

　ここを守る鞍馬の兵士たちは、古ふる強つわ者もの。暗黒騎士が相手だとしても、簡単にはやられない。

「間に合った」

　とりあえず、啓治はほっとした。

　山道を越えられたが、広場での戦いは終わっていない。つまり、ウォルターはまだやられていない。

　接近戦に持ち込まれ、重火器を使うと仲間にも当たってしまうため、銃声が止んだにすぎない。

「ノイエ！　奥へ行くぞ。みんなは剣を配りつつ、少しでも多くの暗黒騎士に攻こう撃げきを！」

　襲おそいかかってくる暗黒騎士を斬きり付けながら、啓治は黒と白の交わる戦場へ突とつ撃げきした。

　ど真ん中を進めば、四方八方から暗黒騎士が向かってくる。

　巫女たちが剣で受け止め、啓治とノイエは振り返ることもせず先へ進む。

「いた」

　ぼそりとノイエが呟つぶやいた。

　見える。

　遠くで、ウォルターが戦っているのが。

　三人掛かりの攻撃を、ウォルターは捌さばいていた。

　右から、左から休むこと無く来る暗黒騎士。そして、正面からはエリザベスの剣が飛ぶ。

　啓治は、エリザベスに向かって剣を投げつけた。

　エリザベスは気配を察知し、身を捩ひねって避よける──が、啓治の投げた剣はエリザベスの頰ほおを掠かすめる。

「さっきの、お返しだ」

　にやりと啓治は笑みを浮うかべた。

　風の力で、エリザベスと同じように剣の軌き道どうを変えたのだ。

　ノイエはウォルターに攻撃を仕し掛かけている暗黒騎士を背後から斬りつけていた。

「おお、良かった。成功したか」

　ノイエの姿を見て、ウォルターはほっと胸を撫なで下ろした。

　もし、ノイエの解放に失敗すれば、全員死ぬことになると思っていたから。

「暗黒騎士さん、ノイエの剣けんを」

「うむ」

「あとはただ──戦うのみだ」

　暗黒騎士が、新たに襲ってくる。

　啓治とウォルター、そしてノイエは背中合わせになり、背後からの攻撃を受けないよう互たがいを庇かばいながら、暗黒騎士の攻撃を避け、そして一撃を加えていく。

　最初は、三人。

　次は、二〇人。

　攻撃をすればするほど、敵の数が増えていく。

「みんな、無事かな」

　啓治は攻撃を避けるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　境介やカラス天狗のような精せい鋭えいの到とう着ちやくを心待ちにしながら、ただ耐たえていた。

「無事だったら、敵は増えない」

　だが、そんな啓治の思いは、ノイエの言葉によって打ち砕くだかれる。

　敵の数が増えるということは、味方が減っているということだ。

　遠くから木こ霊だまする剣けん戟げきの音。

　それが、一つ、また一つと消えていく。

　そして、三人を囲む暗黒騎き士しの数は、どんどん増えていく。

　味方の姿が見えなくなり、敵の数が数え切れないほどになった頃──

「くっ！」ノイエが、斬られた。

「ノイエっ！」

　啓治は、ノイエに気を取られた。

　その瞬しゆん間かん──啓治の腹に、剣が突つき刺ささる。

「あはははははは！」

　エリザベスの高笑いを聞きながら、啓治は膝ひざから頽くずおれた。

　ウォルターも腕うでを絡からめ取られ、地面に伏ふせられた。

（ノイエの剣は、効かなかったのか？）

　啓治は悔くやしそうに突き刺さった剣を握にぎる。

「これまでか……啓治くん。私には、最後の手段がある」

「最後の手段？」

　地面に顔を擦こすりながら、ウォルターは啓治に提案する。

「この山ごと、全すべてを消しよう滅めつさせる」

　それは、『ねおぐらんぞんの縮しゆく退たい砲ほう』を発動させるという意思だった。

　だが、それをすればこの山どころか、一いつ緒しよに戦ってくれた者たち。

　死ぬなという命令を受け、限界まで戦って撤てつ退たいした者たちも巻き添ぞえになるということ。

　啓治もノイエも、無事ではすまない。

「……………………死ぬのならば、友と共に」

　ノイエの呟きに、啓治もこくりと頷いた。

「何を言って──」

　日本語を知らないエリザベスがウォルターの兜かぶとを踏ふみつけたそのときだった。

「こ、これは──なんだ。体が──重い」

　エリザベスが、目め眩まいを起こしたように──急に倒れた。

　そして、次々と暗黒騎士が倒れていく。

　全員、意識はある。

　だが、体が動かない。息が詰つまる──

　啓治は腹に刺さった剣を抜ぬき去り、息を整えた。

「これは、対暗黒騎士用にゲイルが開発した──呪のろいだ」

　ウォルターを拘こう束そくしていた暗黒騎士も倒れ、ウォルターはふうと一息吐ついた。

「対──暗黒騎士──」

　エリザベスはちらりとノイエの顔を見て、そして理解する。

　何かを、されたのだと。

「エリザベス。もう終わりだ」

　立ち上がり、剣を手に取るウォルター。

　周りを囲んでいた無数の暗黒騎士たちは、バタバタと倒れていく。

　それは、一緒に戦っていた巫女たちが、一いつ矢し報むくいていた証しよう拠こだった。

「おのれウォルター……貴様の性格ならば、潔いさぎよく罪を被かぶるはずだったのに。こんな……こんなはずでは……」

　体の力が一いつ切さい入らず、エリザベスは苦にが虫むしを嚙かみつぶす。

「罪を被る？　今、『罪』を『被る』と言ったな？」

「え？」

「貴様……何故なぜ私が冤えん罪ざいであると知っている」

「……あっ」

　失言だった。

　追い込まれたエリザベスは、つい口を滑すべらせてしまったのだ。

「……お前か」

「…………くっ」

「答えろエリザベスっ！　お前が王をやったのか！」

　ウォルターは声を荒あららげる。剣を突きつけられ、どうせ殺されるなら──とエリザベスはぐっと奥歯を嚙みしめて──

「ああ！　私だよっ！　わた──」

「こんの、バカちんがぁあああああっ！」

　ごすっ。

　ウォルターの拳こぶしが、エリザベスの後頭部を叩く。

「ぐふっ」こんもりとたんこぶが出来て、エリザベスは気を失った。

「……気絶って、そうやるんだ」

　首とーん、腹ドム、天てん津しん飯はんの恨うらみ以外の『気絶攻撃』を、啓治は初めて知った。

「……王は、良い奴やつではなかった。だが──何も殺すことはなかったろうよ」

　ウォルターはぐっともう一度拳を握り締しめる。主君の命を、救えなかった拳を。

「さっ、次はまた人質のところに行こうか。あっちはまだ終わってないかもしれないからさ」

　啓治は腹の痛みに顔を顰しかめながら笑え顔がおを見せる。

「やれやれ。なんて行き当たりばったりな作戦だ。愚ぐ策さく中の愚策だな」

　まだ終わっていないことにウォルターは腰こしに手を当てて溜ため息いきを吐いた。

「私は思った以上に楽しい」

　とノイエが言ったときだった。

　周りを、暗黒騎士に囲まれている。

「まだ敵が残っていたのかっ！」

「噓うそだろおい……」

　啓治は驚おどろいた。

　駐ちゆう車しや場じようの面々はやられてしまったのか？

　いや、あそこにいた暗黒騎士は五〇名ほど。

　だが、今三人を取り囲んでいるのは、数百人規模。

　森の木々のように、漆しつ黒こくの鎧よろいの兵士が取り囲んでいるのだ。

「はは……」

　苦笑いを浮かべるしか、啓治には出来なかったが──

「戦せん闘とうやめーっ！」

　声を上げたのは──黒くろ髪かみの少女だった。

「武器をしまいなさい！」

　声を上げたのは──また、別の黒髪の少女だった。

　その二人を、啓治たちは知っている。

　一人は、神藤魔歩。

　もう一人は、獅し叢むら鼎かなえ。

　だが、カナエの姿は、いつもとは違ちがっていた。

　いつものだんだら羽織ではなく、純白のドレス。

　そう、それは、お姫ひめ様のようなドレス姿。

「どうやら、あの援えん軍ぐんは、俺たちの援軍みたいだな」

　啓治は、ぺたんとその場に座り込んだ。

　幾いく重えにも張り巡めぐらせていた緊きん張ちようの糸が、ぷつぷつと一いつ斉せいに途と切ぎれて力が抜けたのだ。

　やり遂とげた。

　マホとカナエは、有言実行したんだ。

　約束の時よりも、早く。

　啓治がほくそ笑んだ時だった──

「暗黒騎士ウォルター、暗黒騎士ゲイル。お前たちを連行する」

　新たに現れた暗黒騎士たちは、ウォルターやノイエ、そして啓治たちを取り囲み、腕を拘束する。

「連行するって……おい神藤っ！」

　思った台詞せりふとは違い、啓治は目を丸くした。

　マホとカナエが従えている暗黒騎士。

　それは、啓治たちの援軍であると確信していた。

　カナエを王にするという策が、思ったより早く成功したことを意味している──はずだった。

「あんたは黙だまってなさい」

　振ふり払はらおうとしたが、暗黒騎士に組み伏せられる啓治。

　エリザベスとの戦いで、すでに限界を超こえていた啓治に、気力も体力も全開の暗黒騎士相手に、抗あらがう力は残っていなかった。

　後ろ手に腕を取られたウォルターとノイエが、連れて行かれようとしている。

「おい！　神藤！　どういうことだよこれ！」

　砂じや利りに頰ほおを擦りつけながら、啓治は叫さけぶ。

　マホは神しん妙みような面おも持もちのまま、何も言わない。

「……ここが、限界」

　とノイエが呟つぶやく。

　抵てい抗こうするつもりは、最も早はやない。

　一〇〇〇人の暗黒騎き士しを相手に、よく戦ったとノイエは啓治を誉ほめていた。

　だが、ここでさらに一〇〇〇人は、相手に出来ない。

　限界。

　正に──限界だった。

「啓治くん。これまでよくやってくれた。上手うまく行くかもしれないと、私は君たちに甘えていた。だが──もうここが潮時なのだ。エリザベスの方が、一枚上手だったということ」

　ウォルターも、ノイエと同じ気持ち。

　この場にいる者たち全てが──さすがに戦意を失っていた。

　たった一人を残して──

「諦あきらめられるかよ！　ここまで来て、諦めてたまるかよっ！」

　啓治は身を捩ひねり、立ち上がろうとするが、力及およばず──

　ウォルターはそんな啓治の姿を見て、思う。

（これ以上は、戦えない。戦わせる訳には、いかない。でも──どうすれば──）

　ウォルターは目を閉じて、啓治の命を助ける方法を模も索さくする。

　そして──

　一つの方法を思いつく。

「……私の、兜かぶとを取ってくれ」

　拘束している暗黒騎士に、ウォルターはぼそりと呟く。

「兜を？」

「ああ、良いから、取ってくれ」

　促うながされ、暗黒騎士は兜に手を掛かけた。

　それは、最後の手段。

　啓治に、嫌きらわれたくなかった。

　啓治を、怒おこらせたくはなかった。

　だから、今までは素す顔がおを隠かくしてきた。

　それを、逆手に取れば良い。

　嫌われれば、死に行く自分を止めはしないだろう。

　でも──嫌われたくない。

　怖こわい。

　死ぬことよりも、嫌われることが怖い。

　暗黒騎士は、その兜を──脱ぬぐ。

　露あらわになった金きん髪ぱつが、ふわりと広がる。

「え……エリー？」

　その顔に、啓治は見覚えがあった。

「今まで……騙だましていてすまなかった。私は、最低な女なのだ。啓治くんのことを探さぐろうと、噓を吐いて心情を探っていた。ずっとずっと……噓を吐いていたのだ。嫌いになったろう？　こんな私は、死ねばいいと思ったろう？　だから、こんな私のために──無茶をしないでくれ」

　エリーは、震ふるえる声で言った。

　今からどんな言葉を掛けられるだろう。辛しん辣らつか、怒ど号ごうか、嫌けん悪おか。どれを想像しても、目から涙なみだが溢あふれてくる。

「いや、嫌いになるわけないだろ」

　啓治の言葉に、エリーはきょとんとした。

「どうして？」

「別に、騙されたとも思ってないし」

「ええ！　どうして！」

「騙されていたとしても、今謝ったし」

「怒いかりに震えていないのか？」

「全くもって」

「……なんと！　大海の如ごとき心の広さっ！　じゃあ私の今までは何だったんだ！」

　ぺしっと太ももを叩たたき、暗黒騎士は嘆なげく。

「さあ、もう良いだろう？　行くぞ」

　エリーの手を引いて、連行する暗黒騎士。

　エリーは逆らわず、歩を進める。

「本当に、本当に死にたいのかよっ！」

　啓治は、そんなエリーに叫ぶように問いかけた。

「……ああ。私は暗黒騎士だからな」

　啓治に背中を向けて、エリーは歩き出す。

　足を鎖くさりで繫つながれてしまったために、その歩ほ幅はばは狭せまかった。

「この世界でＯＬになるんだろ！　夢を諦めて良いのか！」

　啓治は肩かたが外れるほどに抵抗しながら、エリーに問いかけ続けた。

「……よくはないが、これは仕方がないのだ」

「俺は、暗黒騎士に聞いているんじゃない！　エリーっ！　お前に聞いてるんだ！　本当にこのままでいいのか！　最後の最後まで抗わなくていいのか！」

「ああ」

「俺と──俺と一いつ緒しよにいたくないのかよっ！」

「……その言葉は卑ひ怯きようだ」

「卑怯？」




「一緒にいたい！　ああ、一緒にいたい！　いたいに決まってるだろっ！」




　振り向いたエリーの目からは、涙が溢れていた。

　これから死ぬことが怖いんじゃない、悲しいんじゃない。

　啓治と別れることが辛つらくて、一緒にいられないと考えたことが悲しくて泣いていた。

「その言葉を待っていた」

「待っていた？」

「お前のその『欲よく』を、俺が叶かなえてやる」

　啓治の体に、力が溢れてくる。

　波旬は、欲を叶える神様だ。

　今、エリーの欲を叶えるために、啓治の体には、神の力が宿っていた。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　腕うでを摑つかんでいた暗黒騎士の体が、吹ふっ飛ばされる。

「なんだとっ！　こいつっ！」

　エリーを取り戻もどそうと暴れる啓治に、四方から暗黒騎士が襲おそいかかった。

　啓治とエリーの間は、かなりある。

　だが、風の力を使って、まるで三さん段だん跳とびのように突つっ込めば──五歩。

　走っている暇ひまは無い。

　弾だん丸がんのように、大たい砲ほうのように、跳ぶ。

　一歩前に出たとき、暗黒騎士に斬きりかかられた。

　啓治は指し弾だんを放つ。

　その指弾は、これまでとは威い力りよくが違ちがう。

　暗黒騎士の鎧よろいがクレーターの如くへこんだ。

　さらに一歩。

　後ろから首に腕を回された。

　啓治の体を包むように竜たつ巻まきが起こり、暗黒騎士は吹き飛ばされる。

「奴やつは鬼き神しんかっ！」

　暗黒騎士がまるで人形のように吹き飛ばされる様に、暗黒騎士たちは目を丸くした。

　三歩目。

　目の前に、暗黒騎士が列を成した。

　啓治を倒たおすのではなく、先に進ませないためだ。

　漆しつ黒こくの槍やりを突き出し、啓治を串くし刺ざしにしようとする。

「退どけえっ！」

　啓治は両手をクロスさせ、急所を守りながら暗黒騎士の壁かべへ突とつ撃げきする。

　腕に槍が突き刺ささる。
















　頰を掠かすめる。

　脇わき腹ばらを抉えぐる。

　だが、啓治は前へと進む。

　四歩目。

「うああああっ！」

　風が剣けんのように鋭するどく、暗黒騎士と暗黒騎士の間を縦に切り裂さいた。

　籠こ手てがはじけ飛び、よろける暗黒騎士の腕に手をやり、強引に分け入って、その先へと進む。

　それが、最後の一歩──になるはずだった。

　だが、エリーはその先にいる。

　啓治が迫せまってきたのだ。

　当然、奪われないために、暗黒騎士はエリーを啓治から離はなす。

　だが──届かない距きよ離りじゃない。

　啓治は手を伸のばし、さらに跳ぶ。

「エリーっ！」

　あのときと同じだ。

　体育館から脱だつ出しゆつするとき、豊たちツボ浅軍団に助けられたとき。

　その場に残ろうとした啓治に、エリーが差し伸べてくれた手。

　今度は、啓治の番。

　啓治の差し伸べた手を、エリーは──

　摑むことは出来なかった。

「がっ──」

　三カ所に、衝しよう撃げき。

　首にとーん。腹にどむっ。後頭部に天てん津しん飯はんの恨うらみ。

　啓治が暗黒騎士にやり、そして叶わなかった、人一人を気絶させるための技わざ。

　それを、三カ所同時に、啓治は喰くらった。

　そして──それを行ったのは──

「バカやってんじゃないの」

　黒くろ髪かみの少女。マホだった。

　その肌はだは真しん紅くに染まっている。

　ふっ──と啓治の体が、肌はだ色いろに戻った。

　全身に力が入らない。

　視界が、ぐわんぐわんと回っている。

　脳が、ぼんやりとしか認にん識しきしていない。

　それでも意識を保っていたのは、エリーへの思いが強かったからだ。

「マホよ。一つだけ、最後に啓治くんに聞きたいことがあるのだ」

「どうぞ」

「何故なぜそこまで……どうしてここまで私のためにしてくれる？」

「そんなもん、理由は一つしかないだろ」

「一つだけなのか？」




「お前に恋こいしちまったんだよ……」




　その言葉を残して、啓治は意識を失った。

　悔くやしさに、奥歯を嚙かみしめたあと、涙が地面を濡ぬらした。

「そうか。そういうことか。ああ、そうだったのか。──あの時から、今の今まで、気付かなかった」

「何に？」

「私も、恋していたのだな」







　　　エピローグ「全すべて波は旬じゆんの仕し業わざ」







　あれから、三日が過ぎた。

「あはははははははっ！」

　マホは、大笑いしていた。

　ケータイには、あの日密ひそかに撮さつ影えいしていた、啓けい治じの愛の告白が映っている。

「いい加減、それを俺の見える位置で鑑かん賞しようするの、やめてくれないかな」

　学校の昼休み。

　啓治は、顔を真っ赤に染めながら、黙もく々もくと弁当を食べている。

「うひーっひっひっひ」

　まるで、ツボをかき混ぜる魔ま女じよのような笑えみ。

「だって、本当に処しよ刑けいされると思ってたんでしょ？　あー、おっかしい」

「いや、暗黒騎き士し連れてきて、エリーを連れて行こうとしてんだから、今生の別れだと思うだろ」

　暗黒騎士エールリンク・ラグナ・ウォルター。通つう称しようエリーの罪は、消えなかった。

　世界を騒さわがせたことが、すでに罪。

　だから、マホはみんなが見ている前で、エリーを拘こう束そくするしかなかった。

「マホ、また啓治さんを苛いじめてるー。ダメですよ！　もう！」

　だが、今もエリーはここにいる。

「えー。じゃあ、この動画消しちゃおっかなー」

「それはダメっ！　この鬼き畜ちくっ！　私もあとでもう一回見るんだから！」

「あっははは」

　死罪がマホとカナエによってなくなった今。

　エリーには、死罪の次に重い罪が科せられた。

　全ての財産を没ぼつ収しゆう。暗黒騎士の称しよう号ごうも、地位も剝はく奪だつされたうえに、流る刑けい。

　帝てい国こく民みんたちは、死ぬよりも恐おそろしい罪だと認識していたが、エリーにとっては、むしろ逆だった。

　流刑先は、啓治たちの住む世界。

　エリーは、暗黒騎士という武装も名前も全て脱ぬぎ去り──一人の少女として、この世界で生きていくことになる。

「そう言えば、エリザベスはどうなったの？」

　牛ぎゆう丼どんを食べていたノイエが、予かねてよりの疑問をぶつける。

　ノイエもエールリンク・ラグナ・ウォルターとの共きよう謀ぼう罪ざい及および証しよう拠こ隠いん滅めつの罪に問われ、エリーと同じように流刑となった。

　カナエが王になったあと、暗黒騎士の世界では選挙が行われ、農民や一兵卒、生まれたての赤ちゃんに至るまで全ての人間が王位を狙ねらえるようになったが、新しく王となったのは、異世界からやってきた一人の少女。──神しん藤どう魔ま歩ほだった。

　何かしらの闇やみの力が働いていたとしか思えない勝ち方だ。

　ノイエは最も早はや、元の世界には戻もどれない。

　会うこともないだろう相手だが、結末を知りたかった。

「エリザベスは王を殺したことは認めたけど、今も宰さい相しようやってるです。死刑は廃はい止しですし、優ゆう秀しゆうですから」

　その質問には、カナエが答えた。

「全て、私の想定の範はん囲い内だったわけねー」

　勝ち誇ほこるように、マホが言う。

「ノイエが捕つかまることは想定外だって聞いたぞ」

「想定してない訳ないじゃない。それを伝えなかった結果──あんたが波旬になったでしょ？」

「そもそも、俺を波旬にする必要あったのか？　クソ親おや父じがあのまま指揮していれば」

「あいつの『欲よく』を叶かなえただけ」

「……え？」

「あんたを波旬にして欲しい。それが『鞍くら馬まの大親父』の欲。暗黒騎士さんの命を救いたい。それが、あんたの欲。──全て、私の計算通りなのだよ」

　えっへんとマホが勝ち誇る。

「……わからんな。お前は波旬を降りたんだろ？　なんでそんなに欲を叶えようとする」

「私はね。ありとあらゆる全ての欲を叶えたくはないの。私が面おも白しろいと思えるモノだけを叶えたいのよ。好き放題やれない波旬の座に、何の魅み力りよくもないわ」

「なるほど──で、どうして、あんなに早く王になれたんだ？」

「向こうに行って一番驚おどろいたのは、あまりの知能レベルの低さね。まさか、暗黒騎士さんや田た中なかさんが、あの世界では頭が良い部類だったなんて」

「……知能レベル」

「そうね。偏へん差さ値ちで言うなら、二〇ぐらい？」

「そんなレベルなのか」

「扇せん動どうするのも、騙だますのも、余よ裕ゆうだったわ」

「鎮ちん圧あつも一いつ瞬しゆんでしたねー」

「暗黒騎士相手に、一瞬で鎮圧？」

　啓治はさすがに、カナエの言葉を信じられなかったが──

「毒ガス使えば一発だったよ？」

　けろっとした顔でとても恐ろしいことを言うマホに、啓治は啞あ然ぜんとした。

「で、暗黒騎士さん……いや、もう暗黒騎士じゃないのか。エリーは今後どうするの？」

「え？」

「私財も全て没収されて、今家もないんでしょ？　田中さんはカナエちゃんから仕送りあるからむしろ大だい富ふ豪ごうだけど──」

「……そうなんですよね。とりあえずバイトしながら家探しを──」

「……うち、来ればいいんじゃない？」

　啓治は少し照れ臭くさそうに、ぼそりと呟つぶやいた。

「え？」エリーは目に涙なみだを浮うかべる。

「いやならいいけど……その、行くところがないなら……」

　もごもごと喋しやべる啓治を見て、マホが撮影した動画を再度流す。

『お前に恋しちまったんだよ……』

「それやめろ！」

「太好きって言っちゃえ」

　まるで天てん狗ぐのように顔を真っ赤に染めた啓治を、さらにノイエがそそのかす。

「ああ大好きだよっ！　大好きさ！　これでいいかっ！」

　やけくそに言う啓治に、エリーは飛びつくように抱だきついた。

「私も！　私も大好きっ！」

　そんな二人のやりとりを、マホは笑顔で見ていた。

　人の欲よつ求きゆうを叶えることが、波旬の至上の喜びなのだから。




　そして波旬を継ついだ鞍馬啓治は、学校に通いながらも仕事に追われている。

　波旬としての、神としての仕事。

　政治家を勝たせたり、裁判で勝たせたり。

　恋こい人びとを斡あつ旋せんしたり、受験に勝たせたり。

　人の欲に触ふれて、嫌いやになることも多いが、苦にはならなかった。

　エリーが側そばにいてくれたから。

　そう、エリーは──夢だった『ＯＬ』にはなれなかった。

　彼女は、巫女みこになったのだ。
















　　　どないやねんのあとがき




　皆みなさんこんにちは。好きな言葉は、

『人生とはどないやねんの連続である。そうじゃないときもあるけど』

　な木き村むらです。

　暗黒騎き士しを脱ぬがさないで。いかがでしたでしょうか？

　どないやねんの連続だったかな、と思います。

　ちなみに『どないやねん』は『どういうことだよ！』という意味で合ってると思います。まあ、違ちがう意味で使うこともあるかもしれないけど。

　私は常々、長編小説は六巻ぐらいで終わるのがちょうどいい。という持論を持っていました。今回、五巻までお付き合い下さった皆みな様さまには、感謝感激の嵐あらしが巻き起こっています。

　やりたいことをやれば、王道から外れて意味の分からないことを書いてしまう。

　この作品は、それの集大成とも言えるモノでした。

　あんなこといいな。出来たらいいな。

　そんな思いで書いていたら、まさかのノイエが主人公みたいな五巻になってしまいました。

　シリアスにやらなきゃなーと思いつつ、決してシリアスにならないように。

　そんなジレンマの結果が、この様です。

　でも後こう悔かいはしていません。

　特にこの五巻は、色々な困難を乗のり越こえて完成したモノです。

　コンビニ行ってる間にウインドウズの更こう新しんでデータが飛んだり。

　謎なぞの高熱が出たり。

　医者に行ったら、「ウイルスだと咳せきと下げ痢りは同時に出ないもんなんですけどねー」なんていうトリビアを聞かされて、ストレスのせいにされたり。

　多分、ツタンカーメンさんの呪のろいなんじゃないかなと納得しました。

　ケイタイの電波が入らないのも、ツタンカーメンさんの呪いのせいだし、買ったはずのワンピース一六巻だけ抜ぬけているのも、ツタンカーメンさんの呪いのせい。

　ウインドウズの更新で急に再起動されるのも、ツタンカーメンさんの呪いのせい。

　それでも締しめ切きりはやってきます。

　普ふ段だん、締め切りの一週間前には上げられるように余よ裕ゆうを持って書くのですが、その余裕が消し飛ぶほどの、呪い。んも、ツタンカーメンさんにはお気を付け下さい。

　……どうでもいいんですけど、ニュースとか見てるときに、『フラッシュの点てん滅めつにご注意下さい』って表示が出ます。

　あれって、何をどう注意して見ればいいんでしょうね。

　部屋を明るくして離はなれて見る？　チラ見で見る？　逆にガン見する？　注意したいけど、やり方が分からないことってありますよね。

　ツタンカーメンの呪いもそうだし、ストレスもそうだし──

　この作品も、もっと注意すべきだったかなと思います。

　あ、ツタンカーメンの呪いはバファリンで治ります。

　まあ、治ってるかどうかは分からないけども。







　さて、最後に謝辞を。




　この本を手にとって下さった皆様、今までありがとうございました！

　五巻から読んだ人がいないことを前提に言ってます！　五巻だけをたまたま読んだという希有なパターンの方がいたとしたら、初めまして！　ありがとう！

　イラストレーターの有ある葉ふあさん。

　変な作品の変なイラストをよく頑がん張ばって下さいました。

　服ふく飾しよく関係のセンスがとても高くて、勉強になるなーって思いながら見てました。

　決してエロな気持ちなく！　ちょっとだけいやらしい気持ちありで見てました。

　……まあ、ちょっとはエロな気持ちもあったかな？　うん、あったな。

　ありがとうございます！　色々な意味を込めて！

　編集部の皆様。

　我わが儘ままな作品でごめんなさい。でも推してくれた方々、ドラゴンマガジンの短編に投票してくれた方々。

　本ってのは一人で出すモノではない。

　野生の馬では、ダービーには出られません。

　調教師、ジョッキー、オーナー、ファン。

　様々な人に支えられているな。って、本になったときに実感します。

　ありがとう！　これ以上の言葉が、出てこないです。

　まあ、センキューとか色々出てきてはいるけども。








木村心一

●きむらしんいち



１９８２年京都生まれ。「これはゾンビですか？」で第20回ファンタジア長編小説大賞佳作受賞。近々の菌の話。なんか、ある微生物に塩化金を食べさせると体内で濾過されてるのか、黄金のウンコになって出てくるらしい。最近の細菌は錬金術が使えるみたい。実は私も塩化金を食べると……


















カバー・口絵・本文イラスト／有葉

カバーデザイン／伸童舎










暗あん黒こく騎き士しを脱ぬがさないで５




#エリー #いもけんぴ #枕まくらびしょびしょ罪ざい
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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